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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第０話　プロローグ






　十二月に入り、風はもう耐たえがたいほどに冷たくなっている。

　寒さに弱い仕様の桜さく羽らば春はる太たは、その長身を屈かがめるようにして歩いて行く。

「こらこら、ハル。猫ねこ背ぜはみっともないよ。あんた目立つんだから、背筋伸のばしたら？」

「おまえは俺の保護者か？」

「むしろ、立場的にはハルがあたしを保護しなくちゃいけないんじゃない？」

「…………」

　その春はる太たの隣となりを歩いているのは、月夜見つくよみ晶あき穂ほ。

　同級生にして、夏に付き合い始めたカノジョであり──

　腹はら違ちがいの妹でもある。

　最初に晶あき穂ほからその話を告げられたときは、衝しよう撃げきのあまり疑うことすらできなかったが──

　春はる太たは今はもう、晶あき穂ほが妹であることをほぼ確信している。

　晶あき穂ほと出くわしたときの父の態度。

　それに晶あき穂ほの実母とも出会い、二人の大人の態度を見ていると真実は一つだと思えてしまう。

「保護、ね……さっきから俺が風よけになってやってるだろ」

「そのくらいは、カレシなら当然だね」

「そうっすか」

　晶あき穂ほは時と場合によって、〝カノジョ〟と〝妹〟の立場を巧こう妙みように使い分けてくる。

　先日の旅行では、〝妹になりたい〟などと言っていたのはなんだったのか──

「つーか晶あき穂ほ、コートくらい着ろよ。もう十二月だぞ」

　二人は学校帰りで、当然ながら制服姿だ。

　春はる太たは紺こん色いろのロングコートを着ている。

　去年の冬に、〝ただの妹〟だった頃ころの妹──桜さく羽らば雪ふ季ゆに選んでもらったものだ。

　春はる太たは去年から数センチ身長が伸のびたが、コートを着る分には問題ないようだ。

　一方、晶あき穂ほはキャメルカラーのブレザーの下にベージュのパーカー、ミニスカートに黒タイツという格好だ。

　中にパーカーを着込んでいるとはいえ、すっかり冬になった今の時期には寒そうだ。

「あたし、着ぶくれしたくないんだよね。何枚も着込むと動きにくいし」

「動きの良よし悪あしの問題か？」

　春はる太たにとって晶あき穂ほは、考えの読めないクールで表情に乏とぼしい少女だった。

　数ヶ月の付き合いで思考回路も少しは読めるようになったし、晶あき穂ほのほうも感情が顔に出るようにはなった。

　それでもまだ、相そう互ご理解にはほど遠い。

「ハル、そんなに寒いならスパ銭でも行く？　水着で男女混浴できるトコがあるんだよ。いいサウナもあって整うらしいよ？」

「いきなり目的地を変えんな」

　晶あき穂ほは思いつきで行動するのが怖こわいところだ。

「そっか、そっか。そんなにあたしの水着姿を他の男に見せたくないか」

「……おまえ、俺をなんだと思ってんだ？」

　春はる太たは独どく占せん欲よく強めだが、さすがにそこまでこだわらない。

　実際、雪ふ季ゆとも何度もプールに行って、水着姿を他の男の目にも晒さらしている。

「俺のことはいいんだよ、おまえが寒々しいんだよ、普ふ段だんから」

「もっと寒くなったら、スカジャン着るよ。通学用の派手なヤツを用意済みだから」

「通学用はおとなしくしろよ。おまえ、ピンクメッシュでただでさえ目ぇつけられてんのに」

　晶あき穂ほの髪かみ型がたは黒くろ髪かみロング。

　この秋に、唐とう突とつにピンクのメッシュを一筋入れた。

　春はる太たたちが通う悠ゆう凜りん館かん高校は校則にうるさくはないが、ピンクはさすがにやりすぎだ。

　今のところ目こぼしされているものの、イエローカードを一枚くらっているだろう。

「あたしのロック魂だましいは誰だれにも止められないよ。それより、ここ？」

「ん？　ああ、もう着いてたのか」

　春はる太たは晶あき穂ほに気を取られて、どこを歩いているか気づいていなかった。

　悠ゆう凜りん館かんの最も寄より駅えきから電車で数分、さらに徒歩で数分。

　いつの間にか、目的地に到とう着ちやくしていた。

　三階建ての茶色い建物で、築年数は多少経たっていそうだが、見た目は小こ綺ぎ麗れいだ。

「へぇー、ここか。なかなか味のあるアパートじゃん」

「ものは言い様だな」

　春はる太たがここに来るのは、今日で二度目。

　つい数日前に来たばかりで、そのときは──そのときも〝妹〟が一いつ緒しよだった。

　桜さく羽らば雪ふ季ゆ、数ヶ月前に冬とう野の雪ふ季ゆという名前に変わってしまった妹だ。

「ふーん、雪ゆき風かぜ荘そう……うん、名前も古風でいいね。雪ふ季ゆちゃんから一字取ってるし」

「雪ふ季ゆと同じこと言うな。つーか、雪ふ季ゆより年上だろ、このアパート」

　妹の雪ふ季ゆは中学生で、いくら雪ゆき風かぜ荘そうが小こ綺ぎ麗れいでも築二〇年以下とは思えない。

「なんなら、晶あき穂ほが住んだらどうだ？　ここからでも悠ゆう凜りん館かんには通えるしな」

「部屋を埋うめて、雪ふ季ゆちゃんが物理的に引ひっ越こせないようにしてる件について」

「悪くない手だろ」

　もちろん冗じよう談だんだが、雪ふ季ゆが引ひっ越こせない状じよう況きようをつくるという手は悪くない。

　妹の──血が繫つながらない妹の雪ふ季ゆは、このアパートへの引ひっ越こしを計画している。

　高校受験まで三ヶ月を切っており、無事に合格すれば雪ゆき風かぜ荘そうに引ひっ越こして一人暮らしを始めるつもりなのだ。

　今日、春はる太たが晶あき穂ほにその話をすると、彼女が一度アパートを見てみたいと言い出した。

　春はる太たも、もう一度アパートを見てみたかったのでちょうどよかった。

　雪ふ季ゆはおそらく、高校には合格できる。

　落ちてもらっては困るが、合格した場合は──最愛の妹と離はなればなれになるのだ。

　その妹が住む建物は、何度見ても足りないだろう。

「つーか、このアパートなんてレイゼン号なら余よ裕ゆうで来られるし、その気になれば毎日でも雪ふ季ゆちゃんに会えんじゃない？」

「朝起きても雪ふ季ゆがいないんだぞ。軽く言うな」

「今さらだけど、ここまでシスコンを隠かくさないヤツも珍めずらしい……」

「本当に今さらだな」

　春はる太たは、友人たちが〝シスコン〟という言葉を覚えた小学校時代から聞きき飽あきている。




「ちょいと、そこのお二人さん。ここは男子禁制、天使の花はな園ぞのだよ？」




　突とつ然ぜん、後ろから声がかけられた。

　春はる太たたちが振ふり向むくと、そこに一人の女子高生が立っていた。

　シャレたベージュのセーラー服に、薄うすいブラウンのミニスカート。

　同じブラウン系のベレー帽ぼうをかぶり、髪かみ型がたは明るい茶色のセミロング。

　メイクもバッチリ決めて、いかにも陽キャな女子高生だった。

「あ、いえ、ここに入居予定の者の家族で……」

「へ？　そうなの？　あれ、でも今日は見学の予定は入ってなかったような」

「ああ、ちょっと突とつ発ぱつ的てきに見にきたというか、見るだけというか」

「水流川女子ミナジヨの寮りようみたいなもんなんだよね。男なら女子高の寮りようを見たくないわけないよね」

「別の目的で来たみたいに言うな！」

　味方のはずのカノジョに背中から撃うたれた。

　セーラーの女子が、ゴミを見るような目を春はる太たに向けてくる。

　ちなみにミナジョは、雪ふ季ゆが受験する女子高だ。

「ち、違ちがうぞ。本当に妹が入居予定なんだって！　あんたこそ、このアパートの人なのか？」

「まあね。アパートのオーナーの娘むすめでもあるんで、管理人代理みたいなもんだよ」

「オーナーの娘むすめ？　つまり……冬とう野のさんの？」

「あれ、ウチの名前知ってんだ？　つーか、もしかして冬とう野のさんのお兄さん？」

「冬とう野のさん冬とう野のさんってややこしいね」

　ぼそりと晶あき穂ほがつぶやく。

　春はる太たは、雪ふ季ゆからこのアパートについて軽く聞いている。

　雪ゆき風かぜ荘そうのオーナーは春はる太たの育ての母、雪ふ季ゆの実母の知り合いらしい。

　その知り合いは、母と同じ〝冬とう野の〟という苗みよ字うじだということも。

「我が家は、冬とう野の姓せいの巣そう窟くつみたいなトコの出身らしいから。あ、ウチは冬とう野のつらら。冗じよう談だんみたいな名前でしょ」

　そう言って、つららはにっこりと笑った。

「正体を隠かくして人間社会で暮らしてる雪女、二人目が来たね、ハル」

「隠かくせてねぇだろ、その名前じゃ」

　春はる太たの妹も、今は母方の苗みよ字うじを名乗っていてフルネームは〝冬とう野の雪ふ季ゆ〟だ。

　これも冗じよう談だんのような名前だ。全国の冬とう野の雪ふ季ゆさんには悪いが。

　ただ、雪ふ季ゆとアパートのオーナーは苗みよ字うじは同じだが、親しん戚せきというわけでもないようだ。

「ま、名前に似合わない陽キャ目指してるけどね、ウチは♡」

「目指すというか、もう辿たどり着ついてるね。ねえねえ、ミナジョってギャル多いの？」

「いやあ、どちらかっつーとおとなしい子が多いね。ウチは例外」

　なるほど、と春はる太たは安あん堵どしつつも不安もまだある。

　雪ふ季ゆも見た目は陽キャだが、実は人見知りで内気だ。

　派手なギャルと仲良くなるのはハードルが高い。

　その例外と同じアパートで、雪ふ季ゆは無事に暮らせるのだろうか……？

「大だい丈じよ夫うぶ、ウチは誰だれにでも優やさしいギャルだから。つか、そっちの子もピンクのメッシュとかウチより派手なくらい──って、あれっ!?　もしかしてそっちのあんた、ＡＫＩＨＯ……!?」

「とうとうあたしも顔を指されるようになったか。出世したもんだね」

　晶あき穂ほは満まん更ざらでもないらしく、ニヤニヤしている。

　この小こ柄がらなロック少女はＵユ　ーＣキｕユｂーｅブに動画投とう稿こうしているのだ。

「登録者二〇〇〇だろ。知ってる人に会うとか、ほとんど奇き跡せきだな」

「いつの話してんの、ハル。もう六〇〇〇超こえてるよ。一度伸のびると、ぐいっといくんだよ」

「おお、いつの間に。そりゃ凄すごいな……」

　春はる太たも晶あき穂ほのＵユ　ーＣキｕユｂーｅブ動画を手伝い始めてしばらく経たつ。

　実際、数千単位の登録者を獲かく得とくするだけでもたいしたものだ。

　身内びいきかもしれないが、晶あき穂ほには人を惹ひきつけるなにかがあるのだろう。

「えーっ、マジで！　ウチらの間じゃ、ＡＫＩＨＯ、けっこう人気なんだよ！　歌もギターも上う手まいし、悠ゆう凜りん館かんの生徒だってトコまでは知ってんだけど！」

　お世辞ではなく、冬とう野のつららは本当に晶あき穂ほのファンらしい。

　というより、晶あき穂ほはほぼ完全に身バレしているようだ。

　文化祭のステージ動画などは顔を隠かくしているだけなので、バレてもおかしくない。

「ほぇー、春からの入居者のお兄さんのカノジョがＡＫＩＨＯ！　面おも白しろくなってきたね！」

「あまり楽しませる自信はねぇけど」

　春はる太たとしては、面おも白しろくなってほしくない。

　雪ふ季ゆには穏おだやかな高校生活を送ってもらいたい。

　この騒さわがしそうな冬とう野のつららがいる環かん境きようは、本当に大だい丈じよ夫うぶなのか？




　やはり、雪ふ季ゆの早すぎる独り立ちには反対するべきでは──？




　春はる太たは、ここ数日繰くり返かえしている自問自答を脳内で繰くり広ひろげる。

　雪ふ季ゆは春太のカノジョになるために、妹という立場から抜ぬけ出だしたい。

　そのために生まれ育った桜さく羽らばの家を出る──

　少なくとも、春はる太たには簡単に賛成できるような話ではなかった。











第１話　妹は着々と準備を進めたい






　目を覚まして、すぐにベッドの横を見た。

　そこには──

「あ、おはようございます、お兄ちゃん♡」

「…………」

　春はる太たは、ゆっくりと身体からだを起こしてベッドに座る。

　部屋には──誰だれもいない。

　聞こえたのは幻げん聴ちよう、見えたのは幻げん影えい。

　そこに、冬とう野の雪ふ季ゆの姿はなく。

　白い肌はだを晒さらして着き替がえている妹を見ることはもうないと、思い知らされる。

　もちろん、兄きよう妹だい同士のおはようのキスもない。




　あなたのカノジョになりたい──




　先日、雪ふ季ゆは春はる太たさん、春はる太たくんと呼んできた。

　十数年、おにいちゃんお兄ちゃんと呼ばれてきて。

　雪ふ季ゆにさん付け、くん付けで呼ばれたのは新しん鮮せんではあった。

　だが、新しん鮮せんだと感じたのは一回きりで、今後もそんな呼び方が続くとなると話が違ちがう。

　妹キャラ好きのオタクのような話だが、兄と呼ばれないのは寂さびしすぎる。

　新たに〝お兄ちゃん〟と呼び始めそうなロック女がいるのも大きな課題ではあるが……。

　それよりも、差さし迫せまった問題はごく身近にある。

　春はる太たは手早く、寝ね間ま着きから制服に着き替がえると自室を出て一階へ下りていった。

　リビングに入ると──

「あ、おはようございます、お兄ちゃん♡」

「…………」

　そこには、エプロン姿の冬とう野の雪ふ季ゆの姿があった。

　挨あい拶さつは幻げん聴ちようではなく、ニコニコと楽しげな笑え顔がおは幻げん覚かくではない。

　長い茶色の髪かみ、すらりとした長身。

　華きや奢しやでありながら、胸のふくらみは中学三年生にしては立派で、腰こしはきゅっとくびれている。

「ちょうど、朝食の用意を始めようかと思ってたところです。いいタイミングですね」

　雪ふ季ゆは、手におたまを握にぎっている。

　料理を始めようとしたところで春はる太たが現れたので、わざわざ挨あい拶さつに来たらしい。

「おはよう、雪ふ季ゆ。えーと……受験も近づいてんだから、朝飯くらい自分でパンとか焼くぞ」

「お兄ちゃんには焼かせません」

「凄すごいことを否定されてるな……」

「受験にゲームもオシャレも奪うばわれた私に、最後に残された楽しみが家事なんです。お兄ちゃんは、私の大切なものを奪うばうんですか？」

「なんて人聞きの悪い」

　ちなみに、雪ふ季ゆは髪かみもメイクもバッチリだ。

　ゲームも二日で一時間くらいは遊んでいる。

　割と奪うばわれずに残っているのだが、雪ふ季ゆは別の認にん識しきをしているらしい。

「まあ、雪ふ季ゆがやってくれるなら助かるんだが……くれぐれも無理はしないようにな」

「はいっ♡」

　雪ふ季ゆは可か愛わいく笑って頷うなずき──

「あ、これはやっておかないと。ちゅ♡」

「…………っ」

　雪ふ季ゆは、とてとてと春はる太たのそばに来て、頰ほおに軽くキスしてきた。

「へへへ、じゃあお料理がんばりまーす」

　雪ふ季ゆは可か愛わいく言うと、キッチンへ戻もどっていった。

　妹からカノジョに立候補して──朝のキスが唇くちびるから、頰ほおに変わった。

　逆のような気がするが、雪ふ季ゆは「カノジョにしてくれるまで、頰ほおだけですからね」などと、焦じらしているつもりらしい。

　頰ほおへのキスだけで充じゆう分ぶん刺し激げき的てき──普ふ通つうは、中三の妹が高一の兄にしないこともわかっているだろうに。

　リビングからはキッチンの様子が見える。

　雪ふ季ゆは調子外れの鼻歌を歌いつつ、手て際ぎわよく朝食の準備をしている。

　父は既すでに出勤したようだ。

　相変わらず、早くに出かけて遅おそくに帰ってくる生活を続けている。

　春はる太たとは顔を合わせる時間が短すぎて、未いまだに〝例の話〟もろくにできていないくらいだ。

　もっとも、春はる太たのほうも父と〝例の話〟をするのを避さけてしまっているので、父が悪いとは口が裂さけても言えない。

　春はる太たはリビングのＴＶをつけて、天気予報をのんびりと眺ながめる。

　今日も寒くなりそうだが、天気は晴れ。

　しかし、春はる太たの気持ちは少しも晴れてくれない。

　雪ふ季ゆはもう、以前のように着き替がえるためだけに兄の部屋に来なくなった。

　唇くちびるを合わせるキスもしないし、抱だき合あうことすらない。

　頰ほおへのキスだけなら、ギリギリセーフだろうか？

　普ふ通つうの兄きよう妹だいになったと言ってもいいかもしれない。

　雪ふ季ゆは、春はる太たのカノジョになりたい──

　つまり、これまでのキスやスキンシップはあくまで兄きよう妹だいとしてのもの。

　少なくとも、雪ふ季ゆはそう認にん識しきしているということだ。

　一方で、春はる太たは十数年も兄きよう妹だいとして育ってきた雪ふ季ゆをただの妹と思っているかと言われたら、自信はない。

　雪ふ季ゆは、身内びいきを差し引いても並外れた美少女だ。

　しかも性格も素す直なおで可か愛わいく、心から春はる太たに懐なついてくれている。

　こんな少女がそばにいて、ただの妹として見られる男がいるだろうか？

　春はる太たは、その点については大いに疑問があるし、自分がただの兄として振ふる舞まえているとも思えない。

「パパもちゃんとご飯食べて行ってほしいんですけどね。今朝なんて、塩むすびを二個食べただけでした。時代劇のお弁当みたいです」

「時代劇の食事シーンは知らねぇけど、そんだけじゃ足りねぇだろうな」

　父親は、朝食に時間をかけるよりさっさと仕事に行きたいらしい。

「お兄ちゃんは、しっかり食べてくださいね。今日のお味み噌そ汁しるは大根と油あぶ揚らあげですよ」

「おー、そりゃいいな。毎日雪ふ季ゆがたっぷりメシ食わせてくれるから、こんなに背も伸のびたんだしな」

「お兄ちゃんの大きな身体からだは私のご飯でできてますからね」

　雪ふ季ゆはしゃべりながらも、手て際ぎわよく鍋なべやフライパンで調理を進めている。

　着き替がえを見られなくなっても、毎日妹の美お味いしい朝食が味わえる──それで満足するべきなのかもしれない。

　もっとも、雪ふ季ゆが家を出てしまえば、それすらかなわなくなるのだが──

　まだ、雪ふ季ゆの一人暮らしについて兄きよう妹だいで話し合っていない。

　春はる太たはもちろん反対だが、説得するのもためらわれる。

　兄に素す直なおすぎる妹のことだから、簡単に説得に屈くつする可能性も高い。

　雪ふ季ゆは〝最初で最後の反はん抗こうをする〟と言っていたが、彼女が初志を貫かん徹てつできるかは怪あやしい。

　だからといって、雪ふ季ゆの決意をくじくようなマネも躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。

「はぁい、お兄ちゃん、できましたよ。食べましょう」

「ああ──って、あれっ!?」

　春はる太たはキッチンのほうへ歩き出して、思わず大声を上げてしまった。

　雪ふ季ゆがエプロンを外したところで、ようやく異常に気づいたのだ。

「あ、気づいてくれたんですね。ふふふ、どうですか♡」

　雪ふ季ゆは、浮うかれた足取りでリビングに来ると、ソファに掛かけられていた上着を手に取った。

　そんなものがソファにあることも、春はる太たは気づいていなかった。

「じゃーん、です」

「それって……ウチの制服じゃねぇか！」

　キャメルカラーの上着にチェックのミニスカート、ブラウスの襟えり元もとにリボン。

　春はる太たが通う悠ゆう凜りん館かん高校の女子制服だった。







「やっぱり、朝にお外に出るのはいいですね。目が覚めます」

「雪ふ季ゆ、学校でよく居い眠ねむりしてたって冷れい泉ぜんが言ってたぞ」

「むっ……れ、れーちゃんめ、また余計なことを……」

　春はる太たの隣となりを歩く雪ふ季ゆが、冷れい泉ぜん素もと子こに毒づいている。

　優やさしすぎる雪ふ季ゆも、さすがに親友には遠えん慮りよがない。

　春はる太たと雪ふ季ゆは朝食を終えると、二人で家を出た。

　もちろん春はる太たは登校だが、雪ふ季ゆは中学には通っていない。

　夏前に生まれ育った地元の中学から他県に転校して、また地元に帰ってきたわけだが、短期間で学校を行ったり来たりというわけにもいかず。

　今のところ、形の上では引ひっ越こし先の中学に在ざい籍せきしている。

　そこで問題が起きて地元に戻もどってきて、学校には通わずに高校受験のために勉強中なのだ。

「でも、私は広い心でれーちゃんを許しましょう。今日は新しい制服でご機き嫌げんですから」

「本当に機き嫌げんいいな、雪ふ季ゆ」

　春はる太たは苦く笑しようしてしまう。

　学校に通っていない雪ふ季ゆは制服を着る必要はないが、「スイッチを入れるため」と称しようして毎朝制服に着き替がえていた。

　こちらの中学で着ていた、白ブレザータイプの制服だった。

　雪ふ季ゆは引ひっ越こし先で着ていた黒セーラータイプの制服が気に入らなかったらしい。

　しかし、今の雪ふ季ゆは悠ゆう凜りん館かん高校のキャメルカラーのブレザー、それにチェックのミニスカートという格好だ。

　ほんの数日前、雪ふ季ゆが晶あき穂ほの先せん輩ぱいから借りて着ていた制服でもある。

　雪ふ季ゆは、春はる太たが通う高校に行ってみたいと、ニセ生徒となって校内に入り込んできたのだ。

　成績が芳かんばしくない雪ふ季ゆは、逆立ちしても進学校である悠ゆう凜りん館かんには合格できない。

　だからこそ、春はる太たも妹を甘やかして校内を連れ回したりもしたのだが──

　まさか、また悠ゆう凜りん館かん制服バージョンの雪ふ季ゆが現れるとは。

「晶あき穂ほの先せん輩ぱいも気前いいな。一応、まだ制服を着る機会は何度もあるだろうに」

「もし必要になったらお返しできるように、綺き麗れいに着ますよ」

　気き遣づかいができる妹は、先せん輩ぱいの好意に甘えっぱなしではないらしい。

　雪ふ季ゆは、借りた制服をクリーニングに出してから、返しに行った。

　ところが、先せん輩ぱいは「あげたつもりだったわ」と苦く笑しようし、雪ふ季ゆはそのままもらってきたようだ。

　先せん輩ぱいは三年生で、十二月に入った今、残された高校生活は実質的に残り二ヶ月ほど。

　予備の制服など、もう必要ないというのも事実だろう。

「ホントにいいですよね、悠ゆう凜りん館かんの制服。お兄ちゃんの男子制服もかっこいいですし、進学校は制服も凝こってるんですね」

「ミナジョも制服の評判いいらしいぞ。あの茶色っつーか、ベージュのセーラー、確かに珍めずらしくて可か愛わいいしな」

「え？　お兄ちゃん……どうしてミナジョの制服知ってるんです？」

　じぃっ、と雪ふ季ゆが大きな目を細めて睨にらんでくる。

「い、いや、ミナジョのホームページで見たんだよ。そりゃ、チェックくらいするだろ」

「ああ、なるほどです」

　一応、晶あき穂ほと二人で雪ゆき風かぜ荘そうを再び訪ねたことは雪ふ季ゆには内ない緒しよだ。

　雪ゆき風かぜ荘そうへの引ひっ越こしの妨ぼう害がいを企たくらんでいると思われては困るからだ。

　ミナジョの制服を着た冬とう野のつららに会ったことも、雪ふ季ゆには言っていない。

「でも、制服が可か愛わいくなかったらミナジョを受けようとは思わなかったかもです」

「おいおい、雪ふ季ゆが受験できる学校は限られてんだからな？」

　このオシャレにうるさい妹の場合、本気で制服で学校を選びかねない。

　それでなくとも、特とく殊しゆな条件下で受験する雪ふ季ゆは受けられる学校が限られているのに。

　雪ふ季ゆに高い学力があれば、選せん択たく肢しはもっと増えたのだが。

「受験できる学校の制服が可か愛わいくてラッキーでした。お兄ちゃんに勉強教えてもらえますし、アパートから徒歩ですぐですし、いいことばかりです」

「……そうだな」

　雪ふ季ゆは今年の春の引ひっ越こしは不満ばかりだったが、高校受験には前向きになっているらしい。

　ネガティブになるよりはずっといいと、春はる太たも思うが──

　もうアパートへの引ひっ越こしが確定事じ項こうのようになっているのは、面おも白しろくない。

「普ふ通つうに中学に通ってたら、こんな風にお兄ちゃんと一いつ緒しよに登校もできませんでしたから。結果オーライですよ」

「ホントに前向きだな、雪ふ季ゆ。なんか、吹ふっ切きれたというか……」

「ふふ、受験にはメンタルも重要ですから。物事、良いいように考えないと」

　雪ふ季ゆは笑って言い、トントンと弾はずむように春はる太たの前を歩いて行く。

　運動神経の鈍にぶい妹だが、意外に歩きや走りのフォームは悪くない。

「……でも、毎朝俺を送ってたら大変だろ？」

「これで目も覚めますから。ああ、毎朝一いつ緒しよに登校するんじゃなくて、ふゆちゃんイーツがお弁当を届けるほうがいいですか？」

「いやいや、また雪ふ季ゆが校内に入ってきたら大おお騒さわぎになるって！」

　先日、雪ふ季ゆは「ふゆちゃんイーツ」を自じ称しようして、高校に不法侵しん入にゆうして春はる太たの弁当を届けに来たのだが……謎なぞの美少女の侵しん入にゆうで、校内は騒さわぎになってしまった。

　春はる太たの友人、松まつ風かぜ陽よう司じが雪ふ季ゆを〝春はる太たの幼なじみ〟とごまかしてくれたが──

　ふゆちゃんイーツが再び現れた場合、春はる太たにはごまかしきれる自信はない。

「まあ、登校に付き合うくらいはたいした時間でもないし、いいか……」

「はい、お兄ちゃんが帰ってくるまで、いい子で勉強してますから」

「そこは信用してるよ」

　雪ふ季ゆは勉強嫌ぎらいだが、素す直なおなので春はる太たに勉強しろと言われたら必ずそうする。

　毎日のノルマもきちんとこなしているし、今のところ問題はない。




「あ、カノジョになるって話は本気ですからね」




　雪ふ季ゆはさらりと言い切った。

　あまりにあっさりしていて、春はる太たは思わず反論できずに黙だまってしまう。

「春になるまでに徐じよ々じよに妹モードを解除していきますよ。最終的には、お兄ちゃんと私の服を別々で洗せん濯たくします！」

「なっ、なんだと……!?」

　それは世間一いつ般ぱんのお父さんがやられて一番傷つくやつでは──!?

「冗じよう談だんです。私の服も下着も、お兄ちゃんの服と一いつ緒しよに洗いますから安心してください」

「……そう言われると、俺が変態みたいだな」

　雪ふ季ゆに自分の服を汚よごれ物もののように隔かく離りされるよりは、変態のほうがマシだが。

「別々で洗うのは面めん倒どうですしね。我が家は今、たった三人──あ、そうだ、思い出しました」

「ん？」

「お兄ちゃん、今日は放課後、なにか用事がありますか？」

「バイトは入れてないし……特にないな。雪ふ季ゆの勉強をがっつり見ようと思ってたが」

「が、がっつり……ほわわん、くらいでいいんですけど……それはともかく。では、お帰りを楽しみに待ってますね」

「…………？」

　なんだろう、なにやら嫌いやな予感がする。

　春はる太たは、妹の笑え顔がおに不ふ穏おんなものを感じつつあった。

　雪ふ季ゆは間ま違ちがっても兄に罠わなを仕し掛かけるような妹ではない。

　ただ、この数ヶ月で良くも悪くも雪ふ季ゆは変わりつつある。

　両親が離り婚こんしたり実の兄きよう妹だいでないと判明したり、新たに実の妹が現れたりすれば、変わらないほうが難しいだろう。

　春はる太たはできれば、これ以上は状じよう況きようの変化は勘かん弁べん願いたい。

　なにより、雪ふ季ゆの受験が終わるまでは穏おだやかな日常を望みたかった──







「あ、あの……霜しも月つき透とう子こです！　恥はずかしながら、今日からお世話になります！」

「…………」

　穏おだやかな日常は、いずこに？

　春はる太たは内心でツッコミを入れずにいられなかった。

「いらっしゃいです、透とう子こちゃん」

「は、はい、よろしくお願いします」

　午後四時、桜さく羽らば家けのリビング──

　そこに、悠ゆう凜りん館かん高校の制服姿の雪ふ季ゆがいるのは当然として。

　もう一人──黒いセーラー服姿に、黒くろ髪かみポニーテール。

　かたわらには、巨きよ大だいなキャリーケースが置いてある。

「霜しも月つき、おまえなんで……？」

「まあまあ、お兄ちゃん。そんなに急がなくても。透とう子こちゃんも疲つかれてるでしょう。まずは座ってください」

「す、すみません、雪ふ季ゆさん」

　霜しも月つきはポニーテールを揺ゆらして、ぺこりと頭を下げてから、遠えん慮りよがちにソファに座った。

　真ん中に座ればいいのに、わざわざ隅すみっこに腰こしを下ろしている。

　雪ふ季ゆは、キッチンへと歩いて行った。

　春はる太たはまだ、状じよう況きようがまったく吞のみ込こめていない。

　彼も学校から帰ってきたばかりで、その直後にチャイムが鳴って霜しも月つき透とう子こが現れたのだ。

「はい、お待たせしました。寒かったでしょう、カフェオレですけどいいですか？」

「あ、ありがとうございます、雪ふ季ゆさん」

　雪ふ季ゆはテーブルにコーヒーカップを三つ置いた。

　二つはカフェオレ、一つはコーヒーだ。

　春はる太たの前に置かれたコーヒーは、ちょうどいい量の砂糖が入っているはずだ。

「美お味いしいです……」

「よかったです、お口に合って。お料理は好きですけど、お茶を淹いれるのはあまり得意じゃないんですよね」

　桜さく羽らば家けのコーヒーやカフェオレはたいていインスタントだ。

　さすがに、雪ふ季ゆも豆を挽ひいてコーヒーを淹いれるほど手間はかけない。

　三人は熱い飲み物をすすり、お茶ちや請うけのクッキーをかじってから──

「透とう子こちゃん、ウチはすぐにわかりましたか？」

「あ、はい。スマホのナビがあったので。お家うちの写真も送ってもらってましたし」

「そうでしたね、迷わなかったならよかったです」

「……あのな、二人で話を進めてないで、俺にも説明してくれ」

　春はる太たはコーヒーカップをテーブルに置いて、じろりと二人の少女を眺ながめる。

　霜しも月つき透とう子こは──雪ふ季ゆの従い姉と妹こにあたる。

　二人の母親が姉し妹まいなのだ。

　春はる太たは雪ふ季ゆとは実の兄きよう妹だいではないので、霜しも月つきとの血けつ縁えんはない。

　だが、表向きは春はる太たと雪ふ季ゆは実の兄きよう妹だいということになっているので、人前では春はる太たも霜しも月つきはイトコだと噓うそをつく必要がある。

「雪ふ季ゆ、霜しも月つきがウチに来るなんて俺は一ミリも聞いてなかったんだが？」

「サプライズです」

「おまえな……そんなあっさり」

　今朝の雪ふ季ゆの思わせぶりな発言は、この前フリだったようだ。

「す、すみません、桜さく羽らばさん。わたしは驚おどろかすつもりはなかったんですけど……」

「いや……雪ふ季ゆが仕込んだサプライズなら落とし穴ドッキリでも笑え顔がおで許そう」

「相変わらず、妹さんに甘すぎますね……」

「ある意味、ドッキリ失敗ですね」

　霜しも月つきと雪ふ季ゆが、どうでもいいツッコミを入れている。

「ドッキリは許すから、順番に話せ、順番に。霜しも月つきが世話になるってなんなんだ？」

「学校の期末テストが終わったので、こちらに来たんです。終業式の日には一度戻もどります」

「交通費もバカにならねぇな」

「そうですね、ですが時間を無む駄だにはできないので」

　春はる太たは一度話を整理しようとして──それこそ無む駄だだと気づいた。

　まるで情報が足りていない。

「二人とも、順番どおりになってねぇぞ。霜しも月つきはずいぶん長居するみたいだが、なんのためにここに来たんだ？」

「それは、恐きよう縮しゆくなのですが──」

「あ、ちょっと待て」

　春はる太たは手を広げて、霜しも月つきの顔にかざすようにする。

「霜しも月つき、敬語じゃなくていい。俺と初めて会ったときの『オラァ！』『なぁんだよぉ！』みたいな感じでいい」

「そこまでチンピラじゃなかったでしょ!?」

　一いつ瞬しゆん、あの頃ころの霜しも月つきに戻もどったかのような激しいツッコミだった。

　半分冗じよう談だんだが、あの農具倉庫での霜しも月つきがガラが悪かったのは事実だ。

　旅館の跡あと取とり娘むすめとして厳しく躾しつけられた反動だろうか？

「あ、いえ。桜さく羽らばさんは年上ですし、親しん戚せきのお兄さんみたいなものですし、タメ口というわけには」

「敬語キャラは雪ふ季ゆと母親で間に合ってるんだけどな」

「では、呼び方だけ〝お兄さん〟……でもいいでしょうか？」

「…………」

　春はる太たはちらりと雪ふ季ゆを見る。

　その呼び方の許可不許可は春はる太た自身ではなく、妹が決めることだ。

「まあ……いいでしょう。ですが、透とう子こちゃんが妹になったわけではありませんからね」

「わ、わかってます」

　どうやら、雪ふ季ゆ姫ひめ様のお許しは出たようだ。

　妹を卒業する、というような話はなんだったのかと思わなくもない。

　他の誰だれかが妹になるのは許しがたいのだろうか？

　そうなると、晶あき穂ほの動きも気になるところだが──

「話の続きだな。霜しも月つきは──」

「あの、お兄さん。私のことも透とう子こでいいです。親しん戚せき同士ということにするんですよね？　でしたら、苗みよ字うじ呼びは不自然ではないでしょうか？」

「透とう子こちゃん、意外に抜ぬけ目めないですね。見事な口実です……」

「べ、別に変な意図はないですよ！」

　霜しも月つきは、顔の前でぶんぶんと手を振ふっている。

　だが、彼女の言うことにも一理ある。

「そうだな、表向きは母方のイトコだもんな。もし誰だれかに苗みよ字うじ呼びを聞かれたら変に思われるか……」

　晶あき穂ほだけは、春はる太たと霜しも月つきに血けつ縁えんがないことを知っている。

　だが、松まつ風かぜや雪ふ季ゆの友人コンビなどに聞かれたら、すぐにあの連中は違和感を持つだろう。

「わかった、じゃあ霜しも月つきじゃなくて透とう子こって呼ばせてもらう。雪ふ季ゆもいいな？」

「……いいでしょう」

　こちらは妹に許可を求めるような話でもないのだが、春はる太たはなんとなく怖こわかった。

「で、透とう子こはなんでこっちに来たんだ？」

「と、透とう子こ……いえ、動どう揺ようしてる場合ではないですね。私もその……雪ふ季ゆさんと同じ、水み流な川がわ女じよ子しを受験するんです」

「はぁ!?」

　春はる太たは、思わず立ち上がりそうになる。

　想像すらしなかった、意外すぎる成り行きだ。

「お兄さんに少し話しませんでしたっけ？　遠い学校を受験するって」

「あー……そういや、聞いたような。でも、遠すぎるだろ！」

　透とう子こは、この街から電車で三時間もかかる田舎いなか町まちの住人だ。

　家は老舗しにせの旅館で、家族の転勤などもありえない。

「……ま、まさか、旅館〝そうげつ〟だっけ。あそこ、潰つぶれたのか？」

「なんてこと言うんです！　そんなわけありません！　未来永えい劫ごう潰つぶれませんよ！」

「未来永えい劫ごうは続かんだろうが」

　だが、失言だった。

　やはりツッコミを入れるときは、農具倉庫のオラオラな透とう子こがよみがえるな、と思いつつ。

「悪い。でもまさか、あの町からミナジョに通学できないだろ？」

「え、ええ。さすがに往復六時間は無理ですね」

「ん？　ひょっとして、このウチから通うとか？」

「そ、そこまで図ずう々ずうしいことは言いません！　雪ふ季ゆさんたちのお父様は、私とは親しん戚せきではありませんし……」

　残念ながら、桜さく羽らば家けと冬とう野の家けが親しん戚せきではないのはそのとおりだ。

　両親の離り婚こんで、両家の縁えんは切れてしまっている。

　かろうじて、雪ふ季ゆの存在が両家をか細く繫つないでいるだけに過ぎない。

「ただ、霜しも月つき家けのしきたりで、女将おかみを継つぐ女子は必ず一度は家を出て、外を見てくることになってるんです」

「ふーん……しきたりとはまた古めかしいな」

「ああ、家を継つぐ前に実家を出て、自由に過ごさせてくれるってことですか？」

　黙だまって聞いていた雪ふ季ゆが、口を挟はさんでくる。

　雪ふ季ゆは事前にいろいろ聞いているのかと思ったが、知らない話もあるらしい。

「はい、高校と大学は県外に行かせてもらえるんです」

「へぇ、大学もか。短くても七年は地元を離はなれるってことか」

　春はる太たの言葉に、透とう子こがこくりと頷うなずく。

　ただ、逆に言えば──

　長い人生のたった七年しか自由になれる時間はないわけだ。

　そう考えると、透とう子こも気の毒に思えてくる。

「それで……冬休みを利用して、こちらの塾じゆくの冬期講習にも通うことに。ついでに、冬休み前からこちらにきて、慣れておこうかと」

「そうか、いきなり見知らぬ土地で勉強しろっつっても難しいか」

　雪ふ季ゆなどは半年近く田舎いなか町まちに住んでいたが、最後まで馴な染じめなかった。

　まず新天地の空気に慣れておかないと、勉強に集中できないというのは頷うなずける。

「ミナジョの受験対策もこちらの塾じゆくでないとできませんし」

「なるほど……って、でもなんでミナジョ？　県外ならどこでもＯＫじゃないのか？」

「ええ、正直、都会の学校であればどこでもよかったんです」

「ここ、そこまで都会ってわけでもないけどな」

　春はる太たは苦く笑しようしてしまう。

　透とう子こも苦笑いを浮うかべ、「私には充じゆう分ぶん都会ですよ」と言って──

「ただ、ミナジョには親しん戚せきのお姉さんが通ってて、学校のそばのアパートのお部屋も貸してもらえるので……」

「なるほど……って、ちょっと待て！　もしかして、透とう子こも雪ゆき風かぜ荘そうに住むのか？」

「え？　お兄さん、雪ゆき風かぜ荘そうをご存じなんですか？」

「ご存じもなにも……」

　先日、二度に亘わたって訪おとずれた雪ゆき風かぜ荘そうを思い出す。

　そこで雪ふ季ゆから聞かされた衝しよう撃げき的てきな話も。

　ついでに、そこのオーナーの娘むすめという派手なギャルのことも。

「透とう子こちゃん、私とお兄ちゃんもついこの前見学してきたばかりなんです」

「えっ？　まさか、雪ふ季ゆさんもあのアパートに住むんですか？」

　透とう子この質問に、雪ふ季ゆはこくりと頷うなずく。

　本当に透とう子こも聞いていなかったらしく、かなり驚おどろいているようだ。

　透とう子こから見れば、雪ふ季ゆは──転校生からイジメのターゲット、従い姉と妹こ、さらには同じ高校を受験する仲間、同じアパートの住人と変化している。

　このめまぐるしさに驚おどろかないほうがおかしい。

「確かにあの女子高に通うなら、雪ゆき風かぜ荘そうに住めれば便利ですけど……驚おどろきました」

「一応、私のほうはまだ確定ではないんですけど……」

　雪ふ季ゆは、ちらりと春はる太たに視線を送ってきた。

　春はる太たはあえてノーリアクションを貫つらぬく。この話は、まだ兄として消化できていない。

「私がミナジョに受かるかどうかもわかりませんし」

「親しん戚せきのお姉さんは、ミナジョはあまり落ちる人いないって言ってましたけど……」

「…………」

　透とう子この不用意な発言に、雪ふ季ゆがこめかみをピキらせている。

　いや、雪ふ季ゆはそのレアな〝落ちる人〟に含ふくまれるかもしれないんだよ。

　とは、春はる太たもさすがに言えない。

「えーと、透とう子この親しん戚せきのお姉さんっていうのは、誰だれなんだ？」

「冬とう野のさん──冬とう野のつららさんって方です」

「…………」

　もしやと思ったが、やはりそうなのか、と春はる太たは納なつ得とくする。

　この前会ったばかりの冬とう野のつららも、春はる太たの周囲に深く関わってきそうだ。

「ウチは母方にも冬とう野のさん──いえ、雪ふ季ゆさんの冬とう野のさんがいますが、父方の親しん戚せきにも冬とう野のさんがいるんです。つららさんは、その父方の親戚でして」

「ややこしいな……って、待てよ？」

　ギャル系の冬とう野のつららが、透とう子この親しん戚せきでもある。

　ということは──

「お兄ちゃん、そのつららって人も私の親しん戚せきになるんでしょうか？」

「血の繫つながりはないとしても、そうなるよな」

　雪ふ季ゆはまだ、冬とう野のつららとは出会っていないはずだ。

　だが、雪ふ季ゆと透とう子こが従い姉と妹こ同士、透とう子この父方の親しん戚せきが冬とう野のつららなのだから。

　自動的に、雪ふ季ゆとつららも親しん戚せき同士ということになる。

「……世間、狭せまいよな。冬とう野のつららのほうは、元から俺らの近くにいたってことだし」

「つららさんのママがアパートのオーナーで、私のママと知り合いで……本当にややこしいですね。私、思考停止していいですか？」

「ああ、俺も深く考えるのはやめたい」

　実際はそんなに複雑な関係でもないが、ただでさえ一いち族ぞく郎ろう党とうの広がりのせいで、春はる太たも混乱しつつある。

　考えることが苦手な雪ふ季ゆはもちろん、春はる太たもあまり深く考えたくない。

　透とう子こはまだ知らないが、春はる太たには世間には隠かくしている血けつ縁えん関係もあるのだから。

　もう新たに、「山やま田だ」とか別の苗みよ字うじを名乗って完全独立でもしたくなってきた。

「とにかく透とう子こちゃんを冬休みの間、ウチでお預かりすることになりました。ママから、パパにも連れん絡らく済ずみです」

「知らなかったの、俺だけかよ」

　仕し掛かけ人が雪ふ季ゆでなければ、一発ドツいているところだ。

「ただ、ごめんなさい、透とう子こちゃん。空き部屋がないので、私と相部屋になるんですよ」

「あ、はい。私は全然。雪ふ季ゆさんはいいんですか？」

「まあ、私はだいたいお兄ちゃんの部屋にいるので支障はないと思います」

「世せ間けん体てい的には支障がありませんか？」

「なんですかー？（圧）」

「い、いいえ……なんでもありません」

　妹、強い。

　この二人がかつて、いじめっ子いじめられっ子だったと聞いたら、百人中百人が雪ふ季ゆをいじめっ子と判断するだろう。

　呼び方も、雪ふ季ゆは「透とう子こちゃん」で、透とう子こは「雪ふ季ゆさん」とさん付けだ。

　そもそも雪ふ季ゆは透とう子こに苦手意識があったはずだが──いつの間にか、こっそり桜さく羽らば家けに招いたりして、一人で透とう子ことやり取りしている。

　カノジョになる宣言をしてから、雪ふ季ゆはやはり変わったようだ──

「そ、そういや、透とう子こ、前に一度こっちに来てたよな？」

「あ、はい。そのとき、学校とアパートを下見したんです」

「松まつ風かぜと会ったのは、そのついでだったのか……」

　そんな伏ふく線せんになっていると、誰だれが予想しただろうか。

「そのときはホテルに泊とまったんですが、さすがに十数日となると──ということで、雪ふ季ゆさんのお母様が桜さく羽らばの家に泊とまればいいとすすめてくださって」

「黒幕は母さんだったのか」

　実家と断絶したという母が、姪めいである透とう子こと連れん絡らくを取り合っているのは良いいことだろうが。

「私、お役に立ちます。料理も洗せん濯たくも掃そう除じも一通り仕込まれてます。洗せん濯たくと掃そう除じは旅館でもやっているので、プロです」

「待て待て、透とう子こはお客さんだろ。家事をやらせるわけにはいかない」

「で、では、またお背中を流すとか……？」




「ｋくｗわｓしｋく」




　雪ふ季ゆが笑え顔がおで、がしっと透とう子この肩かたを摑つかんだ。

　こんなに怖こわい妹の笑え顔がおは初めてではないだろうか。

　普ふ段だん使わないネットスラングが飛び出しているのも、異様で怖こわい。

　実は春はる太たは、旅館〝そうげつ〟の浴場で透とう子こに背中を流してもらったことがある。

　もっと楽しいことも、少しだけやらせてもらったりもしている。

　あのときは、さすがに調子に乗りすぎたと反省している。

　嫉しつ妬と深ぶかい妹には特に秘していた事実だったが──そちらがバレるのも時間の問題だ。

　桜さく羽らば春はる太たは、トラブルと無む縁えんでは生きられないらしい。











第２話　妹は新展開を素す直なおに受け入れている






「へー、あの若わか女将おかみのポニ子ちゃんが、ハルの家に居い候そうろう？」

「そういうことになった」

　放課後の教室。

　春はる太たは椅い子すに座り、月夜見つくよみ晶あき穂ほがその前の机に座り込んでいる。

　晶あき穂ほはエレキギターを持ち、アンプを通さずにジャカジャカと奏かなでている。

　教室には他にもクラスメイトが残っているが、みんな間近に迫せまった期末試験対策中だ。

　エレキギターの小さい音は、誰だれも気にしていないらしい。

「ふう……まったく、この男は次々と若い女にちょっかいかけて」

「待て待て、なんて人聞きの悪い！」

「上は女子大生、下は女子中学生までやりたい放題ですか。むしろ、肝かん心じんの女子高生の層が薄うすいね。あたし以外に、もう二、三人集めてきたら？」

「なんのために!?」

　なにが〝肝かん心じん〟なのか、とても気になるところだった。

「つーか、晶あき穂ほはなにを聞いても動どう揺ようしねぇよな」

「人を悲しきモンスターみたいに言わないように。あたしだって人の子だよ。もっと言うなら、魔ま女じよとハルの父──」

「その無む駄だ口ぐちの多さは、確かに人間らしいな！」

　春はる太たは慌あわてて晶あき穂ほの余計な一言を遮さえぎる。

　月夜見つくよみ晶あき穂ほは、春はる太たのカノジョにして実の妹──

　恐おそるべきことに、春はる太たは晶あき穂ほとの血けつ縁えんが判明してしばらく経たつのに未いまだに別れていない。

　さすがに、判明するまで当たり前のようにしていたことはヤらなくなったが……。

「ハルも苦労が多いね」

「おまえが一番苦労させてんだよ。一言多いんだよ」

「そうかな？　んで、なんの話だっけ？　あー、エロ若わか女将おかみがハルの家に居い候そうろうするんだっけ」

「不ふ穏おんな形容を付け加えんな」

　確かに、霜しも月つき透とう子こはまだ中学三年生でありながら妙みような色気がある。

　雪ふ季ゆも見た目は大人っぽいし、これも冬とう野の家けの血筋だろうか。

「ハル、世間的にはポニ子ちゃん──トーコちゃんとイトコってことになるでしょ？」

「ああ、一応そうなるんだよな」

「彼かれ氏しとイトコの関係を疑うようじゃ、いい女とは言えないでしょ？」

「おまえ、若じやつ干かん寛かん容ようすぎる気もするんだが……」

　晶あき穂ほは、春はる太たと雪ふ季ゆが実の兄きよう妹だいでないことを知っている。

　家では、二人がイチャついていることも感づいているらしい。

　それでも文句を言ってきたことはないし、本当に気にしていないようだ。

「そんなことより、新曲つくらないと。クリスマスにはエモい歌動画を投とう稿こうしないとね」

「どんなことだよ。くるっと話を変えんな」

　春はる太たはここ最近で突とつ然ぜんややこしくなった人間関係で頭が痛い。

　だが、晶あき穂ほのほうは本当にさほど気にしていないのかもしれない。

「いや、晶あき穂ほにはＵユ　ーＣキｕユｂーｅブが大事なのはわかってるけどな」

　晶あき穂ほはいつも淡たん々たんとしてるが、Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅブ投とう稿こうを本気でやっているのは確実だ。

　登録者数をいかにして増やすかが、一番の悩なやみらしい。

　出生の秘密、家族の秘密があろうが、人生に悩なやみは尽つきない。

「この前、田舎いなかののどかな景色を眺ながめていい曲浮うかんだんだけどなー」

「クリスマスソング以外も、なんかできてたのか？」

「できてない。ほら、酔よっ払ぱらったせいでできかけてた曲、ぶっ飛んだんだよね」

「マジか。まあ、あんだけ酔よってりゃなあ……」

　だが、晶あき穂ほの名めい誉よのために言うと彼女が酒を吞のんだわけではない。

　不ふ可か抗こう力りよくというか、酔よっ払ぱらいに酒をかけられて、その匂においだけで酔よってしまったのだ。

「でも、登録者数はまだまだ伸のびてきてんだよ。もう一万いきそうだし」

「えっ!?」

　春はる太たは慌あわててスマホを取り出し、晶あき穂ほのチャンネルを確かく認にんする。

　確かに、既すでに九〇〇〇を超こえて一万人が見えてきている数字だ。

「マジだ。ここ何日か見てなかったけど、いつの間にこんなに……この前は六〇〇〇とかじゃなかったか？」

　以前の伸のびにも驚おどろいたが、まだ持続していたとは。

　一気に数字がハネただけでなく、伸のびが続いているというのは大きい。

「最近、文化祭のステージの動画が、急に伸のびたんだよ。Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅブってたまにこういうバズり方するから面おも白しろいよね」

「あー、どっかで紹しよう介かいされたのかもな」

　文化祭は十月で、今は十二月だ。

　もとから文化祭のステージ動画は晶あき穂ほのチャンネルでも再生数は多かったが、今さらこんなに伸のびていたとは。

「なんか、よく知らないＵユ　ーＣキｕユｂーｅバｒーが紹しよう介かいしてくれたみたい。エロい巨きよ乳にゆうＪＫ動画だけど、ギリ合法だとか」

「ギリじゃねぇよ。普ふ通つうに合法だろ」

　映像を編集した春はる太たにとって、心外な評価だった。

　仮にも高校の文化祭で演じたステージだ。非合法なわけがない。

「でもそんなことより、せっかく数字が伸のびてる時期がチャンスだからね！」

「……晶あき穂ほ、クリスマスの前に期末テストがあるのはわかってるよな？」

「ふふん」

「な、なんだよ？」

「人のこと言えないでしょ。ハルも期末テストは捨ててるくせに。あたしも付き合うよ」

「自分が勉強しない言い訳に俺を使うなよ……」

　ただ、春はる太たが雪ふ季ゆの受験勉強を見てやるために、自分の勉強時間を捨てているのは確かだ。

　期末対策より、雪ふ季ゆの受験用のノートをつくることのほうが重要に決まっている。

「ハイハイ、シスコン出た出た」

「だから、心を読むなよ」

「あたしの面めん倒どうも見てよ、お兄ちゃん」

「…………っ、だからおまえはシャレにならんことを……！」

　周りが気にしていないとはいえ、ここは教室のど真ん中だ。

「ていうか、今日は雪ふ季ゆちゃんの勉強見なくていいの？」

「雪ふ季ゆは、今日は透とう子こと二人で図書館行って勉強するらしい」

「へぇ……あの二人って、ちょっと複雑そうな感じだったのに、仲良くなったの？」

「……まあな」

　晶あき穂ほはイジメの件は知らないはずだが、雪ふ季ゆと透とう子この微び妙みような関係には気づいていたらしい。

　気づいていることがあっても、しれっとした顔でいるのが晶あき穂ほの怖こわいところだ。

「同い年の従い姉と妹こだし、仲良くなるのも早かったな。すっかり意気投合してるよ」

　やはり、雪ふ季ゆはいつの間にか透とう子こへの怯おびえはすっかり消えたらしい。

　もちろん、雪ふ季ゆの変化は悪いことではない。

　ズルズルと問題を引きずり続けている兄と比べれば、ずっとマシだ。

「そっか、ハルってば、とうとう妹ちゃんを取られちゃったか」

「おまえって、常に一言余計だよな……」

「ハルも減らず口が多いじゃん。やっぱ、あたしらどっか似て──」

「よし、帰ろう！　ここじゃ勉強になりそうもないしな！」







「ああー、やっぱたまに食べるラーメンは美う味まい。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたるね」

　春はる太たと晶あき穂ほは、学校近くのラーメン屋に来ていた。

　以前にも晶あき穂ほに誘さそわれて食べにきたことがあるラーメン屋だ。

　晶あき穂ほは塩とんこつラーメンを嬉うれしそうにすすっている。

「おまえ、晩メシ前にラーメンなんか食って大だい丈じよ夫うぶなのか？」

「ハルも食ってるじゃん」

「俺にはラーメン一いつ杯ぱいくらい、食前のスープみたいなもんだよ」

　実際、春はる太たは高校に上がってからの食欲が凄すさまじい。

　１８０センチを超こえた身体からだは、まだまだ成長期が続きそうだ。

「実はあたしもよく食うんだよね。まずいなあ、おっぱいに栄養がいくタイプなんだよね、ハルはよく知ってると思うけど。あたし以上に知ってると言っても過言じゃないけど」

「おまえ、余計なことを言わずにはいられないのか……？」

　まだ夕食の時間帯ではないので近くに客はいないが、冷や冷やしてしまう発言だ。

「カップルにしか見えないから大だい丈じよ夫うぶだよ。ハル、ちょっと気が小さすぎじゃない？」

「晶あき穂ほが俺をビビらせてんだよ」

　春はる太たは、どちらかというと度胸は据すわっているほうだろう。

　そうでなければ、シスコンを公言したり妹と外で堂々とデートできるわけがない。

　そんな春はる太たでも、晶あき穂ほとの秘密の関係がバレるのは怖こわすぎる。

　おそらく、周囲に知られたら春はる太ただけでなく晶あき穂ほにもなんらかの被ひ害がいが発生するかもしれないからだ。
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「お付き合いには刺し激げきが必要じゃん。あ、大将さん、味玉追加ね。こっちの野や郎ろうにも」

「あいよ！　お嬢じようちゃん、また来てくれて嬉うれしいね！」

　愛あい想そのいい大将は、前に来た晶あき穂ほを覚えていたようだ。

　並外れて可か愛わいい上に、小こ柄がらな彼女は目立つからだろう。

　大将は春はる太たと晶あき穂ほのどんぶりに、美お味いしそうな飴あめ色いろの味玉を追加してくれる。

「んー、やっぱラーメンの煮に玉たま子ごは別格だね。美う味まい美う味まい」

「……俺の煮に玉たま子ごも、分けてやろうか」

「ありがと、お兄ちゃん！」

「…………っ！」

　晶あき穂ほは素す早ばやく春はる太たのどんぶりから味玉を奪うばい去さった。

「なーんだ、カップルかと思ったら兄貴なんかい！　はは、妹に玉子を分けてやるとはいい心がけだね！」

「……どうも」

　人の気も知らないで。

　春はる太たは、事情を知るはずもない大将にこっそり恨うらみがましい目を向けてしまう。

「はー、ハルと一いつ緒しよに食べるメシは美う味まいね」

「そりゃ、我が物顔で人の分まで奪うばってりゃ美う味まいだろ」

「落ち着くんだよね。あたし、普ふ段だんあんまり人とご飯食べないんだけどさ」

「……そういや、おまえの母親、泊とまりがけで仕事に出かけたりするんだよな？」

　先日、春はる太たは晶あき穂ほの母親、月夜見つくよみ秋あき葉はと遭そう遇ぐうしている。

　出張で帰ってこないはずが急に予定が変わって、鉢はち合あわせしてしまったのだ。

「家で秋あき葉はさんと一いつ緒しよにメシ食ってんのか？」

「めったにないかな。父親のほうはそもそも家にいないし、母親のほうは帰ってきても遅おそいし、外で食べてくることも多いんだよね。人と食事するのも仕事の一つって」

「ふぅん……」

　晶あき穂ほの母は、音楽関係のイベント会社勤めだ。

　春はる太たの勝手な想像では、ミュージシャンや会社のスタッフと頻ひん繁ぱんに会食しているイメージがある。

「これからは、たまに一いつ緒しよに晩飯食うか。前はよく食ってたんだしな」

　春からの雪ふ季ゆがいなかった期間、晶あき穂ほとは一いつ緒しよに夕食を取ることも多かった。

　雪ふ季ゆが戻もどってからは、春はる太たがまた自宅で食事をするようになってしまったが。

　さすがに、桜さく羽らば家けの食しよく卓たくに晶あき穂ほを呼ぶのは春はる太たも気まずい。

「そんなことしたら、雪ふ季ゆちゃんがヤンデレるんじゃない？」

「おまえは、雪ふ季ゆをなんだと思ってんだ？」

　春はる太たも、中学時代から外食することはよくあった。

　受験生時代は松まつ風かぜとともに塾じゆくに通い、夕食は外で済ませることも多かった。

「それに、雪ふ季ゆのためにもいいかもしれない。あいつ、俺が食わないときは晩メシも適当に手を抜ぬいてるからな。今は家事は手を抜ぬくくらいがいいだろ」

「雪ふ季ゆちゃんは、ハルのために生まれてきたような子だねえ」

「……ちょっと、そう思いそうなのが怖こわい」

　当たり前だが、雪ふ季ゆでなくても人は自分のために生きるべき。

　春はる太たは本気でそう思っているが、兄のくせに──兄だと疑わなかった頃ころから、雪ふ季ゆに甘えているのは事実だ。

「まあ、雪ふ季ゆちゃんのお許しが出たらたまにハルを誘さそわせてもらおうかな」

「晶あき穂ほも透とう子こも雪ふ季ゆを恐おそれてるよな……あいつ、人を怖こわがらせるタイプじゃないだろ」

　雪ふ季ゆは優やさしくて素す直なおで、底そこ抜ぬけのお人ひと好よし。

　確かに兄との付き合い方は常じよう軌きを逸いつしているところはあったが、春はる太た以外の人間に対しては善良すぎるくらいだったはず。

「良いい子なんだけどさあ。雪ふ季ゆちゃんはパワー強いよねえ」

「パワー？」

「引ひっ越こしたけど戻もどってきたし、兄きよう妹だいじゃなかったって判明してもむしろそれをプラスに考えてる。人生イージーモードとまでは言わないけどさ、〝持ってる〟って感じ？」

「隣となりの芝しば生ふはなんとやら、だろ。雪ふ季ゆだって悩なやみはあるんだからな？」

　目下の悩なやみは、〝妹からの脱だつ却きやく〟だろう。

　実は雪ふ季ゆがそれを本心で望んでいるのか、春はる太たはまだ疑っているが──

「真面目な話をするとさ、ハル」

　ずずっ、と晶あき穂ほはスープをレンゲですすってから。

「雪ふ季ゆちゃん、あたしにとっても妹みたいな感じがしてきてる」

「……まあ、晶あき穂ほがどう思うかは自由だ」

「おっ、ちょっと独どく占せん欲よくゆるんだかな？」

「うるさいよ」

「あはは、ごめんごめん。でもさあ、やっぱあたしにとって一番怖こわいのは雪ふ季ゆちゃんなんだよね。最終的には、全部あの子が望んだとおりになる気がする。それくらい、パワーありそうなんだよね、雪ふ季ゆちゃんは」

「…………」

　春はる太たも、雪ふ季ゆは誰だれよりも存在感が強いとは思っている。

　だが、この我が道をゆくタイプの晶あき穂ほが誰だれかを恐おそれるとは思っていなかった。

　ましてや、恐おそれている相手が雪ふ季ゆだとは──

　ただ、春はる太たはそれも無理ないことだとも思った。







　春はる太たと晶あき穂ほは、高校生カップルだ。

　どちらも金があるわけでもないので、理由がない限りは別におごったりはしない。

　今日もラーメン屋の会計は一人ずつ済ませ、店を出た。

「しゃーない。スタバに寄って勉強してこうか、ハル」

「店のハシゴかよ。つーか、まともすぎるご発言だな、晶あき穂ほ」

　晶あき穂ほはＵユ　ーＣキｕユｂーｅブに夢中で、勉強する気などないかと思っていた。

「真面目な話、あたしも勉強くらいしてるよ。つーか、しないといけないんだよね」

「珍めずらしいことを言うなあ。晶あき穂ほが自分の意思を曲げて、なんかやるなんて」

　春はる太たの言葉に、晶あき穂ほがこれも珍めずらしく大きなため息をついた。

「最近、魔ま女じよがうるさいんだよね。勉強しろしろって。高校受験のときだって、そんなこと言わなかったのに」

「へぇ……」

　春はる太たにも少しばかり意外だった。

　晶あき穂ほは、放任で育てられたように思える。

　晶あき穂ほの母、秋あき葉はが勉強しろと小言をいうのはあまり想像がつかない。

「高一ももう後半だから、少しは将来に向けて勉強してほしいのかもな」

　春はる太たは、晶あき穂ほの母と話したのはたった一回だけだ。

　とんでもない美人で──

　三十五歳といえば春はる太たから見ればおばさんだが、実年ねん齢れいより十歳は若く見える。

　女子大生で二は十た歳ちの陽向ひなた美み波なみと並んでも、さほど年ねん齢れい差は感じないだろう。

　娘むすめの晶あき穂ほが〝魔ま女じよ〟と呼ぶくらいで、異様な雰ふん囲い気きのある人物ではあるが──

「うーん、あの人がまともなこと言うなんて怪あやしいんだよね」

「おまえは母親をなんだと思ってんだ？」

「ハルこそ、ウチの母をわかってないよ」

「……あんまりわからないほうが良さそうなんだよな」

　春はる太たは、晶あき穂ほの母が思わせぶりに話していたことを忘れていない。

　山やま吹ぶき翠璃みどり──春はる太たの生みの母を〝先せん輩ぱい〟と呼んでいた。

　なんの先せん輩ぱい後こう輩はいなのかすら知らないが、知るのが怖こわいような気もする。

　なにしろ山やま吹ぶき翠璃みどりと月夜見つくよみ秋あき葉はは、同じ男の子供を生んだ二人なのだ──

「正解だよ、ハル。たぶんあたしだって、母親のことはろくに知らないまま死にそう」

「死ぬときのことを考えてんのか」

「高校生でも、考えてるヤツは考えてるよ。あたしみたいに運命に翻ほん弄ろうされてるヤツはね」

「…………」

　春はる太たは一いつ瞬しゆん足を止めてしまい、その間に晶あき穂ほが一歩前に出て──

　思わず、春はる太たは晶あき穂ほの手を握にぎっていた。

「……なに？　この手は？」

「一応、まだ表向きは付き合ってんだから、手くらい握にぎってもいいんじゃないか？」

「まあね。あたしも、ハルの握にぎってあげたことあるし」

「手の話だよな!?」

　油断すると、とんでもないネタをぶっ込んでくる女だった。

「なあ、晶あき穂ほ。おまえ、なにか変なこと考えてないよな？」

「別に死のうなんて思ってないよ。まあ、いろいろ行いき詰づまってはいるけどね」

「…………」

　母との関係が良好とは言えないことか。

　Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅブの活動がまだ大人気とはとても言えないことか。




　それとも、実の兄きよう妹だいで付き合っていることか。




　いや、全部──春はる太たの知らないことも含ふくめて、晶あき穂ほにはもっと多くの悩なやみがあるのだろう。

「悩なやんでるのが自分だけだなんて、自分に酔よいすぎだよな」

「まったくだよ、ハル」

「フォローも慰なぐさめも一ミリもないカノジョで嬉うれしいよ」

　だが、春はる太たがフォローや慰なぐさめを求めるのは甘えすぎだろう。

「でもさ、今はあたしのことは先送りにして、若い子たちにかまってあげなよ。雪ふ季ゆちゃんも、エロ若わか女将おかみも大事な時期なんだから」

「……そうさせてもらっていいのか？」

「あたしはその間、彼かれ氏しに放置された悲しい女のラブソングでもつくっておくよ」

「撮さつ影えいと編集は俺がやるよ……」

「そうこないとね、ハル」

　晶あき穂ほは機き嫌げん良さそうに頷うなずいて、歩調を速めていく。

　実際、受験に落ちたらシャレにならないので、どうしてもまずは雪ふ季ゆ──それに、同じ受験生である透とう子こを最優先で気き遣づかうのは当然だ。

　カノジョのお許しが出ているのなら、なおさら。

「それにさ、ハル」

「ん？」

「ハルのＪＣハーレム、三人目が増えたんだから、ちゃんと面めん倒どう見てあげないと」

「そんな不ふ穏おんな集団、いねぇよ。ああ、でもそうだな……」

　晶あき穂ほの言うとおり、確かにただ透とう子こを居い候そうろうさせるだけというのも気が引ける。

　霜しも月つき透とう子こは悪い子ではない──だが、過か剰じように過去を引きずっている。

　透とう子この気を晴らして、受験に集中できる環かん境きようをつくってやるべきかもしれない。

　そのために、自分になにができるか──

　いや、考えるよりも先に、シンプルに物事を進めるべきだろう。











第３話　妹は従い姉と妹こに寛かん大だいになりつつある






　土曜の午後はよく晴れていて、十二月のこの時期にしてはずいぶんと気温も高かった。

　着てきた厚手のコートのせいか、少し暑いくらいだ。

「こちらはずいぶんあたたかいんですね、お兄さん」

　土曜でにぎわう駅前──

　春はる太たの隣となりを歩いているのは、霜しも月つき透とう子こだ。

　シックなブラウンのコートを羽織り、首にはチェックのマフラーを巻いている。

　今日は、こちらの街を透とう子こに案内するということで、二人で出てきたのだ。

　春はる太たにできることといえば、このくらいだが──

　都会に慣れるのも透とう子この目的なので、必要なことである。

「こんなに気温が高いのは珍めずらしいけどな。あっちは、この時期はもうかなり寒いんだよな？」

「十二月の初めには雪が積もりますから」

「この前も雪降ってたもんな。俺も雪ふ季ゆも寒さに弱いから、あの町で暮らすのは難しそうだ」

「夏は涼すずしいですから、避ひ暑しよに来てもらえたら〝そうげつ〟に部屋を用意しますよ」

「それは、さすがに悪いな……」

　旅館〝そうげつ〟は超ちよう高級旅館ではなさそうだが、歴史のある宿だ。

　料金も安くないだろうし、タダでご招待は気が引けすぎる。

「祖母もお兄さんたちのお母様に会いたいようでしたし、一度ご家族で来てほしいですね」

「なるほど、そういうことか」

　春はる太たの母──育ての母は、透とう子この母の姉にあたる。

　透とう子この祖母から見れば〝嫁よめの姉〟で、関係は悪くなかったらしい。

「まあ、受験が終わってからだな。そもそも寒いから俺と雪ふ季ゆはこの時期には行けないな」

「本当に寒さに弱いんですね……住んでみれば意外と慣れるものですよ？」

「むしろ、透とう子こがこっちに慣れるのが優先だろ。まだ数日だけど、どうだ？」

「人もお店も多いし、田舎いなかよりずっとにぎやかで……先に来ておいてよかったですね」

「メンタル重要だもんな。ただでさえ、高校受験なんて上がっちまうのに、全然別の環かん境きように放り込まれたら致ち命めい的てきだよなあ」

「致ち命めい的てきというほどでは……いえ、お兄さんと雪ふ季ゆさんがいますし、すぐに慣れると思います」

　そこまで言って、透とう子こははっとした顔になる。

「あっ、お兄さんは期末テストがもうすぐなのに。大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

「今回のテストは捨てて──いや、俺は普ふ段だんから一応勉強してるからな。特に試験対策しなくても、そこそこの成績は取れる」

「最初に不ふ穏おんな発言が聞こえたような……でも、お兄さんにはお世話になりっぱなしですね」

「透とう子こ、雪ふ季ゆに勉強教えてくれてるだろ。兄貴として、礼くらいしないとな」

「い、いえ、一いつ緒しよに勉強してるだけで……正直、人に教えるほど成績よくないです、私」

「雪ふ季ゆよりはずっと上だろ」

　春はる太たも雪ふ季ゆと透とう子こが勉強しているところは毎日見ている。

　実際、透とう子こは学力でいえば、水み流な川がわ女じよ子しより上の学校も受験できるはずだ。

　親しん戚せきが通っていて、雪ゆき風かぜ荘そうからも近いから選んだだけだろう。

「雪ふ季ゆは家で勉強してるだけっていうのが、どうも不安材料だったんだよ。一人だとどうしても張り合いがないしな。学校とか塾じゆくで勉強できる時間ってやっぱ貴重なんだよ」

「雪ふ季ゆさんは、冬期講習には行かないんですね？」

「一いつ緒しよに通える相手がいるなら、行かせたんだけどな。透とう子こが来るのがわかってから申し込んでも間に合わなかったし」

　コミュ障の雪ふ季ゆが今さら塾じゆくで友達をつくるのも難しいだろう。

　一人で塾じゆくに通うより、春はる太たが管理して勉強させるのが効果的だと考えたのだ。

「でも私も同じ学校を受験する友達は一人もいませんでしたから、雪ふ季ゆさんがいてくれて助かってます」

「そりゃいねぇだろうけど、それはそれだな」

　透とう子この存在は、雪ふ季ゆには心強いに違ちがいない。

　イジメ事件のことも完全に吹ふっ切きっているようだし、透とう子この居い候そうろうはプラスに働いている。

「それに、ちょうどよかったんだよ。俺も、透とう子こに話があったしな」

「えっ!?」

　まだ復ふく讐しゆうされると恐おそれているのか、透とう子こが大声で反応する。

　もちろん、春はる太たにはそんなつもりはまったくないが──

「お、お話って……？」

「まあ、まだ時間はある。つーか、街中を歩いてるだけじゃ退たい屈くつだろ？　透とう子こ、どっか行きたいところあるか？」

「うっ……そう言われても、どこになにがあるのか……」

「そりゃそうか。えーと、前に松まつ風かぜにも引っ張り回されたんだよな？　そのときは、どこ行ったんだ？　パンケーキの店とかか？」

「ズバリ当たってます……松まつ風かぜ先せん輩ぱい、パンケーキ好きは秘密にしてたみたいですけど」

　驚おどろかれるほどのことでもなく、春はる太たにはなんでもないことだ。

「ガキの頃ころからの付き合いだからな。あいつ、あれで甘い物好きなんだよ。最近はパンケーキがトレンドだとかぬかしてた。スイーツの店でもいいか。知り合いのカフェがあるが……いや、やめとこう」

「…………？」

　透とう子こは不思議そうな顔をしているが、春はる太たは説明するつもりはなかった。

　知り合いのカフェには知り合いがいるわけで、そこに女の子連づれで行くのは気が引ける。

「透とう子こが好きなものってなんだ？」

「ストレートに訊ききますね。好きなもの……勉強と部活以外はずっと旅館のお手伝いばかりしてたので、なかなか……」

　透とう子こは本気で悩なやんでいるらしい。

　自分がなにが好きなのかすらわからない、というのは少しばかり気の毒だ。

　透とう子こは温泉旅館の仕事は望んでやっているようだが、他に楽しみがあっても──

「あ」

「なんです？」

「一つ思い出した、透とう子この参考にもなりそうなトコがある」

「参考……？」

「ああ、ちょっと行ってみよう」

　春はる太たは、ポンと透とう子この背中を叩たたいて歩き出す。

　せっかく透とう子こを連れ出したのだから、彼女も楽しませてやりたい。

　雪ふ季ゆだけでなく、春はる太たももう過去は水に流したのだから。







「お、お待たせしました……」

「おっ」

　脱だつ衣い場じようのほうから歩いてきた霜しも月つき透とう子こは──

　適度に盛り上がった胸の谷間もあらわな黒のビキニ姿だった。

　雪ふ季ゆほどではないが、透とう子こも長身で手足が長く、モデル体型だ。

　シュシュではなく、ピンクのリボンで長い黒くろ髪かみをポニーテールにしている。

「えらくキメてきたな、透とう子こ」

「レ、レンタル水着の窓口のお姉さんにオススメされたんです！　す、凄すごい乗り気でちょっと怖こわかったです……」

「なるほど、着きせ替かえ人形にされたか」

　こんな美少女が水着を借りにきたら、お姉さんもやる気満々になるだろう。

　胸のサイズも雪ふ季ゆほどではないが、中学生にしては充じゆう分ぶんに大きい。

　二つのふくらみの谷間が、これでもかというほど強調されている。

「な、なんかジロジロ見られているような……温泉では不ぶ躾しつけな視線はマナー違い反はんじゃないでしょうか」

「しゃーない。温泉というよりプールに近いからな、ここは」

「確かに……そうみたいですね」

　透とう子こは、こくりと頷うなずく。

　二人が訪おとずれたのは、いわゆるスーパー銭湯だ。

　春はる太たもこの手の施し設せつに来たのは初めてだったりする。

　以前、晶あき穂ほが行ってみたいと言っていたことを思い出したのだ。

　晶あき穂ほに電話して場所を訊きいたのだが、あのロック少女は「そんな話したっけ？」とすっかり忘れていた。

　記き憶おくを探さぐらせて、なんとか場所は聞き出したが。

「思ってたより豪ごう華かだな。もっとショボいかと思ってた」

「綺き麗れいですし、いろいろ設備があるんですね」

　春はる太たが感心し、透とう子こもこくこくと頷うなずく。

　水着混浴だけでなく、普ふ通つうの風ふ呂ろやサウナもいくつもあり、ちょっとした遊園地のようだ。

　いや、水着で広い施し設せつ内を歩き回れるのだから、レジャープールの温水版と言っていいかもしれない。

　その分、入場料も割高だったが、遠方から来ている透とう子こを楽しませるためならケチケチするべきではないだろう。

「で、まずはやっぱここだよな」

「凄すごいですね……」

　目の前にある風ふ呂ろは──屋内だが、ぱっと見は豪ごう華かな岩いわ風ぶ呂ろに見える。

　巨きよ大だいな岩場のふもとに、二〇人くらいが入れそうな広い風ふ呂ろがある。

「この岩、つくりものなんだろうがリアルだな。普ふ通つうに露ろ天てん風ぶ呂ろに見えるな」

「と、とりあえず入ってみましょうか」

　春はる太たと透とう子こは、ゆっくりと風ふ呂ろに浸つかっていく。

「あれ、けっこうぬるいですね」

「そりゃ、基本カップルで入るんだから。あまり熱いと長湯できないだろ？」

「カ、カップル……！」

　ぼっ、と透とう子この顔が真っ赤になる。

「いや、周りがカップルだらけって話だよ。透とう子こはお兄さん呼びだし、兄きよう妹だいに見えるんじゃないか？」

「……表向きはイトコですしね」

「雪ふ季ゆが妹である以上、周りを騙だまし通とおすしかない」

　春はる太たは思わず苦く笑しようしてしまう。

　少なくとも今はまだ、世間的に桜さく羽らば春はる太たと冬とう野の雪ふ季ゆは兄きよう妹だいだ。

　春はる太たは雪ふ季ゆに〝カノジョになりたい〟と言われてから、むしろ妹として見る意識が強くなったかもしれない。

　それは、〝妹〟を失いたくないという現状への固こ執しつのせいか──

「お兄さん？　どうかしましたか？」

「あ、なんでもない」

　今、スーパー銭湯で考え込むようなことではない。

「せっかく高い入場料払はらったんだから楽しもう。うん、いい湯じゃないか」

「ウチのほうがいいお湯ですよ」

「そりゃ、プロの温泉旅館と比べたらな……」

「プロというわけでは。いえ、そうげつは本物の温泉で効能も高いですよ。お兄さんもウチの温泉に浸つかったあとは体調がよかったでしょう？」

「いや、一回や二回入ったくらいじゃ……」

「よかったですよね？（圧）」

「……おまえ、雪ふ季ゆと血けつ縁えんあるよな……」

「え？　お兄さんもご存じのとおりですが」

　透とう子こには自覚がないらしい。

　以前、雪ふ季ゆが透とう子こに圧力を加えたときと表情といい声こわ色いろといいそっくりだった。

「しかし、この前は裸はだかの付き合いだったのに今日は水着とか、むしろ退化してるよな」

「た、退化？」

「まあ、水着ならじーっと見ても許されるというくらいか」

「この前もかなりじーっと見られた記き憶おくがあるのですが……」

「あ、そうだ。それだった。思い出した」

　春はる太たは、はっとして湯に浸つかったまま透とう子こに向き直る。

「な、なんですか？　こ、ここでこの前の続きはちょっと……ふ、雪ふ季ゆさんがお留守の間にお家うちのお風ふ呂ろを使いますか？」

「そうだな、ウチの風ふ呂ろは狭せまいが、逆にそのほうが密着──じゃねぇよ！」

「ええっ!?」

「というかおまえ、本当に初登場時とキャラ違ちがうよな……」

「初登場時って。わ、私は別に変わっていません。言い訳するようですけど、お兄さんと初めて会ったあのときがどうかしてたというか……」

「それはもうわかってる。そうだな、誰だれでもどうかするときはある──これこそ、言い訳みたいだが」

「言い訳？　お兄さんは言い訳する必要なんかないですよね？」

　くいっ、と透とう子こがわずかに首を傾かしげる。

　大人っぽい彼女だが、こんな無む邪じや気きな仕草をすると十五歳の少女らしく見える。

「いや、この前の温泉のことだよ」

「……私のほうからお誘さそいしたんですよ。それに、あのときもお兄さんは謝っていました」

「それはそうなんだが……」

　旅館そうげつの温泉で、春はる太たは透とう子こに背中を流してもらって。

　その上、全ぜん裸らの彼女とちょっとしたお楽しみまでやらかしてしまった。

「あらためて謝らせてくれ。調子に乗って悪かった」

　春はる太たは、ぺこりと頭を下げる。

　さすがに人目もあるところなので、軽く頭を下げただけだが、顔は真しん剣けんだ。

「こんなとこで謝るのもなんだが、せっかく二人なんだしな」

「ふ、二人きりだから別のお話のほうがよかったですけど……」

「え？　別のお話ってなんだ？」

「い、いえ。本当に私は気にしていませんから。というより、あの状じよう況きようでなにもなかったら、今度こそ私の自信が砕くだけ散ちっていました」

「自信って……ああ」

　春はる太たは、松まつ風かぜから聞いた話を思い出す。

　透とう子こは旅館の看かん板ばん娘むすめなだけでなく、学校でも人気の美少女だったが──

　そこに現れた雪ふ季ゆが、校内で透とう子このポジションを奪うばい去さってしまった。

　自信をなくした透とう子この歪ゆがんだ心が、雪ふ季ゆへのイジメという形となって表れたのだ。

　密ひそかに美び貌ぼうに自信のある透とう子こが、春はる太たに誘さそいをかけて何事もなかったら逆に──

　春はる太たと雪ふ季ゆは兄きよう妹だい揃そろって、透とう子この自信を打うち砕くだくところだったらしい。

「あ、いや、それはあくまで透とう子この問題だ。俺が調子に乗ってたのは事実だ。だから──」

「待ってください、お兄さん」

　透とう子こは、すすっと春はる太たの前に回って身体からだを寄せてくる。

　春はる太たを透とう子こが見上げる形になり、黒いビキニのブラの谷間がよく見えてしまう。

「まるで、本命が決まったから他の女関係を整理しているみたいです」

「…………身も蓋ふたもない言い方だな」

　だが、言い得て妙みようかもしれない。

　雪ふ季ゆと晶あき穂ほとの関係だけで、春はる太たはもう手て一いつ杯ぱいだ。

　それどころか、どちらか一人だけでも手に負えないかもしれない。

「この状じよう況きようじゃ、俺は透とう子こにはなにもしてやれない。勉強の手伝いはするし、勉強に集中できるようにサポートはするが、それが限界だ」

「……こうして遊びに連れてきてもらえてますし、私には充じゆう分ぶんすぎますよ」

　そうだろうか、と春はる太たは思う。

　ただでさえ生活力に欠ける春はる太たが、年とし頃ごろの少女の面めん倒どうなど見られるはずがない。

　せめて透とう子このメンタルを安定させることができればいいが──

　自惚うぬぼれでなければ、春はる太たの存在は透とう子この心を逆にかき乱しかねない。

「それに、私は──勝ち目がないとは思ってないんです、お兄さん」

　透とう子こは唇くちびるがくっつきそうなほど顔を近づけてきて──にっこりと微笑ほほえんだ。

　雪ふ季ゆに似ているが、やはり違ちがっていて。

　それでも、霜しも月つき透とう子こは並外れた美少女だった。

「……おまえ、どこまで気づいてるんだ？」

「私、雪ふ季ゆさんと同じ部屋で寝ね泊とまりしてるんですよ？　毎日、いろんな話をしています」

「…………仲良くなってなによりだ。そこはマジで嬉うれしい」

　もうこれで、イジメのことを思い出すのはやめにしよう──春はる太たは思った。

　雪ふ季ゆと透とう子こは従い姉と妹こ同士で、今は友人ですらある。

　だが、そんな霜しも月つき透とう子こだからこそ、彼女の気持ちを弄もてあそぶようなマネはできない。

　たぶん、透とう子こには雪ふ季ゆへの申し訳なさと、その雪ふ季ゆのために目の前に立ちはだかった春はる太たへの恐おそれがある。

　恋れん愛あい感情とはまるで異なる気持ちだろうが──透とう子こはなぜか勘かん違ちがいしてしまったのではないだろうか。

　誰だれかを怖こわいと思うことは、強い興味を持つということでもある。

　だから──

「面めん倒どうなこと考えてますよ、お兄さん」

「うおっ……」

　透とう子こは右の人差し指を春はる太たの唇くちびるに押しつけてきた。

「今日はその、デート──私の接待なんですよね……？　もうちょっと楽しませてください」

「……そうだった」

　つい、二人きりになれるチャンスだからと言いたいことを言ってしまった。

「あ、あれです」

「ん？　なんだ？」

　不意に透とう子こが風ふ呂ろから身を乗り出して、壁かべのほうを指差した。

　そこには施し設せつ内の案内パネルが貼はられている。

「あれに行ってみたいです」

「まあ、どこでも付き合うよ」







　岩いわ風ぶ呂ろを出て、二人が向かったのは──

「うお……なんか、狭せまいけどこれはこれでアリ……なのか？」

「へ、変な雰ふん囲い気きがありますね」

　春はる太たと透とう子こが入ったのは〝個室〟の風ふ呂ろだった。

　部屋は狭せまく、学校の教室の半分もないくらいだろう。

　湯船は円形で、その周りはまるでジャングルのような植物が生おい茂しげっている。

「この植物って、本物かな？」

「どうでしょう……メンテナンスを考えると、人工物かもしれません。自然を活いかしたお風ふ呂ろって、維い持じがかなり大変なんです」

「さすが、プロだな」

　春はる太たは軽く笑い、透とう子こも苦く笑しようする。

　個室は受付で空き状じよう況きようを確かく認にんし、空いていれば特に追加料金も不要で使用可能だった。

「そういえば、さっき受付で注意書きを見せられたよな？」

「え？　ああ、はい」

「〝公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する行こう為いの禁止〟ってあったよな。あれって──」

「そ、それは……カ、カップルが使うことも多いでしょうし、その……え、えっちなことは禁止ってことだと……」

「……そうげつでもそういう禁止行こう為いあるのか？」

「あ、ありますよ……わっ」

　透とう子こが湯船の縁ふちに座ったかと思うと、妙みような声を上げた。

「なんだ、どうかしたのか？」

「す、すみません。木の枝みたいなのが水着のヒモに引っかかって……あ、取れました」

「そりゃよかった。えっと、なんの話だったっけ？」

「そうげつにもルールはあるというお話です。ちょ、ちょっとイチャつくくらいなら別に……お客様を監かん視しするわけにもいきませんから、基本的にはお客様の良識にお任せしていますが」

「ああ、当然か。防犯カメラをつけるわけにもいかないからな」

　このスーパー銭湯のように水着着用ならともかく、全ぜん裸らで入る温泉をカメラで監かん視しするのは無理だろう。

「俺たちも良識を守らないとな。注意書きを見るまでもなく、守るが」

「も、もちろんです。雪ふ季ゆさんからも釘くぎを刺さされましたし」

「え？　雪ふ季ゆが？」

「あ」

　しまった、口を滑すべらせた──と透とう子こが焦あせった顔になる。

「い、いえ。別にたいしたことは言われていません。ただ、『少しくらいお兄ちゃんに甘えてもいいですよ』って言ってました」

「なるほど」

　すべてを理解して、春はる太たは頷うなずく。

　つまり、少しならいいが甘えすぎるなよ、と雪ふ季ゆは釘くぎを刺さしているわけだ。

「雪ふ季ゆさん、心配しすぎですね。さすがに、今はまだ私も誘ゆう惑わくしたりとか──あんっ♡」

「んん!?　な、なんだ、今の声は？」

「す、すみません！」

　透とう子こはまだもじもじしていて、しかもなにを思ったか胸のあたりを揉もむようにしていじっている。

「さ、さっき引っかけたから、水着のブラがズレたみたいで……最初から少しキツかったんですけど。おかしいですね、ちゃんとサイズを言ったのに。お兄さんを待たせられないので試着はしなかったんですが」

「それくらい待ったのに。もしかして透とう子こ、胸のサイズが変わったんじゃないか？」

「そ、そんな……もう充じゆう分ぶん大きくなったのに」

　透とう子こは困ったような顔で、ぐいぐいとブラを引っ張ったりして胸を押し込もうとしている。

　自分で胸を揉もんでいるようにも見えて、春はる太たには大変に目の毒だ。

「そ、そういや、雪ふ季ゆも中二から中三になった頃ころは、しょっちゅうブラを買かい替かえてたなあ」

「雪ふ季ゆさん、ブラジャーの買かい替かえをお兄さんに報告するんですね……」

「たまにな……」

　報告どころか、雪ふ季ゆは新しく買ったブラを着けて、見せびらかしに来ていた。

　場合によっては、春はる太たが着けてやることすらあった。

「ま、まあ、透とう子こも成長期だからしょうがないだろ。新しい水着、借りに行くか？」

「いえ、なんとか収まりそう──きゃっ！」

「…………っ！」

　ばるるんっ、と春はる太たは擬ぎ音おんが聞こえたような気がした。

　黒い水着のブラが弾はじけるように外れ、中三女子にしては立派な胸のふくらみが揺ゆれながらあらわになる。

「わっ、わわわっ……！」

「と、透とう子こ……!?」

　一いつ瞬しゆん、胸の頂点の桃もも色いろまであらわになったかと思えば。

　透とう子こは、飛びつくようにして春はる太たにぎゅっと抱だきついた。

「な、なにしてるんだ？」

「い、いえ……こ、こうしてしまえば見えないかと思って……お、お見せしたほうがいいですか？」

「どっちも困るな……」

　ぎゅううっと透とう子こは春はる太たの胴どうを締しめ上あげる勢いで抱だきついている。

　旅館そうげつの温泉で聞いた限りは、透とう子この胸のサイズはＣカップだが……実はもっと大きいのかもしれない。

　春はる太たの胸に押しつけられた透とう子この二つのふくらみが潰つぶれているのがエロすぎる。

「こ、これが雪ふ季ゆさんにバレたら……タダでは済みませんね」

「透とう子ことの秘密がまた増えたな……」

　春はる太たは、透とう子この肩かたに手を置いて軽く抱だき寄せる。

「わっ……お、お兄さん……」

「見えちゃったら困るからな。つーか、身体からだくっつけたままブラを付け直せるか？」

　弾はじけて外れた黒のブラは、お湯に浮ういている。

　どうも、ホックが壊こわれてしまっているようだ。

「あの水着はあきらめて、係員さんを呼んだほうがいいですね……こういうときは、素す直なおにお客として甘えるのが正解です」

「今度、そうげつに泊とまったら透とう子こに甘えていいのか」

　春はる太たは笑いながら、軽口を叩たたく。

「も、もちろん、お兄さんでしたら……いくらでも甘えてくださっていいです」

「じょ、冗じよう談だんだよ」

　透とう子こが驚おどろくほど真面目に応えたので、春はる太たは怯ひるんでしまう。

　とりあえず、春はる太たが一人で個室を出て女性の係員を呼んでこなければならない。

　ただ──

「あったかいですね。す、少しだけ……あったまってからでもいいですか？」

「……そうだな」

　確かに、風ふ呂ろに浸つからずに話していたせいで、身体からだが冷えてしまっている。

　だが、透とう子この身体からだを離はなしたらいろいろ見えてしまう。

　いや、ずっと抱だきしめたままというわけにもいかないが──

　少しだけあたたまってから、というのも悪い選せん択たくではないだろう。

　春はる太たはどうも、自分の節操のなさに慣れてしまっていることに気づいた。

「あの、お兄さん。水着を替かえたら、もう少し遊んでもいいですか？」

「透とう子この水着を二種類も見られるとか、ラッキーだな」

「も、もう……」

　透とう子こは顔を真っ赤にして、睨にらんでくる。

　そんな表情をすると、初対面のときの彼女を少しだけ思い出す。

　ちょっとキツい性格を覗のぞかせる透とう子こも、これはこれで可か愛わいい。

「まだ岩いわ風ぶ呂ろと個室だけだもんな。もうちょっと楽しまないと」

「は、はい」

　透とう子こにとっては、受験前の貴重な気晴らしの機会なのだ。

　余計なことを言って、透とう子こを逆に鬱うつ屈くつさせては元も子もない。

「温泉はもう充じゆう分ぶんかな。サウナも男女で使えるところがあるみたいだ。行ってみるか？」

「はい、そうげつにはサウナはないんですが、前々から導入してみようというアイデアはあるんですよ。長い伝統の旅館には、新しいものを採り入れるのって難しいんです」

「透とう子この代になれば変わるだろ？」

「そうなるといいですね。ウチ、現場の仕事は問題ないんですが経営面がちょっと弱いので、頭がよくて時には大だい胆たんになれるような人材がほしいんです」

　透とう子こは、じーっと意味ありげな視線を向けてくる。

　どうやら春はる太たは、高校一年生にして就職先をゲットしてしまったらしい。











第４話　妹は元カノ？　の存在を知らない






「さあ、先せん輩ぱい。キリキリ吐はいてもらうっすよ」

「そうだね、いくら先せん輩ぱいといえども場合によっては生かして帰さへん」

「……冷れい泉ぜん、氷ひ川かわ、おまえらな」

　春はる太たの目の前に、後こう輩はい女子二人がぐいぐいと迫せまってくる。

　ここは桜さく羽らば家け、春はる太たの自室だ。

　氷ひ川かわと冷れい泉ぜんが、久しぶりに二人揃そろって桜さく羽らば家けに来たと思ったら──

　春はる太たはどうしたものかと悩なやみつつ、二人の後こう輩はいを眺ながめる。

　二人の剣けん幕まくから見て、簡単には逃にがしてくれそうにない。

「氷ひ川かわ、冷れい泉ぜん、おまえら勉強しにきたんだろ？　俺も今、期末試験の真っ最中なんだが？」

　そう、春はる太たは今日は期末試験の一日目を終えて帰宅したところだ。

　中学は既すでに期末試験は終わっているし、そもそも三年生は学校の定期試験よりも受験勉強を優先している。

　どうやら、中学生二人は勉強会という名目で桜さく羽らば家けに集結したらしいが……。

「さっき、霜しも月つき透とう子こちゃんに会ったっすよ。ガチで可か愛わいいじゃないっすか！」

「しかも、ふーたん以下ではあるけどレイ以上のおっぱいやないですか」

「ちょっと、ヒカ！　ヒカはボクより小さいっすよね!?　Ｂカップじゃないっすか！」

「先せん輩ぱいに氷ひ川かわのサイズをバラすなー！」

　こいつら、放っておいていいんじゃないか？

　そうとも思うが、春はる太たの部屋に居い座すわられているので、逃にげにくい。

「おまえら、あまり騒さわぐと下の二人にも聞こえるぞ」

　一階のリビングには雪ふ季ゆと透とう子こがいて、今は氷ひ川かわと冷れい泉ぜんだけ抜ぬけてきたらしい。

「あの二人は集中してるんで、少しくらいうるさくても気づかないっすよ」

「しかもリスニングの勉強中でイヤホンつけてるんで、大だい丈じよ夫うぶです」

「ちっ……」

　氷ひ川かわと冷れい泉ぜんは、頭が回るのが困りものだ。

「とにかく、二人とも落ち着け。まず、その辺に座れ」

「あ、ベッドに寝ね転ころんでいいっすか？　わーい♡」

「氷ひ川かわも男子のベッド、寝ねてみたい！　きゃあ、男くさいやん！」

「おまえら、躊ちゆう躇ちよないな！」

　彼かれ氏しでもない、友達の兄貴のベッドにためらわずダイブする女子中学生二人。

　二人ともうつ伏ぶせに寝ね転ころび、氷ひ川かわは枕まくらの匂においをすーすー嗅かいでいる。

　しかも、冷れい泉ぜんのほうはダイブした弾はずみでスカートがめくれて白いレースのパンツと尻しりが丸見えだ。

　彼女たちの中学は、なぜかスカート内のショートパンツ禁止なのだ。

「あ、レイ。パンツ、パンツ見えてる」

「だから、可か愛わいいのはいてきたんす。選ぶのに一時間もかけたんすよ？」

「ガチだ、前に言ってたとっておきの勝負パンツやん」

「……………………」

　こいつら、俺に聞こえているのわかってて話してる。

　春はる太たは二人の後こう輩はいを暴力で教育してやりたくなってきたが、さすがに女子は殴なぐれない。

「ほら、ヒカもついでに先せん輩ぱいにサービスしたらどうっす？」

「わっ、バカ！　先せん輩ぱいならパンツくらい見せてもいいけど……あかん、それはあかん！　氷ひ川かわは慎つつしみ深ぶかいんや！」

「ケチケチしないっす。うわっ、ヒカってばエロいパンツはいてる！」

「ぎゃー、ガチでめくんなや！」

　がばっ、と思いのほかに容よう赦しやなく冷れい泉ぜんが氷ひ川かわのスカートをめくった。

　確かに、黒いレースの妙みように小さいパンツをはいていて、小ぶりな尻しりがかなり見えていた。

「せ、先せん輩ぱい！　見ましたか!?」

「あんな派手にめくられて、見えないわけないだろ……」

「そこは噓うそでもいいから見てないって言って！　ああ、もうお嫁よめに行かれへん……」

「その理り屈くつで言ったら、ボクも先せん輩ぱいに嫁よめ入いりするしかなくなるっすね」

「いや、それは微び妙みようにおかしい」

　春はる太たはそろそろ、ツッコむのも疲つかれてきた。

「いいからおまえら、せめて起きろ！　男のベッドでくつろぐな！」

「男ぉ？　先せん輩ぱいは、ボクらを女子として見てないくせにぃ？」

「氷ひ川かわも、そこは先せん輩ぱいに文句言いたい。氷ひ川かわたちは、先せん輩ぱいの妹じゃないんですよ！」

「おまえら、俺に話をしにきたんだろ。ベッドでゴロゴロしててどうすんだよ」

「あ、そうだったっす。ヒカ、起きた起きた」

「ちぇ、男子のベッドに寝ね転ころぶなんて、初めてなのに」

「……おまえらなら、たいていの男子は寝ね転ころばせてくれるだろ」

　氷ひ川かわと冷れい泉ぜんは、雪ふ季ゆほどではないが校内では圧あつ倒とう的てきな人気の美少女だ。

　小麦色の肌はだにショートカットで健康的な氷ひ川かわ、ボブカットに眼鏡で文学少女的な冷れい泉ぜんと、対照的なのもインパクトが強い。

「それで、俺になにを吐はけって？」

「やっと本題に戻もどったやん。そうそう、先せん輩ぱい、霜しも月つき透とう子こさんとデートしてきたんですよね？」

「デートって。透とう子こには雪ふ季ゆが世話になってるし、せっかく遠くから出てきたんだし、ちょっとそこらを案内しただけだよ」

「男女混浴のスパ銭で可か愛わいい女子とお風ふ呂ろに浸つかるのは楽しかったっすか？」

「…………っ！」

　春はる太たは、じっとりした目を向けてくる冷れい泉ぜんの言葉にぎょっとする。

「おいおい、なんで行き先まで知ってんだよ？」

「ふーたんが霜しも月つき透とう子こさんから聞き出して、氷ひ川かわたちに教えてくれたんですよ。女子中学生は隠かくし事ごとができる生き物やないんや」

「筒つつ抜ぬけかよ」

　いや、春はる太たは氷ひ川かわとも冷れい泉ぜんとも付き合っているわけではないので、バレてもかまわない。

　ただ、特に冷れい泉ぜんの目に殺意が籠こもっていて恐おそろしいのが困る。

「ボクらに黙だまって、新たな女子を居い候そうろうさせてるだけでも許すまじなのに……」

「いや、冷れい泉ぜんたちの許可はいらねぇだろ」

「しかも、合法的に中学生の水着姿を見られる施し設せつに連れ込むなんて！　先せん輩ぱいの手て際ぎわのよさが、恐おそろしいっす！」

「いやいや、プールみたいなもんだろ！　怪あやしい場所に連れ込んだみたいに言うな！」

　そうは言っても、透とう子ことのお出かけが一分の隙すきもなく健全だったかというと──

　春はる太たは後ろめたさを押おし隠かくすので必死だった。

「……あの、お三方。恐きよう縮しゆくですけど、もう少し静かにしてください。雪ふ季ゆさんの集中が切れてしまうので」

「わっ」

　春はる太たは思わず声を上げる。突とつ然ぜんドアが開いて、透とう子この顔が覗のぞいていた。

　キンキン響ひびく女子二人の声は、イヤホンを貫かん通つうしてしまったらしい。

「わ、悪かったな、透とう子こ。雪ふ季ゆにも謝っといてくれ」

「雪ふ季ゆさんは聞こえてないみたいですけど……あまり騒さわぐと聞こえてしまいますよ。冷れい泉ぜんさん、氷ひ川かわさん、お二人もお願いします」

「あ、ああ、わかったっす。ごめんなさい、霜しも月つきさん」

「気をつけます、先せん輩ぱいにもキツく言っておきます」

　冷れい泉ぜんと氷ひ川かわが意外にも素す直なおに謝って、小さく頭を下げた。

「それと……お兄さんは、私が温泉好きなのでスパ銭に連れて行ってくれただけで。下心なんかはありませんでした。優やさしいお兄さんです……」

「下心なしで霜しも月つきさんみたいな美少女を銭湯に連れて行くなんてこと、あるっすかねえ……」

「それはそれで問題だね、レイには。妹以外の女子中学生に興味がないのは困るんじゃ？」

「いらんこと言わないっすよ、ヒカ！　って、ごめんっす……！」

　また大声を出してしまったので、冷れい泉ぜんが慌あわてて自分の口を手で塞ふさぐ。

「いえ、こちらこそ口うるさくてごめんなさい。私たち、勉強進めておきますので」

「う、うん。氷ひ川かわたちもすぐ下に戻もどるから」

「はい、お待ちしてます」

　ぺこり、と丁てい寧ねいに頭を下げて透とう子こはドアを閉じた。

「……なんか、すげーお嬢じよう様さま感あるっすね、あのポニテさん」

「透とう子こは老舗しにせ旅館の跡あと取とりだからな。小さい頃ころから礼れい儀ぎ作法は叩たたき込こまれてんだろ」

「なるほど、育ちが違ちがうと。氷ひ川かわなんてしがないカフェの娘むすめですしね」

「ボクも一いつ般ぱん家庭の娘むすめさんっすからね」

「なんで普ふ通つうの家に生まれ育ったのに、こんなんになったんだろうな、こいつらは」




「なんっすかー？（圧）」

「なんですのー？（圧）」




「その笑え顔がおで圧力かけるの、中学で流は行やってんのか？」

　どいつもこいつも顔だけは抜ばつ群ぐんにいいせいか、かなり怖こわい。

　春はる太たは屈くつ強きような体育会系には怯ひるまないが、華きや奢しやな女子中学生のほうに危険を感じる。

「まあ、霜しも月つきさんの件は一度棚たな上あげにしてもいいっすよ」

「問題は──ふーたんのことやね。氷ひ川かわは先せん輩ぱいのデートは割とどうでもよくて、レイに付き合っただけですし」

「その割にはノリノリだったじゃねえか。いや、雪ふ季ゆがどうかしたのか？　詳くわしく言え」

「先せん輩ぱい、ふーたんの話題になると身を乗り出してくるやん」

「俺はシスコンだ」

「とうとう、自分から言うようになったっすね。いえ、いいんすけどね……」

　呆あきれられることくらい、春はる太たには虫に刺さされたほどにも感じない。

「えーとですね。フーって、ここんとこちょっと変じゃないっすか？」

「まあ、前から常じよう軌きを逸いつしてるところはあったけど」

「兄貴の前で妹をディスんなよ、氷ひ川かわ」

「今のディスになるんですか？　氷ひ川かわはふーたんの普ふ通つうじゃないところが好きなんですけど」

「それなら許そう。で、話の続きは？」

　春はる太たは、後こう輩はいたちを促うながす。

「フーが勉強に集中してたのは旅行に行く前からっすけど、帰ってから余計に……なにがなんでも受かってやるぜって鬼き気き迫せまる執しゆう念ねんを感じるんすよねえ」

「……雪ふ季ゆは単たん願がんだからな。それくらいじゃないと困る」

「むしろ、氷ひ川かわたちが先せん輩ぱいに訊ききたいんですよね。ふーたん、なにかあったんですか？」

「…………もし、雪ふ季ゆになにかあるとしても、俺の口からは言えないだろ。おまえらに言えることなら、雪ふ季ゆが自分から言うよ。人を通さなきゃ大事なことも言えない関係じゃないだろ、おまえら三人は」

「な、なるほど……それもそうっす！」

「こらこら、レイ。先せん輩ぱい、丸め込みにきてるから！　隠かくし事ごとあるの確定だし、氷ひ川かわたちに話さずに上う手まく逃にげようとしてるから！」

「あのー、ひーちゃん……」

「わっ！　ふ、ふーたん？」

　今度は、雪ふ季ゆが春はる太たの部屋のドアを薄うすく開けて、覗のぞき込こんでいた。

　困ったような、すがるような目をしている。

「私、問題集でわからないところがあって……透とう子こちゃんに教えてもらったんですけど、まだわからなくて……」

「わ、わかった！　氷ひ川かわにすべて任せて！」

　氷ひ川かわは慌あわてて部屋を出て、雪ふ季ゆと一いつ緒しよに一階へ下りていった。

「……冷れい泉ぜんも合流したらどうだ？」

「先せん輩ぱい、フーに頼たよってもらえなくて寂さびしいんじゃないっすか？」

「うるさいな。単純な学力なら氷ひ川かわのほうが上なんだよ。俺はプライドより、雪ふ季ゆの勉強が進むほうを選ぶ」

「ボクは、ヒカより先せん輩ぱいに教えてもらいたいっす。手取り足取り♡」

「もう前まえ払ばらいは済んだだろ」

「ローンの返済は早めに済ませたほうが、利子も安くつきますよ？」

「なんで前まえ払ばらいからローンに話が変わってるんだよ！」

　冷れい泉ぜんが受験に合格したら、えっちする。

　そんな冗じよう談だんのような約束が、なかば強ごう引いんに結ばれてしまった。

　まだ冷れい泉ぜんが本気なのか、春はる太たは疑っている部分も多々あるのだが。

「しかし、氷ひ川かわには世話かけてるな。あいつにも礼をしないと……」

「お礼と称しようしてえっちなマネをする気っすか？」

「おまえは俺をなんだと……そこまでいったら俺、完全にクズじゃねぇか」

　氷ひ川かわは、春はる太たの親友の松まつ風かぜのことが好きだ。

　たとえ氷ひ川かわが気の迷いで迫せまってきても、さすがに手は出せない。

　いや、他の誰だれだろうとカノジョがいる身で手を出してはいけないのだが。

「ああ、でもヒカにお礼をしたいなら、ちょっと相談に乗ってやるのもいいかもっす」

「なんだ、氷ひ川かわは悩なやみでも──あるに決まってるか」

　氷ひ川かわは、悠ゆう凜りん館かんより上の高校にも行けるのに、松まつ風かぜ目当てで進学先を決めている。

　それほど思おもい詰つめている相手がいて、上う手まく行ってないのだから──悩なやむのも当然だろう。

「でも、ヒカって意外と自分のこと話さないっすからね。バレバレなくせに」

「そんなもんだろ。そういうことは友達にも身内にも話しづらいんじゃないか」

「そうっすけど、ヒカはけっこう身内には話して──ああ、お姉さんにはいろいろ相談してるみたいっすよ。あの人と一度話すのも──なんつー顔してるんすか、先せん輩ぱい？」

「…………」

　春はる太たは、鏡があれば見てみたいと思った。

　今の自分はどんな顔をしているのだろうと。

　氷ひ川かわには──氷ひ川かわ流る琉るには姉がいる。

　一つ年上、つまり春はる太たと同学年だ。

　そして、春はる太たとは中学ではクラスメイトでもあった。




　しかも、ただそれだけの関係とは言えない──




　たとえ、最愛の妹が勉強で世話になっている氷ひ川かわへの礼のためでも、できれば会いたくない相手だった。







　氷ひ川かわ流る琉るの自宅は、桜さく羽らば家けからそう遠くない。

　春はる太たたちと中学の学区が同じなのだから当然だ。

　春はる太たは、冷れい泉ぜんからの話を聞いた翌日。

　学校帰りに、さっそく氷ひ川かわ家けを訪ねることにした。

　期末試験はまだ終わっていないが、先延ばしにしないためだ。

　いろいろなことを先延ばしにしている身としては、これ以上問題を増やしたくなかった。

　ちなみに、アポは取っていない。

　氷ひ川かわが家にいなかったら帰ろう。

　そんな後ろ向きな気持ちがないと言ったら噓うそになる。

「実は私も、ひーちゃんの家、数えるほどしか行ったことないんですよね」

「……雪ふ季ゆ、無理してついて来なくてよかったんだぞ？」

　春はる太たの隣となりを歩いているのは、白いコート姿の雪ふ季ゆだ。

　首元にマフラーをきっちり巻き、モコモコした手て袋ぶくろも着用した寒冷地仕様になっている。

　それでもコートの下は生足ミニスカートなあたり、この世でもっとも苦手な寒さよりオシャレのほうが優先されるらしい。

　春はる太たは学校から帰る途と中ちゆうで雪ふ季ゆと合流し、一いつ緒しよに氷ひ川かわ家けに向かっているところだ。

「れーちゃんが、一いつ緒しよに行ってあげてって言ってたんですよ」

「……余計なことを」

「え？」

「いや、なんでもない」

　冷れい泉ぜんのヤツ、俺がちゃんと氷ひ川かわ家けを訪ねるか雪ふ季ゆに監かん視しさせようとしてるな──

　春はる太たは後こう輩はいの抜ぬけ目めのなさに感心する。

「私も、たまには気分転てん換かんしたいですから。ご近所にお出かけくらいいいでしょう」

「割とおまえ、頻ひん繁ぱんに気分転てん換かんしてるような……」

　いや、雪ふ季ゆの勉強は予定通りに進んでいるので兄としても文句はつけづらい。

　昨日も氷ひ川かわや冷れい泉ぜん、透とう子こと四人で遅おそくまで勉強していた。

　夜遅おそくなったので、氷ひ川かわと冷れい泉ぜんを帰宅した父が車で送っていったほどだ。

　これだけ頑がん張ばっていれば、少しくらいの気分転てん換かんは許してやりたくなる。

「むしろ、お兄ちゃんはいいんですか？　明日もまだ試験ですよね？」

「俺は前から一いち夜や漬づけはしてないだろ。今日の試験もちゃんとできたぞ」

　強がりではなく、これまでの定期テストと大差ない手応えがあった。

　一応、授業は聞いていたし、春はる太たは元から勉強はできるほうなのだ。

「やっぱり凄すごいですね、私のお兄ちゃんは♡」

「…………」

「？　なんですか、お兄ちゃん？」

「いや……」

　妹でなくカノジョになりたい、という割に雪ふ季ゆの態度はまるで変わらない。

　呼こ称しようも〝春はる太たくん・さん〟でなく、まったく変わりなく〝お兄ちゃん〟だ。

　以前からの呼び方を継けい続ぞくしてくれるのは嬉うれしいのだが、雪ふ季ゆの真意がはかりかねる。

「俺のテストは全然余よ裕ゆうだ。まだ一年なんだし、赤点取ったってかまわないくらいだ」

「赤点はダメだと思いますけど……お兄ちゃんがテストで失敗するわけないですもんね」

「…………」

　妹からの全ぜん幅ぷくの信しん頼らいが突つき刺ささる……。

　春はる太たは、今夜は完かん徹てつしてでも勉強することに決めた。妹からの信しん頼らいだけは裏切れない。

「まあ、テスト勉強サボってまで行くところじゃないけどな……」

「お兄ちゃん、ひーちゃんの家、行きたくないんですか？」

「いや、なんつーか……あんまり、妹の友達の家なんて訪ねないだろ」

「そうですけど、ひーちゃんじゃなくて、ひーちゃんのお姉さんに会いに行くんですよね？」

「…………」

　それが嫌いやなんだ、とは雪ふ季ゆには言えない。

　雪ふ季ゆは自分の兄と氷ひ川かわの姉が同級生だということは知っている。

　今年の春まで同じ中学の先せん輩ぱいでもあったのだから、当然だ。

　だが、具体的にどういう関係なのかは一ミリも知らないようだ。

「ひーちゃんのお姉さん、私もあまり会ったことないんですよね。同じ中学だったのに」

「学年が違ちがえばそんなもんだろ」

「でも、お兄ちゃん、ひーちゃんれーちゃんとはよく会ってましたよね」

「そりゃ、雪ふ季ゆがしょっちゅう氷ひ川かわと冷れい泉ぜんを引き連れて俺んトコに来てたからだろ」

　自動的に、春はる太たと常につるんでいた松まつ風かぜも雪ふ季ゆたち後こう輩はい女子トリオとよく顔を合わせていた。

　それで、氷ひ川かわが松まつ風かぜを好きになってしまったのかもしれない。

「ある意味、雪ふ季ゆがキューピッドだったのかもな」

「え？　キュートですか？　珍めずらしい褒ほめ方しますね、恥はずかしい♡」

　兄から「可か愛わいい」と言われ慣れている妹は、まんざらでもなさそうだ。

　もっとも、松まつ風かぜと氷ひ川かわがくっついたわけではないので、キューピッドは言いすぎかも。

「っと、あの角を曲がるんだったか」

「はい、そうです。お兄ちゃんは本当に久しぶりなんですよね」

「受験勉強してた頃ころはたまに、松まつ風かぜたちと行ってたけどな。勉強会させてもらってたんだよ」

　春はる太たは妹に頷うなずきながら、中学三年の夏を思い出す。

　夏休み明け、松まつ風かぜも部活を引退し、受験勉強を開始したばかりの頃ころだった。

　氷ひ川かわ家けを訪ねるときは、いつも松まつ風かぜや他の友人たちが一いつ緒しよだった。

　ある日の帰り道、氷ひ川かわの姉が追いかけてきて。

　春はる太たは、夜道で彼女と二人きりになり──

「お兄ちゃん、ここですよ。お店のほうから入りましょう」

「あ、ああ」

　思い出に浸ひたりそうになっていた春はる太たを、雪ふ季ゆが呼よび戻もどした。

「変わってないな。カフェ〝ＲＵＬＵルル〟……」

　そう、氷ひ川かわの家はカフェを経営していて、しかもかなりの老舗しにせらしい。

　氷ひ川かわ姉し妹まいの祖父が関西で始めた店で、この街に引ひっ越こしてからも移転して続けている。

　昔ながらのクラシックな外観のカフェで、大人向けという感じだ。

　次女の〝流る琉る〟の名前が店名になっているのは、彼女が生まれた頃ころにリニューアルオープンして店名を変へん更こうしたからだとか。

「こんにちはー」

　コミュ障だが、勝手知ったる場所なら愛あい想そのいい妹が、元気にドアを開けて入っていく。

　これが知らない店なら、入りやすいチェーンのカフェでも兄を盾たてにするのだが。

「あれー、ふーちゃんやん。ひっさしぶりぃ」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、涼風すずかお姉さん」

「…………うっす」

　兄のほうは極きわめて無愛想に挨あい拶さつする。

「つーか、氷ひ川かわ。なんだその浮うかれた格好は？」

「おお？　でっかい兄貴のほうもいるやん。そっちも久しぶりやなあ」

　迎むかえてくれたのは、一人のウェイトレス。

　金に近い茶ちや髪ぱつのツインテールで。

　黒いワンピースに白のフリフリエプロンドレス、スカート丈たけはロング。

　いわゆるメイド服姿だった。

「ＲＵＬＵはいつからメイドカフェに商売替がえしたんだよ？」

「そんなわけないやん。ウチは本格派コーヒーのお店やで？　オムライスに文字書くサービスとかもやってへんし」

「メイド服着たウェイトレスがいたらメイドカフェじゃないのか？」

「ちゃいまーす♡」

「うわぁ、お姉さん、可か愛わいいですね！」

「ありがと。兄貴と違ちごうて、妹さんは素す直なおやなぁ」
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　メイド──氷ひ川かわ涼風すずかは嫌いや味みたっぷりに言って、ぱちんと春はる太たにウィンクしてくる。

　確かに可か愛わいい──と言わざるをえない顔ではある。

　スタイルもすらりとしていて、メイド服の胸むな元もとも大きくふくらんでいる。

　妹の氷ひ川かわ流る琉るのほうは、黒くろ髪かみショートカットで小麦色の肌はだ。

　姉の氷ひ川かわ涼風すずかのほうは、茶ちや髪ぱつロングのツインテール、白い肌はだと対照的な姉し妹まいだ。

「しっかし、今日も兄妹で仲なか良ええなあ。無愛想なサクラくんも妹さんには相変わらず甘いんやな。ウチら姉し妹まいなんか、一いつ緒しよに買い物にも行かんわ」

「え、そうなんですか？　あ、でもひーちゃんはお姉さんの話、よくしてますよ」

「はは、悪口とちゃうの？　ああ、空すいてるから好きな席、座ってええよ」

　確かに店内は、客が三人しかいなかった。

　といっても、このカフェは二〇人も入れない程度のキャパなのだが。

　春はる太たと雪ふ季ゆはカウンターに並んで座った。

　すぐに涼風すずかが水を運んできて二人の前に置く。

「せっかく、元クラスメイトと妹の友達が来てくれたんやし、おごるわ。なんにする？」

「では、私はホットココアお願いします、お姉さん」

「雪ふ季ゆにはそれとガトーショコラな。俺はカツカレーとミックスサンド、あとホットコーヒーくれ」

「わお、ウチで一番高いメニュー、遠えん慮りよなく頼たのむやん」

「あの、お兄ちゃん？　私は飲み物だけでも……」

「ここのガトーショコラ、好きだって言ってただろ。遠えん慮りよするな」

「遠えん慮りよするな、は私の台詞せりふやけどね。でも、りょうか～い」

　涼風すずかはふざけた調子で言い、カウンターの奥へと引っ込んでいく。

　この店は氷ひ川かわ姉し妹まいの両親が経営している店だが、二人ともキッチンに引っ込んでいて普ふ段だんはあまり顔を見せない。

「あれ？　そういえばお兄ちゃん、お夕飯はいらないんですか？」

「え？　普ふ通つうに食うよ？」

「……お兄ちゃん、１９０センチとかいっちゃいそうです」

　確かに春はる太たは食欲が旺おう盛せいな割に横にふくらむ気配はないが、身長はまだ伸のびそうだ。

「しかし、氷ひ川かわのヤツは相変わらず関西弁なんだな」

「小さい頃ころにこちらに引ひっ越こしてきたので、もうだいぶこっちの言葉とまざったって言ってましたよ。ひーちゃんもちょいちょい語ご尾びに出るくらいですし」

「そうだな……」

　そうだった、と春はる太たは訪問の目的を──氷ひ川かわ妹のことを思い出す。

　氷ひ川かわ姉とは過去の因縁が少しばかりあるが、目的は氷ひ川かわ妹のお悩なやみ解決だ。

　別に、春はる太たに周囲の悩なやみ事を解決して回る義務はないのだが……。

　仮にも教え子の冷れい泉ぜんが親友を気にしているなら、少しは手を貸してやらなければ。

　自分の悩なやみが嫌いやになるほど山積しているのに、こんなことをしていていいのか？

　という疑問はひとまず忘れることにする。

　かつて、夜道で春はる太たに告白してきた氷ひ川かわ涼風すずか。

　今やメイドになった彼女とのトラブルに発展しないことを祈いのるしかなかった。

「……我ながらフラグっぽい」

「なんですか、お兄ちゃん？」







「ガトーショコラ、うまうまですっ!?　こ、こんなに美お味いしかったでしたっけ？」

「常に味をアップデートしとるからね。ウチは老舗しにせやけど、伝統にあぐらをかかんのよ」

　雪ふ季ゆはガトーショコラを一口食べ、目をキラキラさせて感動している。

　春はる太たが勝手に注文したケーキだが、妹は大喜びのようだ。

「ああ、たまに甘い物食べるとたまらないですね……はうぅぅ♡」

「ふーちゃん、あんましケーキ食べへんの？」

　メイド服姿の氷ひ川かわ涼風すずかが、不思議そうに雪ふ季ゆを見つめている。

「食べてもあまり太らないことはわかってるんですが、油断は禁物なので……」

「ストイックやねぇ、ふーちゃん。甘い物を楽しむのは女の子の特権やで♡」

「…………」

　いや、男も楽しんでいいだろ。

　春はる太たはカツカレーを食べながら、密ひそかにツッコミを入れる。

　カウンター越ごしに話している雪ふ季ゆと氷ひ川かわ涼風すずかをぼんやり眺ながめている。

　妹は自分を可か愛わいくすることが生いき甲が斐いで、当然ながら食事にも気を遣つかう。

　雪ふ季ゆのすらりとした細い身体からだは、綿密なカロリー計算の賜たま物ものでもある。

　兄としては、妹が美にかける労力を勉強にもつぎ込んでほしかったが……。

「ところで、兄貴のほうは？　ウチの自じ慢まんのカレーに感想とかないん？」

「ちょっと本格的すぎねぇ？　カツ分厚いし、カレーもじっくり煮に込こんでて味は濃のう厚こうだし……こんな手の込こんだ料理を出してて採算取れてるのか？」

「やー、兄貴のほうは可か愛わいない反応やね。素す直なおに〝美お味いしい、毎日氷ひ川かわのカツカレー食べたいよ〟ってゆうたらええのに」

「毎日カツカレー食ってたら身体からだ壊こわすだろ」

　いくら健康が取とり柄えの春はる太たでも、さすがに危ない。

「そうですよ、私のカレーには及およばなくても美お味いしいですよね？」

「おっ、ケンカか、ふーちゃん？　ウチのカレーと勝負するんか？」

「い、いえ、お兄ちゃんは私の味で育てたので。妹の味にかなうものはないですよね」

　それを言うならお袋ふくろの味ではないだろうか。

　さすがに、まだ雪ふ季ゆの料理より母の料理を食べた回数のほうが多い。

「まあ、家庭の味と勝負する気はないわ。けど、ウチはコーヒーはもちろん、軽食もスイーツも専門店に勝つつもりでやっとるから」

「この店、商売っ気があるのか、ないのかわからねぇな……」

　少なくとも、カフェＲＵＬＵは利益至上主義ではないらしい。

　たまにしか来ない客の春はる太ただが、好ましい話ではある。

「売り上げは悪ないよ。最近は、看かん板ばん娘むすめがメイド服でサービスしとるしね」

「その浮うかれた格好は、逆効果にならないか？」

「メイドが嫌きらいな人なんておらんよ。特に若い男子にバカウケやで」

「なるほど、若い男の人に……これは私も一考の余地が……」

「こらこら、妹が変な影えい響きよう受けてるから！　つーか、バカウケって！」

　関西弁がどうこう以前に、涼風すずかはたまに言葉のチョイスがおかしい。

「ちなみにこのメイド服も、ちゃんと仕立てたヤツやで。専門店にも勝てるし」

「そこは専門店と張り合わなくていいんじゃないか？」

　ＲＵＬＵは、いったいなにを目指しているのか。

「ちなみに、涼風すずかお姉さん。そのメイド服はおいくらほどですか？」

「あー、オーダーメイドで五万くらいしたかなあ」

「ごまっ……!?　わ、我が家の経済力では無理です……！」

　くっ……と、涙なみだをこらえる雪ふ季ゆ。

　期せずして、桜さく羽らば家けの経済状じよう況きようが同級生にバレてしまった。

「商売道具やからお金かけたってだけやで。今は既き製せい品ひんで安くて良ええメイド服もあるやろ」

「本当ですか！　あ、受験に合格して、入学祝いにいただくという手も……？」

「雪ふ季ゆ、入学祝いはもっと良いい物もらっとけ」

　妹の不毛な企たくらみを阻そ止しするのも兄の役割だ。

「そうですか……では、ケーキの残りをいただきます。もぐもぐ……美お味いしっ……」

　雪ふ季ゆは涙なみだ目めで、ガトーショコラを丁てい寧ねいにフォークで切って口に運ぶ。

「ねえねえ、サクラくん。前から思うとったけど、ふーちゃん、食べ方綺き麗れいやねぇ」

「ああ、ウチの母親が躾しつけに厳しいからな」

　なにしろ、春はる太たたちの母は子供にも敬語を使わせる家庭で育ったのだ。

　春はる太たたちにさほど口うるさくはないが、礼れい儀ぎ作法についてはなかなか厳しかった。

　兄としても妹が上品なのは、見ていて癒いやされる。

「ああ……甘いチョコケーキが勉強で疲つかれた脳に染しみ渡わたります……」

　言ってることは、まだまだ子供だが。

「ところで、サクラくん」

「ん？」

「昔のオンナんトコに、なにしに来たん？」

「ぶっ!?」

「お、お兄ちゃん!?　い、いつの間に私の友達を踏ふみ台だいにお姉さんを!?」

「待て待て、雪ふ季ゆも待て！　そうじゃなくて──冷れい泉ぜんに頼たのまれてきたんだろ！」

「あれ、私たち、なにしに来たんでしたっけ？　美お味いしいガトーショコラをいただきに……？」

「違ちがう、違ちがう。そういや、ちゃんと説明してなかったか」

　兄が説明しなくてもついてきてしまう、素す直なおな妹だった。

「素もと子こちゃんなあ、考えすぎやと思うけどな」

「ん？　氷ひ川かわ、俺らがなんの用で来たのかわかってんのか？」

「妹のことやろ？　あの子もなあ、不毛なことはやめぇと思うけど、私からは言えんやん？」

「…………」

　どうやら、涼風すずかは本当に春はる太たの用向きを察しているらしい。

「流る琉る、頭えぇはずやのに、恋こいは盲もう目もくってホンマやねぇ」

「おまえ、しみじみと……」

「え？　恋こい？　ちょっと、私、なんの話かわからないんですけど……」

「あー、もうっ！　ふーたん、マジで鈍にぶい！」

　唐とう突とつにカウンターの奥、キッチンから人ひと影かげが飛び出してきた。

　小麦色の肌はだにショートカットの髪かみの女子中学生──

　制服の上に黒いエプロンをつけた氷ひ川かわ流る琉るだった。

「氷ひ川かわが、松まつ風かぜ先せん輩ぱいのことが好きだって話！　もうそろそろ気づこうよ！」

「ひ、ひーちゃん？　いたんですか……って、松まつ風かぜさんのこと……えっ、えっ？」

　雪ふ季ゆは突とつ如じよ現れた氷ひ川かわ妹に驚おどろき、オロオロしている。

「あー、流る琉る？　我が慢まんの限界はわかるんやけど、一応お客さんもおるからな？」

「はっ……!?」

　氷ひ川かわは──氷ひ川かわ妹は、真っ赤になって口元を押さえる。

　春はる太たたち以外には客は三人。

　三人とも常連らしく、一いつ瞬しゆんぽかんとしただけであとはニコニコと微笑ほほえましそうだった。

「だ、黙だまって聞いてれば、ふーたんはしょうがないなあ。あー、桜さく羽らば先せん輩ぱいも、わざわざすみません。レイになんか吹ふき込こまれたんですよね？」

「おまえも俺が来ること、わかってたんだな？」

　もしかしなくても、氷ひ川かわ妹はキッチンで春はる太たたちの会話を立ち聞きしていたのだろう。

「レイが、『来るぜ！』って雑なＬＩＮＥ送ってきてたんで。あいつ、いらんことするなあ」

「まあ、そう言うな。冷れい泉ぜんもあれで氷ひ川かわのことを心配してんだから」

「……あれ？　先せん輩ぱい、レイにそんな甘かったでしたっけ？」

「気のせいだ」

　きっぱりと言い切る春はる太た。

　冷れい泉ぜんの家庭教師をしたり、〝前まえ払ばらい〟をしたりで、前より親密になったことは否いなめない。

　だが、雪ふ季ゆの前では認めづらかった。

「ま、待ってください。ひーちゃんが松まつ風かぜ先せん輩ぱいのことを……？　どうしてですか？」

「どうしてって……」

「ウチのお兄ちゃんのほうがかっこいいですよ？」

「いや、さすがに松まつ風かぜ先せん輩ぱいのほうがモテるやん？」

「よし、ケンカです、ひーちゃん」

「望むところやん、ふーたん」

　ガタッと立ち上がる雪ふ季ゆと、バサッとエプロンを外す氷ひ川かわ妹。

「はい、若い二人が肉にく弾だん戦せんで決着をつけるのもえーけど、やんならお店の外で」

「わかってるよ、涼すず姉ねえ」

「わかってます、お姉さん。お兄ちゃん、すぐに片付けてくるので待っていてください」

「……まあ、ケガだけはないようにな」

　雪ふ季ゆと氷ひ川かわ妹は、二人で店の外へと出て行く。

「大だい丈じよ夫うぶか、あの二人？」

「お店の外やなくて、母おも屋やのほうに行くんやろ。ウチの妹、そんなアホやないし」

「ウチの妹はそんな頭よくないが、殴なぐり合あいをするほど馬鹿じゃないはず」

　ＲＵＬＵの裏手に一いつ軒けん家やがあり、氷ひ川かわ一家はそこで暮らしている。

「流る琉るが松まつ風かぜくんとのことを説明するんやろ。マジでふーちゃん、気づいてなかったんやな」

「そうみたいだな。知ってくれたなら、俺も話が簡単になって助かる」

　正直なところ、春はる太たの周りには秘密が多すぎる。

　誰だれがなにを知っていて、なにを隠かくすべきなのか、かなりこんがらがってきているのだ。

「しかし、サクラくんも人がええなあ。そっち、そろそろ期末やろ？」

「そろそろっていうか、期末の真っ最中だな」

「大だい胆たんやな！　妹どころか、妹の友達の世話焼いてる場合とちゃうやろ？」

「おまえんトコも期末じゃないのか？　働いてていいのかよ？」

　涼風すずかはその妹と同じく頭がいい。

　進学校の悠ゆう凜りん館かんより、さらに上の名門女子高に通っている。

「ウチはもう試験終わったんよ。悠ゆう凜りん館かんがちょっと遅おそいんちゃう？」

「そうかもな。まあ、俺はいろいろあって、今は試験どころじゃないっつーか」

「君もなかなか難なん儀ぎな人生生きとるな。コーヒー、おかわりどう？」

「苦いのをもらおうかな。ああ、これも下げてくれ」

　春はる太たはコーヒーカップとカラになった皿をカウンターのほうに差し出す。

「綺き麗れいに食べてくれたなあ。密ひそかにカツもカレーもライスも１・５倍に増量しといたのに」

「やっぱりな。量多いと思ったよ。料金も１・５倍か？」

「関西人はがめついと思うとるやろ。おごりや言ゆうたのに、信じてなかったん？」

「美う味まいメシにはちゃんと金を払はらおうと思っただけだ。ま、ありがたくおごられとく」

　春はる太たも、厚こう意いを遠えん慮りよするのは失礼になることくらいは知っている。

「そうしてくれると嬉うれしいわ。でも、真面目な話、難なん儀ぎなのは私もやで」

　涼風すずかは食器をキッチンのほうに運び、コーヒーを持って戻もどってくると。

　トン、とカップを春はる太たの前に置きつつ真面目な表情を浮うかべる。




「松まつ風かぜくんって、今も私のこと好きやもんなあ」




「…………」

　春はる太たは、黙だまってコーヒーを一口すする。

　松まつ風かぜ陽よう司じと氷ひ川かわ涼風すずかは、同じ中学の同級生だった。

　今は学校も違ちがうし、接点もこれといってない。

　松まつ風かぜと涼風すずかの関係を表向きに語るなら、この程度だ。

　松まつ風かぜの本命のお相手──それが誰だれなのか、春はる太たは本人からは聞いていない。

　だが、松まつ風かぜの気持ちをまったく知らないわけでもない。

　とはいえ、まさかその心当たりの人物からズバリ言われるとは。

「氷ひ川かわ、おまえ今も松まつ風かぜと会ってるのか？」

「松まつ風かぜくん、たまーに店に来るんや。カツカレーとかピラフとかガツガツ食って、さっさと帰っていくだけなんやけど」

「……あいつらしいな」

　涼風すずかはそのわずかな時間だけで、今も松まつ風かぜの気持ちが変わってないと気づいているのだろう。

　春はる太たも、松まつ風かぜが中学時代から今に至るまで、涼風すずかのことが好きなのだろうと感じている。

「松まつ風かぜくんは態度に出さんからな。私とサクラくん以外は、ほぼ知らんやろうね」

「松まつ風かぜの野や郎ろう、すっとぼけてるからな」

「しかも、私が未いまだにサクラくんのことを好きやと思ってる」

「…………」

　そう、受験まっただ中に春はる太たは涼風すずかに告られている。

　そのときは受験があるし、付き合い出したら妹が黙だまっていないから──とはっきりと断った。

　妹を告白を断る理由にするのも相当だが、事実なので仕方ない。

　春はる太たは涼風すずかに告られたことを誰だれにも明かしてはいないが、松まつ風かぜは春はる太たたちの態度からそれを察したようだった。

「まあ、私と君、ちょっといい感じにはなったからなあ。あれ、付き合ってたといっても過言やないやろ？」

「ちょっと過言じゃないか……？」

　冷れい泉ぜんあたりは、少し感づいていたらしい。

　涼風すずかとの関係がただの友達だった──とは、春はる太たも言い切れない。

「ま、どっちみち自然消しよう滅めつしたと思っとるわ。今の私はただの元カノや。私、そんなに執しゆう念ねん深ぶかいほうやないしね」

「元カノでもないだろ……」

　手を繫つないだことくらいはあっても、キスすらしていない。

　春はる太たは、晶あき穂ほが最初のカノジョだと思っている。

「私とサクラくんと松まつ風かぜくん、それに流る琉る。これ以上ややこしくしたくないしなあ。こっちこそ相談があれば受け付けるで。私は束そく縛ばくしないタイプの元カノや」

「俺、おまえの妹のお悩なやみ解決にきたんだけどな」

「流る琉るはふーちゃんと話せば、スッキリするやろ。ふーちゃんに任せとき」

　涼風すずかは手て際ぎわよく自分の分のコーヒーも淹いれて、ずずっとすする。

「ところで、君、カノジョできたらしいな？」

「っ……！　な、なんでそれを……！　他校のおまえまでよく知ってるじゃないか。オフラインのネットワークも馬鹿にできねぇな」

「ちっこくて、すんごい可か愛わいくて、おっぱい大きいらしいやん？　私のおっぱいには触さわりもしなかったくせに」

「だ、だから、そういう関係じゃなかっただろ、俺ら！」

「じゃあ、どういう関係やったん？」

　涼風すずかはカウンターに両りよう肘ひじをついて、ニヤニヤしながら見つめてくる。

「どういうって……あのな、俺なんかのどこがよかったんだ？　シスコンだし、松まつ風かぜみたいなスポーツマンでもないし」

「シスコンは別に減点要素やないよ。妹を可か愛わいがることのどこが悪いん？　家族と仲良うできんヤツよりは、よっぽど信用できるわ。ふーちゃんは、ええ子やしな」

「まったくそのとおりだ」

　春はる太たは、力強く頷うなずく。

　身内と対立しているよりは、良好な関係を築いているほうがいいに決まっている。

「でも、あのシスコンのサクラくんがカノジョをつくったのは意外や。意外すぎる」

「結局、そこに戻もどるのか」

　氷ひ川かわ妹の件でＲＵＬＵに来たはずなのに、話が厄やつ介かいな方向に進んでいる。

「私のことはカノジョにできなかったのに。その子はなんで、カノジョにできたん？」

「氷ひ川かわがさっき言ったじゃねぇか。可か愛わいくて、おっぱい大きいんだよ」

「アホ。君が身体からだ目当てで女子を好きになるほど単純やないことくらい、知っとるわ」

「それは買いかぶりすぎだな……」

　春はる太たは勢いに流されて、冷れい泉ぜんや透とう子こに軽く手を出してしまっている。

　あれが身体からだ目当てでないと言えるだろうか？

「ただ、どうも変やとは思っとったんよ」

「なにがだよ？」

「サクラくんにカノジョができたこと。ふーちゃんがいない時期に付き合い始めたって。余計におかしいやん？　強ごう引いんに連つれ戻もどすくらいふーちゃんが大事だった君が、妹をほったらかして別の女と付き合うなんて考えられん。その子、ホンマにただのカノジョなん？」

「……カノジョに普ふ通つうも特とく殊しゆもねぇだろ」

　噓うそなのは、春はる太たが誰だれよりもよく知っている。

　桜さく羽らば春はる太たにとっての月夜見つくよみ晶あき穂ほほど〝特別なカノジョ〟もなかなかいないだろう。

「そっか。言えんならええわ。でも、元カノとしていつでも相談に応じるのはホンマやから。ついでに、美お味いしいコーヒーの一いつ杯ぱいもつけるわ」

「……じゃあ、アドバイスをもらうフリをしてたら、無限にコーヒーがタダで飲めるわけだ」

「素す直なおやないなあ。ま、そういうトコが好きやったんやけどね」

　氷ひ川かわ涼風すずかは屈くつ託たくなく笑う。

　中学時代の、涼風すずかからの好意は本物だったと春はる太たは思う。

　今は──いい友達になれたのだろうか？

　このカフェに来た目的は達せたとは言いがたいが──

　これ以上、自分の周りの人間関係を複雑にはしたくない。

　氷ひ川かわ涼風すずかとは恋こい人びと未満の元同級生で、今は友達。

　それが自分にとっては、いい落とし所なのだろう。











第５話　妹は黙だまって聞いておきたい






　何事もなく、悠ゆう凜りん館かん高校の期末試験も終しゆう了りようした。

　春はる太たはろくに勉強しなかった割に、手応えはあった。

　日ひ頃ごろそれなりに真面目に授業を聞いているし、当然の結果ではある。

　最低でも平均点くらいは普ふ通つうにクリアしているはずなので、問題はない。

「やったー、やっと創作活動に専念できる！」

「うるっせーっ！」

　ギャギャギャギャーンッ、と轟ごう音おんを上げて、晶あき穂ほがエレキギターをかき鳴らしている。

　ここは、軽音楽部の部室。

　今や、正式な部員は晶あき穂ほ一人なので彼女の城と化した。

　第二校舎には文化系の部活の部室が多く集まっている。

　軽音楽部の部室は隔かく離りされているが、もちろん騒そう音おんの凄すさまじさのせいだ。

「卓たつ球きゆう部ぶじゃないんだよ。軽音楽部がうるさくて文句を言われる筋合いはないね」

「卓たつ球きゆう部ぶも別に静かじゃねぇけどな」

　春はる太たは耳を押さえていた手を離はなして──

「珍めずらしくテンション高いな。つーか晶あき穂ほ、今回はろくにテスト勉強してなかっただろ。ずっと曲つくってたんじゃないのか？」

「ハルだって、妹とイトコ（仮）相手に〝夜の創作活動〟してたんじゃないの？」

「確かに夜に勉強教えてたよ！　なにもつくってねぇけどな！」

　一応、晶あき穂ほは表向きには春はる太たのカノジョであるはずなのだが。

　どうも、妹とイトコとの浮うわ気きをけしかけているように見えてならない。

「しかも、例のカテキョの教え子とその姉まで毒どく牙がにかけようとしてたって？」

「かけてねぇよ！　会ってきたのは、カテキョしてるのとは別のヤツの姉貴だよ！」

「女友達多いね、ハルは。むしろ、あたしより女の友達多いんじゃない？」

「だとしたら、おまえが友達少ないんじゃないか？」

「ロック女は友達多いもんだよ。陽キャ女子は、だいたいみんな友達」

　実際、晶あき穂ほは友人が多い上に、カースト上位の陽キャグループの女子ばかりだ。

「えーと、なんだっけ。そのお姉さんって、氷ひ川かわ涼風すずかさんだっけ」

「なんで氷ひ川かわの姉貴の名前まで知ってんだ!?」

「妹さん、素す直なおに育ってよかったね」

「ウチの妹を言いくるめて情報引き出すのやめないか？」

　なんでもぺらぺらしゃべってしまう雪ふ季ゆにも問題がある。

　ただ、妹の素す直なおさを歪ゆがめたくない兄だった。

「あたしは寛かん大だいだから。たとえカレシがメイドさんのお店に行っても許すよ」

「いかがわしい店に行ったみたいに言うな！　メイドは俺も予想外だったんだよ！」

「今日はツッコミ激しいね、ハル」

「……俺もテスト終わってテンション上がってんのかもな」

　というより、今日の晶あき穂ほがひときわボケてくるせいだろう。

「でもさあ、ハル。妹とか教え子とかならともかく、テストの最中にさらに手を広げるのはどうかと思うよ？」

「手を広げるって表現はともかく、そのとおりだな」

　冷れい泉ぜんに頼たのまれたとはいえ、氷ひ川かわ家けを訪ねるのはテスト明けでもよかったはずだ。

　自分は問題解決を急ぐあまり、またもや流されたかもしれない、と春はる太たは反省する。

　春はる太たは、ふーっとため息をついて。




「なあ、妹よ」




「怖こわっっっっっっっっっっっっっっっっ!!!!!!」

　ギャーンッとギターから再び轟ごう音おんが響ひびき、それをかき消すほどの晶あき穂ほの大声も響ひびいた。

「う、うわぁ、生まれてこの方、こんなに怖こわい台詞せりふ、聞いたことない！」

「マジでうるせぇよ、晶あき穂ほ！　声でかすぎる！」

　ギターより晶あき穂ほの声のほうがはるかに響ひびく。

　さすがに歌を得意としているだけあって、晶あき穂ほの声量は並みではない。

　春はる太たの脳みそがシェイクされるほどの声だった。

「そ、そりゃ大声も出るって。とうとう認めたの、あたしが妹だって？」

「はぁ……今さら晶あき穂ほが妹だってことを否定しても始まらねぇだろ」

　むしろ、春はる太たたちがいつまでも恋こい人びと同士であることを否定するべきなのだ。

　もっとも、晶あき穂ほのほうは〝妹になる〟と言い出している。

　春はる太たがそれを認められず、恋こい人びととしての関係も終わらせられずにいるだけだ。

「それで、もしかしてお兄ちゃん、妹に頼たよりたくなっちゃった？」

「お兄ちゃん言うな。妹呼びは冗じよう談だんだ」

「悪かったよ、からかったりして。まあ、からかわないあたしなんて、月夜見つくよみ晶あき穂ほじゃないけどさ」

　晶あき穂ほがギターをスタンドに立てかけて、ぐいっと身を乗り出してくる。

「どしたん、話聞こか？　試験も終わってご機き嫌げんだからね、今日のあたしは」

「機き嫌げん悪いと話も聞いてもらえないのか」

「カノジョってそんなもんでしょ？」

「なんか、いちいち晶あき穂ほが正しいのがイラっとするよな……」

　春はる太たは自分が良識のある人間だと思っていたが、間ま違ちがいなのかもしれない。

「いや……氷ひ川かわのことは晶あき穂ほにも話せないな。他人のプライベートな問題だしな」

　氷ひ川かわ涼風すずか、流る琉るの姉し妹まい、それに松まつ風かぜ。

　さらに言うなら、冷れい泉ぜんに与あたえるご褒ほう美びのこともある。

　カノジョである晶あき穂ほに無関係とは言えないが、彼女たちの事情を勝手に話せない。

「ハルは変なトコ真面目だもんね。あたしとしては、他人のゴシップも作曲のネタになるからすっごく興味あるけど」

「クリエイターって業ごうが深いな」

「まだ人間捨ててないから、そこは深ふか掘ぼりしないよ。とにかくハルは例によって、また周りに翻ほん弄ろうされてるわけ？」

「かいつまんで言うと、そうなるな」

「なるほどね」

　晶あき穂ほは、ギターの横に立てかけてあったベースを手に取った。

　ベベン、ベンベンと重い音が響ひびく。

　ギターはうるさすぎるので、ベースに切きり替かえたらしい。

　騒さわがしいことに変わりはないが。

「でも結局、雪ふ季ゆちゃんの受験が最優先って基本方針は変わんないでしょ？」

「当たり前だろ」

　今日も、朝から雪ふ季ゆには課題を与あたえてきた。

　もう十二月も中ちゆう旬じゆんに入る時期、さらに気を引ひき締しめていかなければならない。

「だったら、それでいいじゃん。さすがに雪ふ季ゆちゃんの面めん倒どうばかり見てるわけじゃないだろうから、余った時間を他の人のことに使えばいいって」

「……そりゃそうだが」

　実に単純で、わかりきった結論だった。

　だが結論が出ていても、悩なやんでしまうのが人間なのだ。

　特に、春はる太たのように迷いやすい人間は。

「もちろん、雪ふ季ゆちゃんの次に優先されるのはカノジョだよね」

「デスネ」

　もし晶あき穂ほがカノジョでなくなっても、雪ふ季ゆの次に優先するべきは──

　この生意気な態度を見ていると、優先順位を下げたくもなるが。

「そうだ、ハル。今日はバイトあんの？」

「いや、バイトは明日からだな」

　バイト先のゲームショップ〝ルシータ〟は客が少ない店なので、バイトのシフトは多くない。

　家庭教師も、冷れい泉ぜんのカウンセラーのようなもので、毎日教える必要もないのだ。

「じゃあ、ちょうどよかった。今日、ちょっと付き合ってよ」

「は？　どこか遊びに行くのか？」

　今日はテストが終わった日なのだから、遊んでもバチは当たらないだろう。

　別に意外な誘さそいでもないが──

「ウチの魔ま女じよがハルに会いたいって言ってる」

「じゃ、俺は今日はこの辺で」

「知らないの？　魔ま女じよからは逃にげられない」

「知らんわ！」

　魔ま女じよ──晶あき穂ほの母、月夜見つくよみ秋あき葉はのことだ。

　三十五歳という年ねん齢れいも高一の娘むすめがいるにしては若いが、見た目はそれより一〇歳は若く見える。

　とんでもない美人で、普ふ通つうならこちらからお願いして会いたいくらいだ。

　だが、なにしろ──

　春はる太たの父親が、娘むすめを産ませた相手だ。

　はっきり言って、並の神経ならお互たがいに会いたいとは思わないだろう。

「魔ま女じよ、ハルの実のお母さんの話をしたいって。聞いておきたいでしょって」

「…………」

　春はる太たにとって、母親は育ててくれた冬とう野の白しら音ねだけだ。

　だが、実の母であり既すでに故人である山やま吹ぶき翠璃みどりのことが気にならないと言ったら噓うそになる。

「今日、一いつ緒しよに晩ご飯とかどう？　ああ、そうそう」

「おい、まだなにかあるのかよ」

「雪ふ季ゆちゃんも一いつ緒しよにどうぞって」

「…………」

　一番巻まき込こんでほしくない相手を、晶あき穂ほの母は堂々と巻まき込こもうとしている。

　さすがに、娘むすめに魔ま女じよなどと呼ばれるだけのことはある。

　いったい、魔ま女じよはなにを企たくらんでいるのか──







「えっ、マジでここなのか……？」

「マジマジ。あたし、前にもいっぺん来たことあるし」

「お、お兄ちゃん……私、外で様子見てていいですか？」

「よくねぇよ。気持ちはわかるが、普ふ通つうに来い」

　十二月の日暮れは早い。

　午後六時を過ぎ、あたりはすっかり暗くなっている。

　春はる太たと晶あき穂ほ、それに雪ふ季ゆの三人はとある寿す司し屋やの前にいた。

　店構えはいかにもな老舗しにせ感が漂ただよい、高級感も否いなめない。

　ビビリな雪ふ季ゆは、春はる太た以上にすっかり怯ひるんでいるようだ。

「高くても安くても、店なんだからな。客なら歓かん迎げいしてくれるから、ビクビクしなくていい」

「お兄ちゃんもちょっと驚おどろいてたじゃないですか……でも、そうですね」

　雪ふ季ゆは頷うなずきつつも、まだビクビクしている。

　春はる太たが、晶あき穂ほとその母からの招待だと説明すると、雪ふ季ゆは特に嫌いやがる様子もなかったのだが。

　ちなみに、透とう子こは今日は親しん戚せきの冬とう野のつららと会って一いつ緒しよに夕食を食べてくるらしい。

　父親には「友達と飯を食ってくる」と大おお噓うそを連れん絡らくしておいた。

　まさか、「あんたの不ふ倫りん相手の女と隠かくし子ごに会ってくる」とは言えない。

「でもまあ、確かにあたしたちだけだと入りにくいかな？　お母さん来るのを待つ？」

「いや、予約してあんだろ？　こんな寒い中、雪ふ季ゆを外で待たせられるか」

「あたしなら外で待たせていいのか、訊ききたいトコだね」

　晶あき穂ほは、じろっと春はる太たを睨にらんでから店の戸をがらりと開いた。

「いらっしゃいませ！　ご予約の月夜見つくよみ様ですね！」

　店員は晶あき穂ほの顔を覚えていたらしい。

　その店員に案内され、店の奥へと連れて行かれる。

「おいおい、個室なのかよ」

「前にお母さんと来たときはカウンターだったけどね」

　春はる太たたちが通されたのは、店の奥にある座ざ敷しきの個室だった。

　四人用の個室らしく、春はる太たと雪ふ季ゆが並んで座り、座卓を挟はさんだ向かいに晶あき穂ほが座った。

「お兄ちゃん、このお店……鳳ほう凰おう寿ず司しさんって」

「ん？」

　雪ふ季ゆは、スマホをぽちぽちしてなにやら検けん索さくしているようだった。

「ウチの近所の大おお鳥とり寿ず司しさん、鳳ほう凰おう寿ず司しさんからのれん分けされたらしいですよ。のれん分けってなんですか？」

「要するに、この店の親方が師し匠しようで、大おお鳥とり寿ず司しの親方は弟で子しってことだよ」

「なるほど……つまり、大おお鳥とり寿ず司しさんよりパワーは上だと」

　桜さく羽らば家けの近所にある大おお鳥とり寿ず司しは老舗しにせで、なかなかお高い。

　その分、味は確かで寿す司しが大好物の雪ふ季ゆもお気に入りだ。

　晶あき穂ほに案内されたこの寿す司し屋やは、さらに高級店らしい。

「おい、晶あき穂ほ。本当に大だい丈じよ夫うぶなのか、こんな高そうなお店……」

「ウチの母親、ボロアパートに住んでるけどお金がないわけじゃないんだって」

「そうだとしてもなあ……」

　今夜の食事は晶あき穂ほの母親のおごりだそうだ。

　だが、春はる太たにはそんな高い寿す司しをおごってもらう理由が見つからない。

「というか、雪ふ季ゆちゃん。コートくらい脱ぬいだら？」

「あ、すみません。つい、動どう揺ようして……」

　雪ふ季ゆは白のコートを脱ぬいで、壁かべ際ぎわのハンガーにかけた。

　今日は制服ではなく、上品なカーキ色のワンピースに黒のタイツをはいている。

　ワンピースは膝ひざ丈たけで、自じ慢まんの美び脚きやくを見せたがる雪ふ季ゆにしてはおとなしい服装だ。

　相手が初対面の大人ということで、慎つつましいコーディネートにしたのだろう。

「はー、この子はなにを着ても似合うねえ。若いっていいなあ」

「晶あき穂ほと一つ違ちがいだろ。まあ、雪ふ季ゆがなにを着ても似合うのは事実だが」

「そんな……あ、晶あき穂ほさんもその服、お似合いです」

「制服だけどね」

　春はる太たと晶あき穂ほは学校から来たので、着き替がえていない。

　雪ふ季ゆは素す直なおすぎるせいか、謙けん遜そんもフォローも苦手だ。

　とりあえず、晶あき穂ほの母が来るのを待つことにして、三人は熱いお茶をすする。

「お母さん、もう来ると思うんだけどな。先に注文して、容よう赦しやなく食べちゃう？」

「それはさすがに悪いだろ」

「わー、わあぁ……」

　春はる太たの横で、雪ふ季ゆがお品書きをキラキラした目で眺ながめている。

　魚ぎよ介かい類るい大好きな妹には、たまらないのだろう。

「ふわああ……あっ！」

「どうかしたのか、雪ふ季ゆ？」

「サ、サーモンがないですよ、お兄ちゃん。高級お寿す司し屋やさんにサーモンがないって噂うわさは本当だったんですね！」

「都市伝説じゃなかったのか……」

「驚おどろきですね……」

「この二人も、やっぱ兄きよう妹だいだよね……」

　晶あき穂ほが、ぼそりとつぶやいている。

　実のところ、なかなかに際きわどい発言だった。

　今は、この三人は春はる太たと晶あき穂ほが兄きよう妹だいであること、春はる太たと雪ふ季ゆが実の兄きよう妹だいでないことを知っている。

　それでも、三人でいて、そのことを話題に出したことはない。

　簡単に口に出せるような話ではないからだ。

　春はる太たも、まだ雪ふ季ゆと晶あき穂ほと三人の複雑な関係について語り合う度胸はない。

　もっとも、月夜見つくよみ秋あき葉はが主しゆ催さいするこの場では出生の話が出る可能性も高いが……。

「雪ふ季ゆちゃん、サーモン好きなの？」

「一番好きなのはマグロだな」

「なんでハルが答えんの。あたしは、ウニとイクラかなあ」




「あ、そうなんですか。晶あき穂ほさん、お兄ちゃんと好物、同じですね」




「…………」

「…………」

　しーん、と春はる太たと晶あき穂ほは突とつ然ぜんに沈ちん黙もくしてしまう。

　兄きよう妹だいだから味覚が似るものでもないだろうが、意味深すぎる台詞せりふだった。

「マグロは高級店でも種類は同じですね。大トロ、中トロ、赤身、カマトロ……カマトロってなんですか!?　未知のマグロ来ました！」

　雪ふ季ゆは自分の失言に気づいてないようで、すっかりお品書きに夢中だ。

「カマトロは、エラのあたりで少しだけ取れる稀き少しよう部位よ。この店では、炙あぶりでも出してくれるから、そちらもオススメ」

「わっ!?」

　ささっ、と春はる太たの後ろに隠かくれる雪ふ季ゆ。

　急に個室の戸が開いたかと思うと、入ってきたのは──

　もちろん晶あき穂ほの母、月夜見つくよみ秋あき葉はだった。

　ファーのついたあたたかそうな黒のコート姿だ。

「どうもはじめまして、雪ふ季ゆさん。私、晶あき穂ほの母の秋あき葉はです」

「お……お初にお目にかかります……桜さく羽らば雪ふ季ゆです……」

　雪ふ季ゆは、かろうじて春はる太たの後ろから出てぺこりと頭を下げた。

　苗みよ字うじが変わったことは、動転して忘れているらしい。

「お初にって、雪ふ季ゆちゃん。そんなかしこまらなくても」

「い、いえ……かしこまりそうろう……」

「そういや雪ふ季ゆ、前にチャンバラゲームにハマッてたっけな」

　春はる太たは、妹の人見知りにあらためて苦く笑しようしてしまう。

「ま、堅かた苦くるしい挨あい拶さつはこれくらいで。ふー、遅おくれてごめんなさいね」

「いえ、今日はなんというか……ご招待ありがとうございます」

　春はる太たは「あまり招待されたくなかったが」という台詞せりふを吞のみ込こんだ。

　秋あき葉ははコートを脱ぬぐと、晶あき穂ほの隣となりに座る。

　下はベージュのスーツの上下で、スカート丈たけはかなり短い。

　こちらも美び脚きやくに自信がみなぎっていそうだ。

「一度、春はる太たくんとはきちんと話がしたかったからね。妹さんのほうとも」

「い、妹です……」

　元から雪ふ季ゆの人見知りはひどいが、大人が相手だと余計に緊きん張ちようしてしまう。

　さっきからわけがわからないことを口走っている。

「ふーん……ねえ、春はる太たくん。めちゃくちゃ可か愛わいいわね、君の妹さん」

「はい」

「……春はる太たくん、君、変わってるわね？」

「いえ」

　そういう春はる太たも、秋あき葉は相手だと緊きん張ちようせざるをえない。

　相手は、腹はら違ちがいの妹を産んだ人なのだから。

　しかも、実の母のことを知っている人でもある。

「でも、ウチの晶あき穂ほも負けないくらい可か愛わいいし、甲こう乙おつ付けがたい変わり者よ？」

「後者は別に張り合わなくてもいいのでは……」

「このメスガキ、テスト勉強もせずにジャカジャカギター鳴らしてるからね」

「メスガキって」

　そのメスガキ──ではなく、晶あき穂ほはお品書きを見ながら聞き流している。

「アンプ通さなきゃいいってもんじゃないのよ。つーか、勉強してほしいわよね」

「まあ、俺も勉強については人のことを言えないので……」

「真しん太た郎ろうさんの息むす子こなら、君も頭はいいでしょう。あの人、ボンヤリして見えるけど、頭キレるから」

「……そうですかね」

　春はる太たは、父親のスペックなどはよく知らない。

　大卒で、勤め先はごく平へい凡ぼん、役職にはついているらしいが、四〇歳を過ぎてヒラということもあまりないだろう。

「お母さん、そんな話よりまずはご飯食べたい。雪ふ季ゆちゃんもお寿す司し楽しみみたいだし」

「あ、いえ、お話が先でも私は……」

「そうね、まず注文しちゃいましょうか。握にぎり特上四人前でいいかしら。ああ、雪ふ季ゆさんはカマトロも食べたいんだったわね」

「い、いえっ、カマトロ高いですから、お兄ちゃんが払はらいます！」

「俺!?」

　値段は書いていないが、春はる太たのお小こ遣づかい一ヶ月分を超こえかねない。

　雪ふ季ゆは動どう揺ようのあまり口走ったのだろうが、恐おそろしい話だ。

「あはは、気にしなくていいわよ。じゃあ、とりあえずカマトロも注文して、追加がほしければまたあとで。春はる太たくん、だいぶ食べそうだしね。本当に遠えん慮りよはいらないから」

「はぁ……」

　確かに、春はる太たには普ふ通つうの寿す司し一人前では物足りない。

　海かい鮮せん丼どんぶりを追加しても余よ裕ゆうなくらいだ。

「それで、おばさ──秋あき葉はさん。いったい、今日は……」

「せっかちね。そんなにがっつかなくても、私の秘密、教えてあげるわよ」

「…………」

　晶あき穂ほはだんまり、雪ふ季ゆもオロオロするばかりで春はる太たが矢や面おもてに立たされている。

「私は、先に食事を済ませることをオススメするわ」

「……なぜですか？」

「聞いたら、私のおごりのご飯なんて食べられなくなるでしょうから」







　秋あき葉はにあんなもったいぶったことを言われては、食事が喉のどを通らない。

　──なんてことはまったくなかった。

「ふわぁ……美お味いしかったです……カマトロ、生も炙あぶりも最高でした……♡」

「…………」

　春はる太たは、こんなに目をキラキラさせている妹を初めて見たかもしれない。

　田舎いなかから桜さく羽らば家けに戻もどってきたときでも、ここまでの輝かがやきはなかったかも。

　意外に食い意地の張っている妹だった。

「二人ともいい食べっぷりだったわね。若いっていいわあ」

　月夜見つくよみ秋あき葉はは、ニコニコとご満まん悦えつだ。

　雪ふ季ゆは握にぎり一人前に加えて、マグロをいくつか追加するほど気に入ったようだった。

　美容のために食事量にも気を遣つかう妹が食べすぎるのは珍めずらしい。

「雪ふ季ゆさん、綺き麗れいに美お味いしそうに食べてくれたし」

「ご、ごちそうさまでした。本当に美お味いしかったです」

「春はる太たくんも、あれだけ食べてくれたらおごり甲が斐いがあるわ。握にぎり一人前に海かい鮮せん丼どんぶり、ちらしまで食べちゃうなんて」

「す、すみません。つい、いくらでも入る美う味まさで……」

　もちろん、春はる太たは最初は遠えん慮りよするつもりだったのだが。

　握にぎりだけでは満足してないのを秋あき葉はに見み透すかされ、上う手まく唆そそのかされて雪ふ季ゆ以上に追加注文してしまった。

　中高校生の食欲は、険悪な雰ふん囲い気きにも軽く勝まさってしまうらしい。

「男の子の食べっぷりは気持ちいいわ。私、春はる太たくんをムシャムシャ食べたくなったくらい」

「はっ!?」

　雪ふ季ゆが、さっと春はる太たに抱だきつくようにしてくる。

　防衛本能が働いたのかもしれない。

「お、お兄ちゃんは食べさせません！」

「冗じよう談だんよ、冗じよう談だん。食べたら犯罪になるしね」

「…………」

　食べる、の具体的な意味を知りたいと春はる太たは思った。

　とりあえず、雪ふ季ゆは冗じよう談だんだと理解したらしく、春はる太たから離はなれる。

「でも真面目な話、ホントに食いすぎちゃってすみません」

「いいのよ、子供は値段なんて気にしないで。晶あき穂ほも遠えん慮りよなく食べてくれたしね」

「おごりのときは遠えん慮りよなく行けっていうのが、月夜見つくよみ家けの教えだから」

「そんな浅ましいこと教えたかしら……？」

　晶あき穂ほも、容よう赦しやなく追加を頼たのんでいた。

　ただし、椎しい茸たけの味み噌そ焼やきだのあん肝きもだの、渋しぶい一品料理ばかり。

「どうも、晶あき穂ほは注文内容が可か愛わいくないわね。この子、酒飲みになるんじゃない……？」

「あたしは遵じゆん法ぽう意識の高いロッカーだから。大人になるまで飲まないよ」

　晶あき穂ほは涼すずしい顔で、熱いお茶をすすっている。

「ジュンポーってなんですか、お兄ちゃん？」

「法律を守るって意味だよ」

　一方、ヒソヒソと話す兄きよう妹だい。

　晶あき穂ほもあれで名門高校に合格しているので、知識も豊富だ。

「でも、そういう秋あき葉はさんは、全然お酒飲んでなかったですね？」

「毎日、仕事絡がらみで嫌いやでも飲まなきゃいけないのよ。お酒は好きだったけど、プライベートでは全然飲まなくなっちゃったわ」

「そ、そうなんですか」

「この業界、酒飲み多いからね」

　晶あき穂ほ母はイベント会社勤めで、音楽関係の仕事らしい。

　酒の席が多そうなイメージだが、実際にそのとおりのようだ。

「おかげですっかり肝かん臓ぞうやられたのよね。毎年人間ドックで、医者にイヤミ言われてるわ」

「人間ドック、ね……」

　晶あき穂ほが、なにやら呆あきれたような顔をしている。

「なんだ、晶あき穂ほ？」

「ううん、別に。ウチの母は医者の言うこと聞かないんだよね。いい歳としして困ったもんだよ」

「歳としを取るほど頑がん固こになって、人の言うこと聞かなくなるのよ。晶あき穂ほもおばさんになればわかるわ」

「あたし、おばさんになる予定ないから」

「いや、それは誰だれでもいつかなるだろ」

「雪ふ季ゆちゃんも？」

「なるわけないだろ」

「ハル、雪ふ季ゆちゃんのことになると理り屈くつ吹ふっ飛とぶよね！」

　怒おこられても、この妖よう精せいのような雪ふ季ゆが歳としを取るところは想像もつかない。

　その妖よう精せいは、春はる太たたちの会話を困ったような顔で聞いている。

「ま、お母さんも見た目ほど若くないんだから、身体からだに気をつけないとね。ハルたちの食欲に付き合ってたら、胃もやられちゃうよ」




「大だい丈じよ夫うぶよ、春はる太たくんたちとの食事は、これが最初で最後でしょうから」




「…………」

　むろん、春はる太たはさっき秋あき葉はが言ったこと──

　話が先だったら、秋あき葉はのおごりでものを食べる気になれない。

　その台詞せりふを忘れてはいない。

「ねえ、一いつ杯ぱいだけお酒飲んでもいいかしら？」

「え？　ええ、俺たちは別に」

　突とつ然ぜん、話が変わって春はる太たは戸と惑まどいつつも頷うなずく。

　酒でも入れないと話せないような内容なのかもしれない。

　秋あき葉はが注文すると、すぐに熱あつ燗かんの日本酒が運ばれてきた。

「……ふぅ、美お味いしい。春はる太たくんも、ちょっと舐なめてみる？」

「俺も、こう見えて真面目なんですよ」

「でしょうね。真しん太た郎ろうさんもそういうタイプだったわ」

　秋あき葉ははにっこり笑うと、くいっと杯さかずきを飲み干した。

「私にお酒を教えてくれたのが、翠璃みどり先せん輩ぱいだったのよ」

「え？」

「翠璃みどりさんって……お兄ちゃんのママですか？」

　雪ふ季ゆがきょとんとして、無む邪じや気きに聞き返す。

　妹は、晶あき穂ほの母が何者なのかわかっているはずだ。

　晶あき穂ほが春はる太たの実の妹だと知っているのだから。

　それでいて、雪ふ季ゆは特に嫌けん悪おを示すでもない。

　まだ、春はる太たと晶あき穂ほが兄きよう妹だいという話が、ピンときてないのだろうか。

「そう、山やま吹ぶき翠璃みどりさん。量は飲めないけどお酒は好きだったのよ。いかにも清せい楚そそうな見た目だから意外だったけれどね」

「…………」

　春はる太たは、母を写真で見ただけで、生みの親だという実感は持てていない。

　だが、酒好きという情報を一つ聞いただけで、急に母の存在がリアルになってくる。

　春はる太たは、ふうっと一度深呼吸して──

「秋あき葉はさん、俺の母親とどういう関係だったんですか……？」

「あの人、生きてたら三十七歳ね。私より二つ上だったから」

「……ええ」

　以前、春はる太たが墓参りしたときに見た墓誌に没ぼつ年ねん月日とともに享きよう年ねんも書かれていた。

　春はる太たの実の母、山やま吹ぶき翠璃みどりは五年前に亡なくなっている。

「若い頃ころに俺を産んだんですね……」

「私も若かったけどね、これ産んだときは」

「これ言うな、可か愛わいい娘むすめに向かって」

「そうね。でも、こっちもなかなか可か愛わいいでしょ？」

　秋あき葉ははそう言うと、８インチのタブレット端たん末まつをテーブルに置いた。

　そこには、制服姿の女子高生二人の写真が表示されている。

　マイクを握にぎって歌っている少女と、キーボードを奏かなでている少女。

　ボーカルのほうは間ま違ちがいなく秋あき葉はだ。

　今も娘むすめの晶あき穂ほに似ているが、ＪＫ時代の秋あき葉ははもう瓜うり二ふたつと言っていい。

　秋あき葉はは長身で晶あき穂ほは小こ柄がらではあるが、写真で見る分には体格の違ちがいはわかりづらいので、余計そっくりに見える。

　春はる太たの父が、晶あき穂ほのライブ映像を一目見てすぐに秋あき葉はの──自分の娘むすめだと気づいたのも頷うなずける。

「私も可か憐れんだけど、翠璃みどり先せん輩ぱいも美人でしょ。この人はロックは別に好きじゃなかったけど、ピアノが得意でね。強ごう引いんに軽音楽部に引っ張り込まれたらしいわ。人がよくて断れなかったのね」

「軽音楽部……ですか」

「ええ、私と翠璃みどり先せん輩ぱいは、軽音楽部の先せん輩ぱい後こう輩はいだったの」

「……その割に、娘むすめの音楽活動に理解がないですね」

「この子がやってるのはロックじゃないわ。可哀かわい想そうに、本物のロックを知らない世代なのよ」

「ハイハイ、出た出た、懐かい古こ厨ちゆうが」

　バチバチと火花を散らせる晶あき穂ほと秋あき葉は。

　どうも、たびたび会話が脱だつ線せんしてしまっている。

「ま、そんなわけで、軽音楽部で翠璃みどり先せん輩ぱいと知り合って、大学は別になったけど、それからも付き合いは続いたのよ」

「ウチの父親とは……？」

「翠璃みどり先せん輩ぱい、真しん太た郎ろうさんとはご近所で幼なじみだったらしいわ」

「幼なじみ？」

　春はる太たは、今さらながら気づく。

　母の墓は、電車ですぐに行ける距きよ離りだった。

　父はこちらの出身だし、少なくとも夫ふう婦ふが同県人だったことは気づいてよさそうなものだった。

　それにしても、また新たな人間関係が生まれてしまっている。

　月夜見つくよみ秋あき葉はと山やま吹ぶき翠璃みどりが、部活の先せん輩ぱい後こう輩はい。

　その翠璃みどりは、桜さく羽らば真しん太た郎ろうとは幼なじみ。

　どうも、世間というやつはかなり狭せまいらしい。

「真しん太た郎ろうさんは、翠璃みどり先せん輩ぱいより五つくらい年上だったかしらね。でも、そうね──」

「なんですか？」

　情報はもうこのくらいでいいような気もしたが、春はる太たはつい尋たずねてしまう。

「幼なじみで、大人になっても仲が良くて──まるで兄きよう妹だいみたいだったわ」

「…………」

「…………」

「…………」

　春はる太ただけでなく、黙だまっていた雪ふ季ゆと晶あき穂ほもわずかに反応する。

　兄きよう妹だい、というワードには反応せざるをえない三人だった。

「私は翠璃みどり先せん輩ぱいを通して、桜さく羽らば真しん太た郎ろうさんとも知り合ったのよ。それから、三人の間になにがあったかは──大人の話ね。たとえ、春はる太たくんと雪ふ季ゆさん、晶あき穂ほにも話すようなことでもないわね」

「……ええ、俺も別に聞きたくありません」

　そこが肝かん心じんなのかもしれないが、父と母、その浮うわ気き相手の話を聞き出す必要はないだろう。

　少なくとも、雪ふ季ゆには聞かせたくない。

「でも、一つだけ春はる太たくんに話しておきたいことがあるの」

「なんでしょうか……」

　春はる太たは、思わず身構えてしまう。

　ここまでの話だけなら、秋あき葉はに好意を持つには至らなくても、二度と食事もしたくないと思えるほどでもない。

「翠璃みどり先せん輩ぱいが、どうして亡なくなったか知ってる？」

「え？　ああ、はい。交通事故だったって聞いてますけど……」

「真しん太た郎ろうさんも、さすがにそれくらいは話したか。でもね、春はる太たくん」

　秋あき葉はは、じっと春はる太たの目を見つめてから──

　テーブルに頰ほお杖づえをついた。

「私がね、あなたのお母さんを殺したの」







　河か岸しを変えましょう。

　そう言うと、晶あき穂ほ母は立ち上がった。

　春はる太たはそんな言い回しを初めて聞いた。

　つまり、別の店に移動するという意味らしい。

　春はる太たは秋あき葉はの言葉に、さほどの衝しよう撃げきは感じていない。

　まさか、秋あき葉はが春はる太たの母の首を絞しめたり刺さしたりして殺したとは思えないからだ。

　もちろん、寿す司し屋やの支し払はらいは晶あき穂ほ母がしてくれた。

　総額いくらだったのかは、怖こわいので想像もしていない。

　春はる太たには、晶あき穂ほ母の言葉の意味より金額のほうが怖こわいくらいだ。

「お兄ちゃん、これで帰ってもいいと思います」

「……万単位のおごりだぞ。ここでごちそうさまって帰るわけにはいかんだろ」

　店を出ると、春はる太たの袖そでを引いてボソボソとささやいてきた雪ふ季ゆに答える。

　晶あき穂ほ母の目的は、まだ達せられていないはず。

　高いエサだけ食わせて逃にげられてはたまらないだろう。

「いんや、あたしも帰ってもいいと思うけど？」

「俺も一応、礼れい儀ぎってものをわきまえてるんでな」

　春はる太たたちの話が聞こえたのか、晶あき穂ほが話しかけてくる。

　晶あき穂ほ母のほうは、まだ支し払はらいに時間がかかっているのか、出てこない。

「言っとくけど、さっきお母さんが言ってた話、あたしも知らないからね？」

「……だろうな」

　晶あき穂ほはいつもどおりクールを装よそおっていたが、驚おどろきを隠かくし切きれていなかった。

　母親が本当に人を殺したなどとは思っていないだろうが。

「それとも、警察に通報するべき？」

「おまえ、母親にも容よう赦しやないな」

　晶あき穂ほの場合、本気でやりそうなところが怖こわい。

「大だい丈じよ夫うぶです、なにかあればお兄ちゃんが取とり押おさえてくれますから。ウチの兄は不死身です」

「いや、殺されたら普ふ通つうに死ぬからな、俺」

　妹の盲もう信しんは普ふ段だんは嬉うれしいが、たまに怖こわい。

「でも、雪ふ季ゆ。おまえは今日はもう帰っていいぞ。タクシー代やるから」

「いえ、さっきのお話を聞いて一人だけ帰るなんて無理ですよ」

「……そりゃそうか」

　たとえここで雪ふ季ゆを帰らせても、晶あき穂ほ母の発言の真意が気になって仕方ないだろう。

「ああ、寒いとこお待たせしちゃってごめんなさい。顔見知りの店員さんとちょっと話し込んじゃってて」

「あ、いえ。ごちそうさまです。マジで美う味まかったです」

　店から出てきた晶あき穂ほ母に、春はる太たはぺこりと頭を下げる。

　雪ふ季ゆも兄にならい、小声で「ごちそうさまでした」と言って一礼する。

「いえいえ、どういたしまして。それじゃ、二に軒けん目めにいきましょうか。バーってわけにもいかないし、女の子のいるお店はもっとまずいわよね」

「あっ、あたしいかがわしいお店にちょっと行ってみたい。ハルも行きたいよね？」

「当然のように同意を求めんな！」

　興味がないと言ったら噓うそになるが、妹と一いつ緒しよに美人に接待されるお店に行くなど、なんの拷ごう問もんなのか。

「お兄ちゃん……そういうお店、行ったことあるんですか？」

「そんなに人生経験豊富じゃねぇよ」

　案の定、素す直なおな妹が春はる太たを疑い始めていた。

　危ないところだった。







　二に軒けん目めは、落ち着いたカフェだった。

　照明がなにやらムーディで、ジャズなど流れていて、春はる太たはどうも落ち着かない。

　テーブル席で、春はる太たと雪ふ季ゆが並んで座り、その向かい側に晶あき穂ほと秋あき葉は母娘おやこが並ぶ形だ。

　春はる太たと秋あき葉ははコーヒー、雪ふ季ゆはココア、晶あき穂ほはハーブティーを飲んでいる。

「ふう……いいお店でしょ？　大学の頃ころからよく通ってるのよ、ここ」

「あの、言い忘れてましたけど、妹はまだ中学生なんで……」

「わかってるわ。遅おそくまで連れ回せないわよね。話は手て短みじかに済ませるわよ」

　秋あき葉ははコーヒーを一口すすり、ソーサーの上に置いた。

「私、翠璃みどり先せん輩ぱいとはしょっちゅう会ってたのよ」

「え？　ああ、大学は別になったけど──ってさっきも言ってましたね」

　春はる太たが聞き返すと、秋あき葉はは頰ほお杖づえをついた。

「ええ、私は娘むすめと同じで無愛想だから、すぐに人間関係リセットしちゃうんだけど、翠璃みどり先せん輩ぱいとは不思議と長続きしたのよね」

「母は五年前に亡なくなったって話でしたけど……」

　口を挟はさむのは春はる太ただけだ。

　雪ふ季ゆも晶あき穂ほも、黙だまって飲み物をすするだけ。

「春はる太たくん、星ほし河かわ病院って知ってる？」

「ああ、けっこうでかい病院ですよね」

　桜さく羽らば一家は全員健康なので、お世話になったことはないが、このあたりでは有名だ。

　電車で二〇分ほどかかる距きよ離りにあるが、大きな総合病院なので春はる太たでも知っている。

「翠璃みどり先せん輩ぱいは、成人してから何年もあそこで入退院を繰くり返かえしてたの」

「入退院……どこか悪かったんですか？」

「元々、身体からだが弱かったのよ、先せん輩ぱいは。子供の頃ころは二〇歳まで生きられないなんて言われたこともあったとか。二〇歳までって、決まり文句みたいになってるわよね」

「……軽音楽部で元気にやっていたのでは？」

「意外と元気になるのもよくあることよ。ただ、翠璃みどり先せん輩ぱいはそれが長続きしなかったの」

「…………」

　春はる太たの母も、若くして──おそらくまだ学生の頃ころに春はる太たを出産している。

　休学したのか辞やめたのか、わからないが……。

　あるいは、出産ののちに体調を崩くずしたのではないか？

「翠璃みどり先せん輩ぱいは、春はる太たくんを産んだことはまったく後こう悔かいしてなかった。それだけは、先せん輩ぱいの友人として保証できるわ」

「……ありがとうございます」

　まるで春はる太たの思考を読んだかのような話だった。

　だが、春はる太たは秋あき葉はのその言葉を信用できる。

　写真で見た、赤あかん坊ぼうの春はる太たを抱だいた母の顔は喜びに満ちていたからだ。

「ちなみに、星ほし河かわ病院って翠璃みどり先せん輩ぱいの親しん戚せきが経営してるのよね」

「え、親しん戚せき？」

「君のお母さんの実家──山やま吹ぶき家けはとんでもない大金持ちよ。医者に弁護士、政治家までいる。上流階級の見本みたいな一族なのよね」

「…………」

　つまり、春はる太たにとっても親しん戚せきということになるが──

　母が家の事情で春はる太たから引ひき離はなされ、会いに来られなかったという話は聞いている。

　どう考えても普ふ通つうの家ではないのだろうと、想像はついていた。

「ついでに言うと、晶あき穂ほも翠璃みどりさんに何度か会ったことあるわよ」

「えっ？　記き憶おくにないけど」

　突とつ然ぜん話を振ふられて、晶あき穂ほがきょとんとする。

「まだ小さかったからね。急に、翠璃みどりさんが会ってみたいって言い出したのよ。会わせたら大喜びで、『もう私の子にしたい』とかはしゃいでたわ」

「…………」

　晶あき穂ほは、カフェのテーブルを見つめて考え込んでいる。

　記き憶おくを辿たどっているのだろう。

「そういえば──」

「あら、覚えてた？　まあ、五、六歳の頃ころだったから覚えてても不思議はないわね」

「……うーん、お母さんの友達なんてレアだからね。覚えてそうなもんだけど、やっぱダメ」

「晶あき穂ほちゃん、できればお母さんを傷つけずに言ってくれないかしら。翠璃みどり先せん輩ぱい、この子を養子にしなくてよかったんじゃない？」

「母よ、あなたも娘むすめを傷つけてるよ」

　こんなときでも軽口の応おう酬しゆうをやめられない母娘おやこだった。

「残念ながら、晶あき穂ほをあげるわけにはいかなかったけどね。こんなのでもお腹なかを痛めた我が子だから。あー、出産キツかったわー。二度とごめんだわー」

「ウチの母が、産んだことを恩に着せようとしてる件について」

　再び睨にらみ合あう、月夜見母娘つくよみおやこ。

　なんだかんだで、やはり仲の良いい二人だ。

「お兄ちゃんのママは……お兄ちゃんに会えない代わりに晶あき穂ほさんに……？」

「そういうことね。翠璃みどり先せん輩ぱいは愛情を向ける対象を求めてたのよ」

「俺の代わりに……」

　写真で見た母は、優やさしそうな人だった。

　あの人は、その溢あふれる愛情を誰だれかに向けずにはいられなかった──

　多少歪ゆがんではいるが、春はる太たにも納なつ得とくできる話だ。

「私にも断る理由はなかったわ。娘むすめに会わせるだけなら減らないもの」

「ですが、自分の子供が誰だれかの代わりに……だいたい秋あき葉はさんとお兄ちゃんのママって……いえ、すみません。余計なことでした」

「そこはね、気にしなくていいのよ、雪ふ季ゆちゃん」

　秋あき葉はは、にっこり笑ってコーヒーを一口飲んだ。

「一いつ般ぱん論ろんなら、私と真しん太た郎ろうさんが責められるべきなんだろうけどね。真しん太た郎ろうさんと結けつ婚こんしてたのは翠璃みどり先せん輩ぱいで、私がやったことは世間では認められないのもわかってるわ」

「そ、そうです！　お兄ちゃんは優やさしいのでなにも言えないなら、私が──」

「お、おい、雪ふ季ゆ。落ち着けって」

　もちろん、春はる太たも父と生みの母、それに秋あき葉はの関係が気にならないと言ったら噓うそになる。

　だが、母は既すでにこの世の人ではないし、晶あき穂ほも秋あき葉はも父を責める素そ振ぶりは見せていない。

　ならば、春はる太たがどうこう言うことではない──

「翠璃みどり先せん輩ぱいの本心なんて、私にだって──本人にもわからないかもしれない。でも、あの人は最後まで私の友達でいてくれたわ。私は、それ以上は深く考えないことにしたの。それ以上は、今はもう考えても答えは出ないことだしね」

「…………そういうことだ、雪ふ季ゆ」

「は、はい……」

　雪ふ季ゆは、春はる太たの言葉にこくりと頷うなずいた。

　秋あき葉はの言うとおり、山やま吹ぶき翠璃みどりが亡なくなっている以上、誰だれかが誰だれかを責めてみても意味はない。

　文句を言えるとしたら、晶あき穂ほだろうが──

「そうそう、あたしだって別に気にしてないし。母親だけでキャラ濃こすぎなんだから、これ以上オヤジがどうとか絡からんできたら、ウザくてしゃーないね」

「……おまえはおまえでクールすぎる」

　初期の晶あき穂ほの印象はクールキャラで、実はそうでもなく面めん倒どうくさいところも多々ある──

　だが、こうしてクールな顔も思い出したように見せるので、困こん惑わくさせられる。

「あ、すみません。話の脚あしを折ってしまって……」

「話の腰こし、な」

　春はる太たが少し教養の足りない妹にツッコミを入れ、雪ふ季ゆは顔を赤くする。

「いいのよ、私も言いたいこと言ってるんだしね。でも、私の話はもう終わるから」

「は、はい……ご静せい聴ちようします……」

　雪ふ季ゆは、すすっと春はる太たに寄より添そってくる。

　また人見知りモードが発動しているらしい。

「五年前──翠璃みどり先せん輩ぱいはね、もう自分が長くないって思ったみたい。あとで担当医に聞いた話、実際にそのとおりだったのだけど。それでね──」

　秋あき葉はが、じっと春はる太たを見つめてきた。

「最後に、どうしても息むす子こに会いたくなったのね。まあ、当然だわ。入院中も、あなたのことばかり気にしてたから」

「……会いに来れば、ウチの父も母も拒きよ否ひはしなかったと思いますよ」

「は、はい、パパとママなら……」

「でしょうね。でも、離り婚こんしたばかりの頃ころは翠璃みどりさんは春はる太たくんに近づけないように見張られてたし──五年前は、もう自力で会いに行く体力もなくて、病院からの外出も禁止だったの」

「そんなに悪かったんですね……」

　五年前なら、春はる太たは十一歳。

　その気になれば、電車に乗って星ほし河かわ病院に行くくらいは簡単にできた。

　生みの母の存在さえ知っていれば──

「翠璃みどりさんには、悪い後輩がいてね。無茶を承知で、翠璃みどりさんが息むす子こに会うために病院を抜ぬけ出だすのを手伝っちゃったのよ」

「……………………」

「桜さく羽らば家けに向かう途と中ちゆうで車を降りたの。息むす子こが住んでる街を見たいって、翠璃みどり先せん輩ぱいが言い出してね。でも、悪い後こう輩はいがうっかり目を離はなしてしまった。翠璃みどり先せん輩ぱいは、もう歩くのもおぼつかなかったのに。そのせいで──あの人は死んだわ」

　秋あき葉はは、コーヒーカップを手に取った。

　春はる太たは、晶あき穂ほ母のその手がわずかに震ふるえているのを見た。

　母は事故で亡なくなったと、そんな話を春はる太たは思い出す。

　だが、母が死んだ事故は単純なものではなく──

「悪い後こう輩はいが、翠璃みどりさんを──君のお母さんを殺したのよ」







　24インチモニターに、〝ＤＥＦＥＡＴ！〟と大きく赤文字で表示された。

　毎度おなじみＦＰＳゲーム〝ＣＳ64コールサインシツクスフオー〟、６ｖｓ６でひたすら敵チームをキルする〝キルゼムオール〟ルール。

　春はる太たのチームは、デス数がキル数を大おお幅はばに上回る惨ざん敗ぱいをくらってしまった。

「くっそ、６キル15デスとか笑えねぇー……」

「うーん、中ちゆう盤ばんでの全落ちが致ち命めい的てきでしたね。あのときに、敵に強ポジに陣じん取どられて完全に守りを固められましたからね。フルパーティにアレをやられると打開は不可能です」

「うわっ!?　ふ、雪ふ季ゆ!?」

　モニターの前に座っている春はる太たの隣となりに、いつの間にか雪ふ季ゆが現れていた。

　モコモコのあたたかそうなパジャマにショートパンツ、足元にも分厚い靴くつ下したをはいて、防寒対策は完かん璧ぺきだ。

「お、おまえ、寝ねたんじゃないのか？」

　春はる太たが時計を確かく認にんすると、夜中の二時を過ぎている。

　雪ふ季ゆは昼間にたっぷり勉強しているし、零れい時じくらいにはベッドに入るのが常だ。

「透とう子こちゃんはもうスヤスヤですよ。一度寝ねたら起きないんですよね、彼女。旅館の従業員は寝ねられるときにぐっすり寝ねられるように訓練されてるとか。あ、それより──」

「ん？」

「お兄ちゃん、前に出すぎでしたよ。敵は明らかに陣じん形けい固かためにきてましたから、迂う闊かつに突つっ込こまずに投げ物とかスナイパーライフルで牽けん制せいしてから攻せめないと」

「ゲームのダメ出ししにきたのかよ」

「そうでした。これ、持ってきたんです、どうぞ」

「あ、ああ……サンキュー」

　春はる太たも今気づいたが、床ゆかにトレイが置かれてそこにホットミルクのカップが二つある。

「夜中なのでコーヒーはやめておいたほうがいいかと思いまして」

「ああ、喉のども渇かわいてたし、ちょうどいい。助かるよ」

　春はる太たはカップを取り上げ、熱いミルクをすする。

「ふう……美う味まい。いい熱さだ。さすが雪ふ季ゆ、気が利きくな」

「えへへ……ぽかぽかしますね。今日は食べすぎたせいでしょうか、どうも寝ねつけなくて」

「ああ、それで起きてたのか」

　春はる太たは満腹になると眠ねむくなるが、雪ふ季ゆは逆らしい。

　確かに雪ふ季ゆの場合、今夜の食事量は明らかに胃のキャパを超こえていた。

「そしたら、お兄ちゃんがゲームしてたので。ゲームしてると飲み物ほしくなりますよね」

「まー、対戦ゲーしてると特にそうだな。緊きん張ちようしてるからだろうなあ」

　雪ふ季ゆもゲームを遊ぶときは、必ず飲み物をそばに置いている。

　もっとも、雪ふ季ゆはゲーム中に身体からだが動くタイプなので、離はなれたところに置かないと、カップやペットボトルを倒たおして大だい惨さん事じだ。

「お兄ちゃん、こんな時間までゲームなんて最近では珍めずらしいじゃないですか」

「期末テストが終わって解放されたからな。雪ふ季ゆに内ない緒しよでＣＳ64シーロクのランク上げて、〝エリミネーター〟になろうかと」

「ＳＳランクの上じゃないですか！　日本でもほんの数人しかいませんよ！　ダ、ダメです、そこまで上がられたら追いつけません！」

「兄貴は常に一歩先を行きたいんだよ」

　春はる太たは本気で焦あせっている雪ふ季ゆの頭を、ぽんと軽く叩たたく。

「ＣＳ64シーロクに関しては何歩も先を行かれてますけどね……ぐぬぬ、受験さえなければ」

　じろっ、と雪ふ季ゆが大きな目を細めて睨にらんでくる。

　顔が天才すぎて、睨にらんでいても可か愛わいいのが凄すごい。

「ああもうっ、私は真面目な話をしにきたのに」

　雪ふ季ゆはカップをトレイの上に置き、春はる太たの隣となりにぴったりと寄より添そってくる。

「お兄ちゃんは優やさしい人ですから」

「なんだ、いきなり？」

「優やさしいから──実のママのことは気にしてないフリをしても、本当は気になって仕方ないんですよね？」

「…………」

「もう亡なくなっていても……亡なくなってるから、余計に。実のママのお話を聞いて、あんなお話を聞いて、落ち着いてゲームなんてできませんよね」

「……雪ふ季ゆに隠かくし事ごとはできないな」

「当然です」

　ぐっ、と雪ふ季ゆがさらに身体からだをくっつけてきた。

　柔やわらかな感かん触しよくと、シャンプーの甘あま酸ずっぱい香りが伝わってくる。

「私は物心ついた頃ころから、十年以上も妹をやってきたんですよ。悪いですけど、晶あき穂ほさんよりお兄ちゃんのことをわかってます。誰だれよりもわかってます」

「そこは……さすがに晶あき穂ほもかなわないな」

「私、実は負まけず嫌ぎらいなんです」

「知ってるよ」

　春はる太たは、雪ふ季ゆの小さな頭を優やさしく撫なでてやる。

「だから、誰だれよりもお兄ちゃんの気持ちをわかりたいんです。お兄ちゃん、今日は私に甘えてみませんか？　妹じゃなくて……カノジョだと思って」

「どさくさに紛まぎれて自分の野望を果たそうとしてるな」

「あ、バレました？」

　可か愛わいく舌を出す雪ふ季ゆ。

　冗じよう談だんめかしているが、春はる太たを慰なぐさめるモードが続いているのは明らかだ。

　雪ふ季ゆが春はる太たをよく理解しているように、春はる太たもまた誰だれよりも雪ふ季ゆを知っている。

「妹だろうとなんだろうと、年下に慰なぐさめられるのはな。こんなデカいナリして、キモいだろ」

「お兄ちゃん……いいじゃないですか。今夜は、思ってることを吐はき出だしてください」

　雪ふ季ゆは本気で甘えてもらいたがっているようだ。

「でも、そうだな。俺の母親は、あくまで母さんだ。それは変わらない。けど……今夜、秋あき葉はさんに話を聞いて、翠璃みどりって人が存在感を持つようになった」

「そうですね……これまでは、写真を一枚見て、お墓参りしただけですからね」

「バンドをやってたとか、身体からだが弱かったとか──最後は俺に会いにきたとか。いくつかエピソードトークを聞いただけなのにな、どっかで会った気さえしてきたよ」

「いえ、会ってることは会ってますよね」

「そうだった」

　春はる太たは生みの母から出産直後に引ひき離はなされたらしいが、一度も顔を合わせていないということはありえない。

　物心ついていないので、母の記き憶おくがあるはずはないが。

「会ったような気がしたからかな……もう俺を産んだ母親はいないんだって実感が湧わいてきたんだよ」

「お兄ちゃん……」

「五年前っつーと、俺が十一歳とかか。会っていればもう親の事情を理解できる歳としだったし、もう一人の母親として受け入れることもあったかも」

　だからこそ──悲しい。

　誰だれのせいで生みの母が死んだか、それは正直気になっていない。

　秋あき葉はが気にしているのはわかっていても、彼女を責めようという気持ちは湧わいてこなかった。

　春はる太たは、実の母がもうこの世にいないことが。

　決して母の声を聞くことはないと実感できてしまったことが、悲しい。

「お兄ちゃん、もう少しお話ししましょう。コーヒー、淹いれましょうか？」

「ああ、頼たのむ。今夜は雪ふ季ゆを寝ねかさないかもな」

「ちょっとドキドキしますね。私もココア、いただきます」

　雪ふ季ゆは冗じよう談だんめかして言い、カラになった二つのカップをトレイに載のせて立ち上がった。

　真夜中に雪ふ季ゆと二人きりでいても、今夜だけは絶対になにも起きないだろう。

　だからこそ、春はる太たは今は雪ふ季ゆがそばにいてくれることを素す直なおに受け入れられた──
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第６話　妹はワクワクを抑おさえられない






「お疲つかれさまです！」

「お疲つかれさま、じゃないんだぜ、サクよ」

　ゲームショップ〝ルシータ〟の事務室にダッシュで飛び込んだ春はる太たに、不ふ機き嫌げんそうな声がかかった。

　事務室のパイプ椅い子すに、陽向ひなた美み波なみがふんぞり返って座っている。

　セミロングの赤い髪かみに、口元のホクロ、銀のピアス。

　胸のふくらみを強調するタートルネックセーターに、白のミニスカート。

　いつものことながら、無む闇やみやたらと色っぽい女子大生だった。

「十分も遅ち刻こくだよ。たるんどるなあ」

「すみません、美み波なみさん！　バイト前にちょっと仮か眠みん──と思ったら、起きられなくて！」

「よし、素す直なおに理由を話したのは悪くない」

　美み波なみは、うんうんと頷うなずく。

「でもサク、いくら優やさしくて美人で美人な美み波なみ先せん輩ぱいでも、寝ね坊ぼうを見み逃のがしちゃ他のバイトに示しがつかないね」

「陽向ひなたさん、君も昨日遅ち刻こくした記き憶おくがあるんだけど……」

「でも、まずは仕事だよ。ほら、タイムカード押してエプロン着けて。仕事の失敗は仕事で挽ばん回かいするんだよ」

「僕の話、聞いてないよね。というか、陽向ひなたさんもタイムカード押してるのにまだ仕事始めてないね」

　ボソボソと事務室の隅すみで美み波なみにツッコミを入れているのは店長だ。

　ヒゲ面づらの中年で、世界一有名な配管工に似ている。

「気にしなくていいからね、桜さく羽らばくん。そんなに全速力で駆かけ込こんでこなくてよかったのに。ゆっくり出てくるといいよ」

「は、はい、店長、ありがとうございます」

　店長はドアを開けて、フロアへと出て行った。

　春はる太たは息を整えてからタイムカードを押し、ロッカーからエプロンを取り出して着ける。

「ほら、タオルあげる。汗あせだくでお店出たらお客さんが不ふ愉ゆ快かいでしょ」

「あ、すみません」

　春はる太たは、美み波なみが投げてよこしたタオルを受け取る。

　洗って使っていないタオルらしく、ふわっといい香りがする。

「まあ、ツンデレ先せん輩ぱいゴッコはともかく……」

「ゴッコだったんですか」

　もっとも、春はる太たも美み波なみが説教するタイプではないとよく知っているので、あまり真に受けていなかった。

「どしたん？　勉強で疲つかれてた──ってことはないか。もう冬休みみたいなもんでしょ？」

「ええ、終業式までほぼ休みですね。ゆうべ、遅おそくまでゲームしてたんで」

「単純な理由だね。ま、この時期はお布ふ団とんから出たくないよねえ」

　美み波なみが昨日遅ち刻こくした理由が判明したようだ。

　春はる太たの場合は、別に今が寒い時期だということは関係ない。

　昨夜は遅おそくまで雪ふ季ゆとゲームで遊んでいて、今日は眠ねむくて仕方なかった。

　ただ、バイト前に軽く寝ねておこうとしたのは間ま違ちがいだった。

　ゲームのせいというより、秋あき葉はからあんな話を聞かされていつもどおり眠ねむれるはずもなかったが……。

「まあ、急ぐことはないね。ほら、これさっき買ってきたお茶だけど、あげる」

「ありがとうございます」

　なんだかんだで親切な美み波なみだった。

　ペットボトルのお茶を受け取り、ごくごくと飲む。

「ふぅ……いえ、くつろいでる場合じゃないですね。フロアに出ないと」

「新作の発売日か大量買い取りでもなきゃ、三人も必要ないけどね。なんならワンオペ余よ裕ゆう」

「店長は発注とか値付けとかあるんでしょう。フロアに出てもらっていいんですかね……」

　フロアでのレジや陳ちん列れつ、店内のチェックは春はる太たや美み波なみたちバイトの仕事だ。

　店長の本来の仕事は、この事務室での事務作業のはず。

「まあ待ちなって。テンチョーはフロアに出るの好きなんだから。お客さんがゲームを満足げに眺ながめてるのを見て満足してんだよ」

「……さすが元常連ですね」

「サクも元常連でしょ。君ら兄きよう妹だいは、テンチョーのお気に入りなんだから。テンチョー、サクの妹さんがワゴンのゲームを嬉うれしそうに買っていくと、ずーっとご機き嫌げんだったね」

「意外なところで人を笑え顔がおにしてたんですね、ウチの妹」

　店の利益という意味では、春はる太たたちのお買い上げ額など微び々びたるものだが。

　桜さく羽らば家けの天使は本人もあずかり知らぬところで、世界に優やさしさを振ふりまいていたらしい。

　とりあえず、春はる太たがお茶を飲み終えてから。

　店長と交代して、春はる太たと美み波なみはフロアに出た。

　客の姿はなく、春はる太たがレジにつき、美み波なみはレジ前のワゴンに商品を陳ちん列れつしていく。

「ああ、美人の妹ちゃんは元気？　受験勉強の調子はどう？」

「大だい丈じよ夫うぶそうですね。一いつ緒しよに受験する友達もできたんで」

「へぇ、ミナジョだっけ。あそこ、おとなしい子が多くて雰ふん囲い気きも良いいって聞くなあ」

「よく知ってますね……って、そういえば美み波なみさんも地元こっちなんでしたね」

　美み波なみは一人暮らしなので、ついヨソの出身のように思ってしまう。

「そうそう、ミナジョに行った友達も何人かいるよん」

「そういや、聞いたことなかったですね。美み波なみさんは、どこの高校だったんです？」

「聖リーファ女学院」

「ふざけてます？」

「ふざけてねぇーっ！」

　今の会話には補足が必要だ。

　聖リーファといえば、お嬢じよう様さまか超ちよう優等生が通う女子高で──

　何気に才女の氷ひ川かわ涼風すずかが通っている学校でもある。

　意外に優等生な春はる太たがたとえ女子であったとしても、合格は厳しい難関校だ。

「あのね、これでも高校時代はすげー優等生だったんだよ。ウチの母が厳しくてねー、地元なら聖リーファくらいじゃないと受験料も出してくれない勢いで」

「そりゃ凄すごいっすね……」

　トップ以外は認めない、と言ってるのも同じだ。

「あれ？　でも美み波なみさん、今通ってる女子大は二りゅ──普ふ通つうですよね？」

「そのとおり、二流だよ。でも、面おも白しろい講義が多いの。ロリ時代から厳しくされ続けた反動で、美み波なみさんは大学は自分が行きたいところに行くとダダをこねました」

「はぁ、なるほど」

　親をねじ伏ふせて、自分の希望を押し通したらしい。

　おしとやかな美み波なみなど、春はる太たには想像もつかないが、そちらがいかにも彼女らしいやり方だ。

「ま、美み波なみなんてまだマシだったよ。女の子だからって親も手加減してくれたからね。ウチの弟なんて──」

　そこまで言って、美み波なみはワゴン内を整理していた手を止めた。

「うわ、これパッケが割れてる。たまに見み逃のがしあるんだよね。サク、そっちに置いといて」

「はい」

　春はる太たは美み波なみからソフトを一本受け取り、回収用の箱に収めておく。

「えーと、なんの話をしてたっけ？」

「どこのご家庭も、親とはいろいろあるもんですねって話ですよ」

「おや？　なんか、意味深じゃん？」

「いえ、俺のトコなんてたいしたことは……」

　関係が複雑極きわまりない上に、どう判断していいかわからないことも多いだけだ。

　昨日の、晶あき穂ほ母の告白を思い出す。

　だが、春はる太たは月夜見つくよみ秋あき葉はにあんな衝しよう撃げきの告白をされても──自分がどう反応すればいいのか、決めきれずにいる。

　なにも言えなかった春はる太たに、秋あき葉はは残念そうな顔をしていたが──

　もしかすると、あの魔ま女じよは春はる太たに責められたかったのかもしれない。

　だが、春はる太たには晶あき穂ほ母を責める理由を見つけられなかったのも事実だ。

「まー、美み波なみも人様の家庭にまで踏ふみ込こむほど図ずう々ずうしくないからね。聞きはしないけど」

「そうしてもらえると助かりますね」

　春はる太た周辺の血けつ縁えん関係、春はる太たの母の話──

　この物事に動じない先せん輩ぱいでも、ドン引きすること確実だ。

「そうしてあげるからさー、サクよー、たまには美み波なみにもかまえよ？」

「それが大学生の台詞せりふですか？」

「まだ厳しくされた反動があるのさ。メンタルは中学生みたいなもんだよ」

　まったくそのとおりだった。

「つーか、もうすぐクリスマスじゃん。サクはあのちっこいカノジョとイイコトすんの？　遂ついにご休きゆう憩けいからお泊とまりに？」

「妹の受験が近いんで、俺もおおっぴらにははしゃげないですね」

「そんなこと気にすんの？　予定ないなら、ちょうどいいけど。なんと、奇き跡せき的てきに美人の美み波なみさんもフリーだから、デートしちゃう？」

「堂々と後こう輩はいを浮うわ気きに誘さそわないでください。だいたい、店はクリスマスも営業するのでは？」

　クリスマスプレゼントにゲームを買いに来る親も多いのではないか。

　オモチャ屋ほどではなくても、そこそこの稼かせぎ時だろう。

「大だい丈じよ夫うぶ、大だい丈じよ夫うぶ。クリスマスはテンチョーが働いてくれるから」

「店長、妻も子もいるんでしょ？　クリスマスに出勤させるのは可哀かわい想そうじゃ……」

「そんなこと言ったら、社会人の大半が可哀かわい想そうになっちゃうよ」

「そりゃそうですね……」

　春はる太たはまだ気楽な学生の身分だが、社会は厳しいようだ。

「あ、じゃあさあ、サクとその愉ゆ快かいな仲間たちと一いつ緒しよにクリパやろうぜ！」

「俺の愉ゆ快かいな仲間たち!?」

「ちっこいカノジョと、妹さんと──サクが家庭教師してる子とか、いろいろ取とり揃そろえてるんでしょ？」

「俺が揃そろえたわけじゃないですけどね……」

　周囲の人間のバリエーションが豊富すぎて、困っているくらいだ。

「妹さんとか受験生も、一いつ瞬しゆんぱっとハシャぐくらいはしなくちゃ。二時間くらい遊んだって、受験に支障はないでしょ？」

「そりゃそうですが……」

　少しくらいはＯＫ、で妹を既すでにかなり甘やかしている気もするが。

「そうと決まれば会場を手配しないと。こいつは忙いそがしくなってきた！」

「店で忙いそがしく働いてください……」

　どうやら、美み波なみを止めることはできそうにない。

「ほほー、おもろそうな話しとるやん、サクラくん」

「ひ、氷ひ川かわ……!?」

　いつの間に、店内に入ってきたのか。

　上品な白いコートに、マフラーを巻いた氷ひ川かわ涼風すずかの姿があった。

「聖リーファの学校指定のコートか。美み波なみの後こう輩はいだね」

「あっ、先せん輩ぱいなんですか？　一年の氷ひ川かわ涼風すずかいいますー。サクラくん──桜さく羽らば春はる太たくんとは、中学んときにただならない関係でー」

「ほほう、詳くわしく」

「詳くわしく聞き出さなくていいです！　なにしにきたんだよ、氷ひ川かわ!?」

「お客さんに舐なめた口利きくやん？　同じ接客業やってる身として、聞き流せへんなあ」

「おまえも店で俺らにタメ口利きいてただろ」

　涼風すずかにだけは、接客態度をどうこう言われる筋合いはない。

「はは、口が減らんなあ。いや、この前はサクラくんに仕事中の姿を見られて辱はずかしめられたからなあ。今度は、サクラくんのバイト姿をじっくり見物したろと思って。妹からバイト先を聞いてきたんよ。でも、普ふ通つうの格好なんやなあ」

「おまえが専門店でもないのに、あんな服着てるのがおかしいんだよ。俺が執しつ事じ服ふくでも着てバイトしてると思ってたのか？」

「せやったらおもろかったのに。もっとどん欲に笑いを取りにいかんと」

「おまえはひと笑いがほしくて、メイド服着てんのかよ。つーか氷ひ川かわはゲームしねぇだろ。ウチの店にきてどうすんだよ」

「ゲームを遊ばない人にススメて、客層を拡ひろげんと頭打ちになるで？」

「ゲームショップの、それもバイトが業界の拡大まで考えてどうすんだよ」

「君ら、面おも白しろいねえ。氷ひ川かわさんだっけ。ウチの母校は楽しい人材を育ててるみたいね」

　美み波なみがケラケラと楽しそうに笑っている。

　確かに、聖リーファの教育は名門校の割に勉強一いつ辺ぺん倒とうではないようだ。

「ああ、そうや。クリパのお話でしたね。えーと……陽向ひなた先せん輩ぱい」

　涼風すずかは、美み波なみが胸に着けているネームプレートを読んだらしい。

「陽向ひなた先せん輩ぱい、実は私の家、カフェを経営してるんですよ。クリパの会場をお探しならご相談に乗れますよ」

「ほほう、それこそ詳くわしくだね」

「…………」

　たちまち美み波なみが興味を示して、涼風すずかのほうに身を乗り出している。

　春はる太たは、頭が痛くなってきた。

　まさか、こんなところで春はる太たが逆らいがたい女子二人が夢のタッグを組むとは。

　クリスマスパーティはなにも決まっていないのに、早くも波乱は避さけられなくなってきた。







「はぁ……いつになったら脳みそ直結のＶＲでＦＰＳが遊べるようになるんでしょう……現実を捨て去ってガチで撃うち合あいたい……むしろログアウトボタン廃はい止しでおっけーです」

「現実逃とう避ひにもほどがある」

　春はる太たは、妹に苦笑いを向ける。

　雪ふ季ゆはシャーペンを置き、ふうっと息をついてから妄もう言げんを吐はいている。

　だいぶ受験勉強のダメージが大きいらしい。

　このゲーマー妹は、〝ログアウトできないデスゲーム〟をむしろ喜びそうで怖こわい。

「なあ、透とう子こ。雪ふ季ゆはいつもこんな話をしてんのか？」

「それは、お兄さんのほうがご存じでは」

「……そうだな」

　十二月も中ちゆう旬じゆんを過ぎつつある、平日の夕方。

　今日は透とう子この塾じゆくも休みで、春はる太たが雪ふ季ゆたちの勉強を見てやっていた。

「だいぶ参ってるみたいだな、雪ふ季ゆは。透とう子こはどうだ？」

「私は大だい丈じよ夫うぶです。勉強するためにこちらに来たんですし、このくらいで参っていては……」

「そうは言っても、慣れない環かん境きようだし、大変だろ」

「……お兄さん、なんだか優やさしくなってきましたね」

「そんなことないだろ」

　透とう子こは赤くなってもじもじしていて、なんだか可か愛わいい。

　この可か愛わいく慎つつましい姿が、本来の透とう子こだということを春はる太たはもう理解している。

「お兄ちゃんが、私の目の前で他の女を口説いてる件につきまして」

「ほ、他の女って！　血が繫つながってなくても、私はイトコみたいなものですよ！」

「イトコ同士は結けつ婚こんできるんですよ。透とう子こちゃん、私の義あ姉ねになるつもりですか？」

「際限なく人を疑いますね、雪ふ季ゆさん……」

　春はる太たの目の前で、堂々と女同士の戦いが繰くり広ひろげられている。

　雪ふ季ゆは透とう子こと普ふ通つうに付き合っているかと思ったら、田舎いなかでの揉もめ事ごととはまったく関係ないところで、関係がギスギスしてきたらしい。

「ふう……ギリギリでもいいかと思ったが、今のうちに話すか。良いい報しらせだ、雪ふ季ゆ、透とう子こ」

「え？　なんですかなんですか、お兄ちゃん」

「実はな──」

　美み波なみ発案のクリスマスパーティについて、雪ふ季ゆと透とう子こに説明する。

　既すでに晶あき穂ほ、氷ひ川かわと冷れい泉ぜん、松まつ風かぜには連れん絡らく済みであることも。

　雪ふ季ゆたちへの連れん絡らくは、春はる太たに一任されていた。

「ク、クリパですか！　えっ、私たちも参加していいんですか!?」

「受験生だからって、勉強だけっていうのも可哀かわい想そうすぎるだろ」

「そうです、可哀かわい想そうです！」

「自分で言うなよ」

　春はる太たは、また苦く笑しようしてしまう。

　予想どおりだが、妹は大喜びだ。

「で、でも、いいんでしょうか。クリスマスといっても、受験生なのに……」

　従い姉と妹この少女のほうは、ためらいがあるようだ。

「透とう子こもこんな遠くまで出てきたんだし、クリスマスを楽しみたくないか？」

「ちなみに透とう子こちゃんは、クリスマスっていつもどうしてたんです？」

「ウチは旅館ですから。特に関係なさそうに見えても、クリスマスはほぼ確実に満室になるので、猫ねこの手も借りたい忙いそがしさですね」

「お手伝いだけだったんですか。だったら、透とう子こちゃんもパーティに出て楽しまないと！」

「そうそう、透とう子このほうが勉強できるんだし。できるほうの透とう子こが出ないのはおかしいだろ」

「……できないほうの雪ふ季ゆちゃんがいるような言い方ですね、お兄ちゃん」

　妹が、じろりと兄を睨にらんでくる。

　この素す直なおな妹にしては皮肉が効いた発言だった。

「えーっと……そうだ、会場はＲＵＬＵを貸し切りにできるらしい」

　春はる太たは、ＲＵＬＵが氷ひ川かわの家が経営するカフェであることを透とう子こに説明する。

　残念ながら、氷ひ川かわ涼風すずかと陽向ひなた美み波なみの間で話はまとまってしまったのだ。

「凄すごいですね、クリスマスにカフェを貸し切りにさせてくれるなんて。氷ひ川かわさんのお家うちは、商売っ気が薄うすいんですね」

「言われてみりゃそうだな。カフェだって、クリスマスは客が多そうなのに」

「あ、ひーちゃんに聞いたことがあります」

　雪ふ季ゆが、さっと片手を挙げて発言する。

「ＲＵＬＵはクリスマスに営業するか迷ってたとか。去年、カップルさんが別れ話を始めて、男の人のほうが刃は物ものを抜ぬいたみたいです」

「そんなすげー話、初耳だぞ。危ねぇなあ……」

「客商売をしているとあるあるです。〝そうげつ〟も私が生まれる前に、お客さん同士の刃にん傷じよう沙ざ汰たがあったとか」

「マジかよ」

　透とう子こはさらっと説明したが、大事件だ。

　雪ふ季ゆが「ニンジョーザタ？」と首を傾かしげているのは、意味がわからないのだろう。

「あ、結局ＲＵＬＵの事件は誰だれもケガしなかったみたいですけど」

「そりゃよかった」

　涼風すずかや氷ひ川かわ妹がケガをしていたら、春はる太たもその男をぶん殴なぐりたくなっているところだった。

「ただ、ＲＵＬＵでは一昨年も昼間から大学生のグループが酔よって大おお騒さわぎして、その前の年にはどこかの男子高校生が〝クリスマス中止集会〟を強行したらしいです」

「ＲＵＬＵはやべー奴やつらを吸い寄せるアロマでも焚たいてんのか？」

　同級生と後こう輩はい女子の実家の店で、そんな騒さわぎがあったとは。

　実家の仕事でトラブルにも慣れているであろう透とう子こも、「都会怖こわっ……」とつぶやいている。

「三回続けてクリスマスに笑えないトラブルが起きたので、ひーちゃんたちのパパママも営業するか迷ってるって聞いてました」

「なるほど、ただ店を休むよりは知り合いに貸し切りさせたほうがいいって判断か」

　春はる太たも氷ひ川かわの両親とは面識があるし、主しゆ催さい者の美み波なみは聖リーファという名門校の卒業生だ。

　ＲＵＬＵも貸し切りの相手としては悪くないと思うだろう。

「ですが、パーティをするならやっぱり大おお騒さわぎになるんじゃないですか？」

「お兄ちゃんがいるから大だい丈じよ夫うぶですよ、透とう子こちゃん」

「なるほど、それもそうですね、雪ふ季ゆさん」

「…………」

　なんだろう、この俺への絶大な信しん頼らいは。

　春はる太たは嬉うれしいような、困るような、複雑な気持ちだった。

「まあ、会場も決まったし、雪ふ季ゆと透とう子こも楽しみにしといてくれ。ああ、準備とかは考えなくていいからな？　プレゼント交こう換かんは禁止ってことになったから」

「ええ～」

「そこが準備に時間かかるからな。悪いが、禁止だ。受験生組は特にな」

「しょうがないですね……プレゼント禁止はわかりました」

「……本当にわかってるんだよな、雪ふ季ゆ？」

「はぁい！」

「…………」

　返事のイキがよすぎて、若じやつ干かん不安だった。

　妹は物わかりのいい性格だが、意外と抜ぬけ目めのないところがある。

　必ずしも兄の言いつけを守るとは言い切れない。

　でも、準備もパーティの楽しみのうちだしな……少しくらいは目こぼししよう。

　春はる太たは、ニコニコしている雪ふ季ゆと、従い姉と妹こを不安そうに見つめる透とう子こを眺ながめて一つ頷うなずく。

　パーティのメンツからして不安はあるが、妹たちはトラブルも楽しんでくれるだろう。

　受験生組の気晴らしになってくれれば、言うことはない。

　あとは、最近悩なやみが絶えない春はる太たの気晴らしにもなれば最高だが……多くを望まなくなっている自分に、春はる太たは気づいている。







　多くは望まない、そう決めたはずなのに。

「サクラくん、そんな嬉うれしそうな顔して。元カノのお迎むかえでそこまで喜ばれたら、なんか申し訳なくなるわ」

「……なにしてんだよ、氷ひ川かわ」

　今日、悠ゆう凜りん館かん高校では終業式前最後のイベント、期末テスト結果の返へん却きやく日びだった。

　春はる太たの結果は予想どおりで、中間テストから特に上がってもいないが、下がってもいない。

　多くを望まないと決めた春はる太たにはお似合いの結果だった。

「多くは望まないが、せめて穏おだやかな放課後を過ごしたい」

「おっとり系元カノが現れたんやから、お望みどおりやない？」

「おまえがおっとりしてんのは、ごくごく上うわっ面つらだけじゃねぇか」

　涼風すずかが元カノかどうかはともかく、春はる太たは彼女のことは多少なりとも知っている。

　いろんな意味でタチの悪い女──春はる太たの印象は、それに尽つきる。

「つーか、マジでなんでここにいるんだよ。名門聖リーファの生徒さまが」

「ちゃんと制服見せてへんかったなあ。ほら、似合うやろ？」

　涼風すずかは白いコートの前を開け、中の制服を見せてきた。

　濃のう紺こんのボレロに、胸むな元もとに赤いリボン、それにグレーのミニスカート。

　クラシックでありながら、上品さが漂ただようデザインだ。

　聖リーファは伝統ある名門女子高なだけあって、制服も評判がいい。

「わざわざコートの前を開けて露ろ出しゆつして見せなくてもいい」

「コート開けて露ろ出しゆつて。変態みたいに言わんとって。まあ、ええわ。それより、サクラくん、ちょお顔貸してや」

「な、なんだよ。クリパの話なら、美み波なみさんと打ち合わせしてんだろ？」

「前はふーちゃん、美み波なみちゃんが一いつ緒しよやったし、二人きりになってなかったやろ？」

「美み波なみちゃんって、あの人年上だぞ」

　いつの間に、美み波なみとそんなに打ち解けたのか。

　春はる太たは涼風すずかが頭脳明めい晰せきなだけでなく、コミュ強だったことも思い出した。

「だって、美み波なみちゃんがそう呼んでくれって言うんやもん。それより、ちょっと行こ」

「しょうがねぇな……」

　春はる太たとしても、クリパの件を美み波なみと涼風すずかに任せっきりなのは気になっていた。

　雪ふ季ゆ、透とう子こと冷れい泉ぜんの勉強を見なければならないし、バイトもあるが、そこまで多た忙ぼうなわけでもない。

「サクラくん、話が早はようて助かるわ」

　涼風すずかは嬉うれしそうに言い、先に立って歩き出した。

　春はる太たはその少し後ろを歩きつつ、ふと思い出す。

　そういえば、こんな風にして二人で歩いたことが何度かあったな──と。

　涼風すずかとは〝元カノ〟と言えるほどの付き合いではなかったと思うが、二人きりで下校というカップルのようなマネをしていたのは事実だ。

　横に並ぶことなく、春はる太たと涼風すずかは歩き続け──

「って、おい。ＲＵＬＵに行くんじゃなかったのか？」

「そんなこと言うてないやん」

「…………」

　そのとおり、涼風すずかは目的地を言っていない。

　たどり着いたのは、春はる太たと涼風すずかが通っていた中学校だった。

「まあ、ええやん。卒業生なんやし、遠えん慮りよせんでええやろ」

「我が物顔だな……」

　中学はちょうど授業が終わったところらしく、校門には大勢の生徒たちの姿があった。

　彼らは春はる太たたちに不ふ審しんな目を向けてきて、何人かは「桜さく羽らば先せん輩ぱいじゃね？」「あのすげー可か愛わいい先せん輩ぱいの兄貴じゃん」「つか、氷ひ川かわ先せん輩ぱいのお姉さんもいるし」などとヒソヒソ話している。

　春はる太たたちを知っている生徒も少なくないようだ。

「有名人やねえ、私たち」

「俺は雪ふ季ゆの兄貴として有名なだけじゃねぇ？」

　とはいえ、目立ちすぎなので春はる太たと涼風すずかはさっさと校内に入り、校舎の裏手へ向かった。

「ふぅ……先生に見つかったら怒おこられるんじゃね？　このご時世だし、つまみ出されるかも」

「サクラくんをつまめる先生なんて、そうおらんよ。私も優等生やったし、見つかっても笑って許してくれるわ。職員室でお菓か子し出してくれるかもしれん」

「そりゃ都合良すぎだろ……」

　二人は校舎裏を歩き、非常階段のところまで来た。

　涼風すずかは「よいしょ」と年寄り臭くさく階段に座り、春はる太たは階段の手すりにもたれかかる。

「ああ、こういうのええやん。青春っぽくて」

「青春ねぇ……不法侵しん入にゆうじゃなきゃ、もっと楽しめたんだがな」

「私もサクラくんも中学時代は悪いことの一つもせんタイプやったからなあ。今ならアリやろ、こういうのも」

「卒業してから母校でハシャぐのはダメだろ……つか、なんでここなんだよ、本当に」

「別にたいした用件やないんやけどね」

　涼風すずかはニヤっと笑うと、持っていたスクールバッグからランチボックスを取り出した。

「これ、ＲＵＬＵの新メニュー。クリパで出そう思うとるんやけど、まずは試食してみんと。内輪のパーティでも不ま味ずいものを出すのは老舗しにせの誇ほこりが許さんからな」

「それなら、ＲＵＬＵでよかっただろ……」

　春はる太たは苦く笑しようしながら、涼風すずかが差し出してきたサンドイッチを受け取った。

　それから、「いただきます」と一口齧かじろうとして──

「新メニューっつったよな？　まさか俺で実験しようっていうんじゃ……？」

「ナメたらあかん。私はカフェの仕事は真面目にやっとるから、食べ物で遊んだりはせんわ」

「……悪かった」

「素す直なおに謝れるんが、サクラくんのええトコやわ」

　涼風すずかはにっこり笑い、水すい筒とうも取り出して熱いコーヒーをコップに注ついだ。

「おっ……これ、美う味まいな」

　いちご、それにミカンが丸ごと入った分厚いフルーツサンドイッチだった。

　生クリームもたっぷりで、それでいて甘すぎなく、いくらでも入りそうだ。

「お、ウケたウケた。フルーツサンドは元からメニューにあったんやけど、小さくカットしとったからな。フルーツ丸ごとで食べやすさを両立させるのが難しくてなあ」

「うん、味のバランスもいいし、分厚い割に意外と食いやすいな。いいんじゃないか」

「サクラくんのお墨すみ付つきがもらえたんなら、オッケーやね。ウチのコーヒーも合うやろ」

「甘いフルーツサンドと、苦いコーヒーが意外に合うな。これ、氷ひ川かわのアイデアなのか」

「サンドイッチ系は、私が担当してるんよ。コーヒーと他の軽食はオトン、スイーツはオカンにはかなわんけど、サンドイッチだけは私やないとな」

「ふーん……」

　涼風すずかもまだ高一の子供だが、責任ある仕事を任されているらしい。

「一応、本気であの店を継つぐつもりやからね。もし、流る琉るもその気やったら姉し妹まいで血で血を洗う戦争になるわけや」

「二人でやってく選せん択たく肢しはないのかよ！」

　もちろん、春はる太たも涼風すずかが冗じよう談だんを言っていることはわかっている。

「中学んとき、たまにサンドイッチつくって学校に持って行ってたやろ。クラスのみんなに食べてもろうて、一番素す直なおに感想言ってくれたんが、サクラくんやったんよ」

「なんだ、いきなり。うーん……そうだったか？」

「しかも、割と的確な指し摘てきしてくれたんよね。バターが足りんとかマスタードを入れたらええとか、あんた何者やねんって感じで」

「ウチの妹、サンドイッチつくるのも上う手まいんだよ」

　春はる太たは別に細かい指し摘てきをしていた記き憶おくはない。

　おそらく、雪ふ季ゆのサンドイッチと比べて文句を言っていたのだろう。

「ほー、ふーちゃんの味と比べてたんか。今度、勝負せなあかんな」

「すぐにバトルに持ち込もうとすんなよ」

「はは、でもなあ……まーったく忖そん度たくもせんかったからな、サクラくんは。あのざっくりしてる松まつ風かぜくんとか、無神経な北ほう条じようでも多少は気を遣つかったコメントしとったのに」

「俺、北ほう条じよう以上にノンデリなのか？」

　北ほう条じようは春はる太たや涼風すずかと同おな中ちゆうで、春はる太たとは高校でもクラスメイトだ。

　周りに気を遣つかうことを知らない、困った男でもある。

「はは、そうやな。サクラくん」

「ん？　なん──うおっ!?」

　涼風すずかが立ち上がり、ぐいっと春はる太たの口にサンドイッチを押し込んできた。

　春はる太たはそのままサンドイッチをもぐもぐ食べ、吞のみ込こんでから──

「な、なんだ？　あ、でも美う味まいな。テリヤキチキンサンドか。これは新メニューじゃなくて、前からあるんじゃねぇ？」

「サクラくん、なに食わせても文句ばっかりやったよな。けど、初めて〝美う味まい〟って言うてくれたんがテリヤキチキンサンドやったんよ。それから、私の一番の得意料理はテリヤキチキンサンドや」

　涼風すずかはまた非常階段に座り、コーヒーのおかわりを注ついだ。

　それから、春はる太たにコップを差し出してくる。

「……どうも。でも、得意料理がテリヤキチキンサンドって珍めずらしいな」

「君の周りにいる可か愛わいい子らに比べれば、私なんて普ふ通つうや。でも、普ふ通つうやからって……可か愛わいい子らが隙すきを見せたら私も参戦するかもしれんで？」

「…………」

　バトル好きの涼風すずかが、なんの戦いに参加するつもりなのか。

　春はる太たはそれを訊きけないまま、コーヒーをごくりと飲んだ。

　涼風すずかのコーヒーは苦くて、それでいて春はる太たの語ご彙いではまだ表現できないような深い味わいがあった──











第７話　妹はクリスマスを楽しみたい






　クリスマスパーティ。

　言うまでもなく、陽キャたちの戯たわむれである。

　実のところ、春はる太たはあまり興味のないイベントでもある。

　だが、今年は「興味ない」などとスルーできない事情ができた。

　大切な妹のためなら、陽キャらしい振ふる舞まいもためらわない。

　クリスマス──正確にはクリスマスイブ。

　夕方の六時、カフェＲＵＬＵ。

　現在は、店主の娘むすめたちのお願いで貸し切りとなっている。

　その娘むすめたちと同年代の少女が多く集まり──

　あまり広いとはいえない店内は、ワイワイとにぎわっている。

「……こうして見ると、意外と多いな」

「だなあ。はっはっは、バスケ部のクリスマス会ほったらかして、こっち来てよかったな」

　春はる太たと松まつ風かぜは、出入り口のそばに立って、店内を見回している。

　参加者のほとんどが中高生で、学校からの直行なのか、何人かは制服姿だ。

　春はる太たは今日は終業式だったが、一度家に帰る余よ裕ゆうがあったので、着き替がえてきている。

　白のタートルネックのニットの上に、黒のジャケットとズボン。

　無む駄だに長身なので、大人っぽい格好が似合うのだ。

　実は、雪ふ季ゆによるコーディネートだったりする。

「お兄ちゃんは背が高いから、大人っぽいコーデが似合うんですよ」

　などと、妹は嬉うれしそうだった。

　妹が喜ぶなら、春はる太たは着きせ替かえ人形になるくらいなんでもない。

　ちなみに松まつ風かぜは、放課後に軽く部活してきたので、ジャージ姿だ。

　しかもそれが異様に似合っていて、パーティでもあまり違い和わ感かんがないのが不思議だ。

　上背があって、顔がよければファッションなどなんでも良いいのかもしれない。

「女子率高すぎだよなあ。店内にいる男、俺と春はる太た郎ろうと、マスターさんだけじゃねぇ？」

「そもそも幹事が女子大生だしな」

　といっても、美み波なみが連れてきたのは同じ女子大の友人が一人だけだ。

　セミロングの黒くろ髪かみに銀のメッシュが入った派手な美人で、なんと現げん役えきのモデルらしい。

　青あお葉ばキラ、と名前にまで華はながあるが、本名なのか芸名なのかは謎なぞだ。

「俺はありがたいよ。普ふ段だん、男の世界で生きてっからなあ。クリスマスくらい、野や郎ろうどものいない空間にいたい」

「まあ、楽しんでくれ」

　春はる太たは、どうでもよさそうに言う。

　松まつ風かぜがその気になれば、女子に囲まれた生活などいくらでも楽しめるだろう。

「幹事の女子大生のお姉さんとその友達、月夜見つくよみさん、桜さく羽らばさんと友達二人に──霜しも月つきか。あのセーラーの人は誰だれだ？」

「ああ、冬とう野のつららさんだな。透とう子この親しん戚せきで──あと、ウチの母親の友達の娘むすめさんらしい」

「春はる太た郎ろう、交友関係が広いのか狭せまいのかわからねぇな」

「……自分でもそう思うよ」

　最近増えた知り合いは他校の生徒だったり遠方の人だったりするが、一方で親しん戚せきだったり家族の友達関係だったりもする。

　遠いような、近いような人たちばかりだ。

　冬とう野のつららは、ベージュのセーラー服に帽ぼう子しをかぶっていて、彼女も学校からの直行らしい。

　透とう子こが誘さそったら、あっさりと乗っかってきたそうだ。

　クリスマスは雪ゆき風かぜ荘そうでのパーティもあるらしいが、そちらは断ってＲＵＬＵにきたという。

　もっとも、雪ゆき風かぜ荘そうのパーティは夜通しやるらしいので、こちらのクリパが終わったら合流するつもりかもしれない。

　クリスマスにパーティを開かい催さいするくらいなら、雪ゆき風かぜ荘そうの住人たちの関係は良好と考えてもよさそうだ。

　雪ふ季ゆが住むなら、住民同士の仲が良いいに越こしたことはないが──

　いや、春はる太たとしてはまだ雪ふ季ゆの引ひっ越こしは認められない。

「おー、やっほー、桜さく羽らばくん」

　なんとなくつららを眺ながめていたら、本人が近づいてきた。

「トコちゃんの親しん戚せきなんだってねー。じゃあ、ウチの親しん戚せきでもあるってことかなあ。この前、言ってくれたらよかったのに──って、そっちのデカい人、松まつ風かぜ陽よう司じくんじゃん！」

「ん？　あんた、俺のこと知ってんの？」

「ウチ、中学んときにバスケやってたから。この辺のバスケ部員で、あんたを知らない人はいないよ」

「ほー、俺がそんな有名人だったとは。照れるね」

　まったく恥はずかしくもなさそうに、松まつ風かぜが笑う。

　春はる太たたちの中学のバスケ部はたいして強くはなかったが、松まつ風かぜの加入で県大会の上位常連になったのは事実だ。

　もう一人、期待されていた長身プレイヤーもいたが、彼は二年生に上がると同時に退部してしまったので、二年生黄金コンビの活かつ躍やくは幻まぼろしに終わっている。

　松まつ風かぜと冬とう野のつららがバスケ談義を始めてしまったので、春はる太たは二人から離はなれた。

「うーっ……なんやねん、あのギャルは。氷ひ川かわの目の前で松まつ風かぜ先せん輩ぱいを口説くとか、ええ度胸しとるやんけ」

「おい、氷ひ川かわ。関西弁が濃こくなってんぞ」

　氷ひ川かわ──妹の流る琉るのほうが、春はる太たの背中からひょこっと顔を出し、松まつ風かぜたちを睨にらんでいる。

　今日の氷ひ川かわも制服姿だった。

「ケンカを売られたら浪花なにわの血ぃが騒さわぐんや！」

「ケンカは売ってないだろ。つーか氷ひ川かわ家け、神こう戸べの出身だって聞いたぞ」

　勝手にルーツを改かい竄ざんされても困る。困らないが。

　春はる太たは、氷ひ川かわにも冬とう野のつららとの関係性を説明しておく。

　ただ、雪ふ季ゆは高校に合格したら一人暮らしを始めることを親友二人には話していないらしい。

　今年の春のように遠くに引ひっ越こすわけではないが、親友たちが雪ふ季ゆの独立をどう思うかわからない。

　雪ふ季ゆは、受験前に親友二人を動どう揺ようさせたくないのだろう。

「まあ、気にすんな。松まつ風かぜは誰だれにでも愛あい想そいいだろ」

「そうなんですけどね。だからこそ心配っつーか。割と誰だれとでも付き合うみたいな……氷ひ川かわには目もくれないくせに」

「ある意味、氷ひ川かわは特別ってことじゃねぇか？」

「先せん輩ぱい、人のことだとポジティブになりますよね」

「そうか……？」

「あー、そうだそうだ忘れてましたー！」

　突とつ然ぜん、店内に大声が響ひびいた。

　声の主は陽向ひなた美み波なみだった。

　カウンターの中にいて、椅い子すの上に立っているらしく、目立っている。

　セミロングの赤い髪かみに、ぽんぽんがついた帽ぼう子し、赤いワンピース。

　サンタのコスプレらしいが──胸むな元もとがあらわで、太ももも剝むき出だしになっていて派手すぎる。

「幹事としてご挨あい拶さつしないと。えー、皆みな様さま、本日は足元の悪い中、お集まりいただきありがとうございます！」

「めっちゃいい天気でしたけど」

　春はる太たは、適当すぎる挨あい拶さつにツッコミを入れる。

　美み波なみは聞こえたらしく、じろりと睨にらんできたが、春はる太たはスルーする。

「今回のクリパの幹事を務めさせていただいてます、陽向ひなた美み波なみです。ダーリン──あっ、違ちがう、桜さく羽らば春はる太たくんのバイト先の後こう輩はいです」

「おおーいっ！」

　今度は、春はる太たは大声でツッコむ。
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　わざとらしく、なにを言い間ま違ちがえているのか。

　なんだか、周りがざわざわし始めたが──

「あの後こう輩はい、未いまだに美人な先せん輩ぱいに興奮しっぱなしで。大声出してすみませんね。とにかく、今日はお気楽な集まりなんで、ご自由にご歓かん談だんください！　マスターたちのご厚こう意いで、食べ放題飲み放題ですよ！」

　無理矢理にまとめる美み波なみだった。

　一応、拍はく手しゆらしきものが起きている。

　さらっと、ここからパーティが始まったらしい。

「あれ？　そういや、雪ふ季ゆがいないような……？」

「先せん輩ぱいがふーたんのことで鈍にぶいのは珍めずらしいですね」

　氷ひ川かわが変なことに感心していると──

「お待たせしましたっ♡」

「…………っ!?」

　春はる太たは、氷ひ川かわとともに後ろを振ふり向むいて固まってしまう。

　そこには、可か愛わいい妹の姿があった。

「雪ふ季ゆ……おまえ、なにしてんだ？」

「どうですか、お兄ちゃん。今夜はハジけますよー♡」

　雪ふ季ゆは、メイド服姿だった。

　クラシックなワンピースに白いフリル付きのエプロン──

　ただし、ワンピースは真っ赤で丈たけが短く、太ももがあらわになっている。

　ド派手なクリスマスカラーのミニスカメイド妹が爆ばく誕たんしていた。

「ふーたん、どこに行ったのかと思ったら……」

「涼風すずかお姉さんにお部屋を借りて、お着き替がえしてきました♡」

「……そのメイド服、氷ひ川かわの差し金か。あの女、人の妹になにを着せてんだ？」

　春はる太たは店内を見回すが、その氷ひ川かわ涼風すずかの姿はない。

「いえいえ、お兄ちゃん。むしろ、私が涼風すずかお姉さんにご相談したんですよ。そしたら、ちょうどミニスカメイド服があるから私のサイズに手直しまでしてくれるって」

「あー、ウチの姉、裁さい縫ほうスキルは高めなんですよ」

「いらんことだけ達者だな、氷ひ川かわは」

「氷ひ川かわ氷ひ川かわって、氷ひ川かわのことみたいなんで、氷ひ川かわのことは流る琉るでいいですよ？」

「妹のほうも一いち人にん称しようが氷ひ川かわなんで余計にややこしい。まあ、姉貴のほうを涼風すずかで……今さらすぎるが」

「ホンマに今さらやなあ。涼すずちゃん、とかでもええよ？」

「ふざけんな。つーか、どっから湧わいたんだ、おまえは！」

　気がつけば、雪ふ季ゆの後ろに──黒と白のロング丈たけメイド服の氷ひ川かわ涼風すずかが現れていた。

「クリスマス用に用意しとったんやけど、どうも派手な赤は慎つつましいウチには似合わんくて」

「なあ、氷ひ川かわ。おまえの家、鏡が存在しないのか？」

「涼すず姉ねえは、毎日一時間以上は鏡の前にいるんですけどね」

　妹の証言を信じるなら、涼風すずかは我が身を省かえりみることはないようだ。

　どう見ても、涼風すずかはギャルの冬とう野のつららにも負けない派手なタイプなのだから。

「そんなことより、どうや、妹ちゃんメイドバージョンの仕上がりは！」

「よくやった、涼風すずか。おまえのことを信じてた」

　春はる太たは、ポンと涼風すずかの肩かたを叩たたきつつ言った。

「あれ？　勝手に妹さんを着きせ替かえ人形にして、怒おこっとるんとちゃうの？」

「それはそれ、可か愛わいいことは間ま違ちがいない。雪ふ季ゆ、写真撮とっていいか？」

「その言葉を待ってました！」

　雪ふ季ゆが、カウンター前に陣じん取どってささっとポーズを取る。

　カウンターに片手をつき、腰こしをくいっと曲げてミニスカを強調するような体勢だ。

　自じ撮どりに慣れすぎている雪ふ季ゆは、瞬しゆん時じにポーズを取ることくらい造作もない。

　春はる太たもまた、絶ぜつ妙みようのアングルで雪ふ季ゆを撮さつ影えいしていく。

「なーんか、サクラくんが手慣れてんのがイヤや……」

「いつものことだよ、涼すず姉ねえ。ふーたんはどのアングルからでも可か愛わいいけど、先せん輩ぱいはふーたんが一番可か愛わいく見える撮とり方かたを知ってるから」

　氷ひ川かわ姉し妹まいが呆あきれて話しているのが聞こえるが、春はる太たは気にしない。

　せっかくの可か愛わいいミニスカメイド妹、シャッターチャンスを逃のがすわけにはいかない。

「な、なにしてるんですか、お兄さん、雪ふ季ゆさん……？」

　そこにふらっと現れたのは、透とう子こだった。

　一応、正装のつもりなのか例の黒いセーラー服姿だ。

「あ、透とう子こちゃん！　ちょうどいいところに来ました。ちょっと考えてることがあったんです。涼風すずかお姉さん、さっきのお話、いいですか？」

「ああ、ええよ。じゃあ、もっかい裏に戻もどろか」

「はいっ、いきますよ、透とう子こちゃん。パーティはこれからですよ！」

「ふ、雪ふ季ゆさん？」

　戸と惑まどう透とう子この背中を押して、雪ふ季ゆはカウンター奥へと入っていく。

　ニコニコと不気味な笑えみを浮うかべて、涼風すずかもついていった。

「な、なんか雪ふ季ゆ、すげーご機き嫌げんだったな」

「浮うかれてましたねえ、フー」

　ひょこっ、と春はる太たの横に現れたのは冷れい泉ぜんだった。

　いつの間にか、氷ひ川かわ妹のほうが消えていた。

　キッチンで両親の手伝いでもしているのだろう。

　さっきから順番待ちでもあるかのように、少しずつ春はる太たの周りに集まってきているようだ。

「今日はいいガス抜ぬきになるんじゃないっすか？　参加者、フーが知ってる人ばかりですし、人見知りモードも発動しないっすよ」

「それもそうだな」

　雪ふ季ゆがきちんと話したことがないのは、美み波なみとその友人、あとは冬とう野のつららくらいだ。

「あ、そうか。つららさんとは話しておいたほうがいい……のか？」

「つららさんって、松まつ風かぜ先せん輩ぱいと話してるギャルっすか？　せんぱーい、カノジョが派手になってきてるからって、今度はギャルに興味持たないでください」

「いや、晶あき穂ほの髪かみとは関係ねぇだろ。あれ、そういや晶あき穂ほもいないな？　さっきまでいたのに。みんなウロチョロしすぎじゃねぇ？」

「あ、あのちびっこい先せん輩ぱいなら、さっき電話しながら外に出て行きましたよ」

「ああ、そうなのか」

　今夜はクリスマスイブだし、何気に友達が多い晶あき穂ほにはお誘さそいも多いのだろう。

「ところで、ボクのお召めし物ものについて一言ないんすか？」

「……雪ふ季ゆには負けてるな」

「妹を親友と対立させたいんすか、先せん輩ぱいは？」

　じろり、と冷れい泉ぜんが眼鏡の奥から睨にらみつけてくる。

「冗じよう談だんだよ、可か愛わいい……けど、ちょっと見せすぎじゃねぇか？」

「いぇーい、先せん輩ぱいってばマジツンデレ！　最初から素す直なおに褒ほめればいいんすよ！」

　冷れい泉ぜんがきゃっきゃとハシャいでいる。

　その冷れい泉ぜんの格好は──なんとシスター衣い装しようだった。

　黒いベールに白い襟えりがついた黒のワンピース。

　ただし、妙みようにボディラインに密着していて、胸の形や腰こしのくびれもはっきりとわかり、しかもミニスカ丈たけで太もももあらわだ。

　脚あしにはレースの縁ふち取どりがついたニーソックスをはいている。

　シスター衣い装しようはクリスマスにふさわしいと言えなくもないが──

　どう考えても、神にお仕えするには不適当な色気過か剰じような服装だった。

「どこで手に入れたんだ、そんなもん？」

「プレゼント交こう換かん禁止だから、コスプレで頑がん張ばろうってフーと決めたんす！」

「まあ、気分転てん換かんになるならいいけどな。その衣い装しようは、どうなんだ？」

「ほら、ボクってやっぱ清せい楚そ系けいじゃないっすか？　エッチすぎるフーとか女子大生のお姉さんと違ちがって、こういう慎つつましい服装が似合うと思ったんすよ！」

「自分でそんだけ言えるのはたいした度胸だな」

　とはいえ、冷れい泉ぜんは外見だけなら間ま違ちがいなく清せい楚そ系けいだ。

　眼鏡がよく似合う文学少女っぽい見た目で、実はシスター衣い装しようも似合っている。

「つーか、慎つつましくねぇだろ。スカートはロングのほうが良かったかもな。冷れい泉ぜん、露ろし出ゆつ度どが高ければ喜ぶってもんじゃないぞ？」

「な、なるほど……！　先せん輩ぱい、何気にエッチだから肌はだ色いろは多いに越こしたことはないかと思ってたっす！　勉強になるっす！」

「おまえが失礼だということも学べたよ」

　やはり、冷れい泉ぜんは春はる太たを誘ゆう惑わくするためにシスター衣い装しようを用意したらしい。

　もう疑ってはいないが、この後こう輩はいは本気で春はる太たのことが好きなようだ。

「でも、メイド衣い装しようとかサンタ衣い装しようとかお色気系はやめといて正解だったっす。フーとか女子大生のお姉さんの、あの乳には勝てないっすよ……」

「乳って言うな」

「まー、乳といえば、あの人が最強っすけどねー」

「…………」

　冷れい泉ぜんがジト目で見ているのは、ＲＵＬＵの出入り口だ。

　そこが開いて、晶あき穂ほが入ってくる。

　晶あき穂ほは着き替がえてこなかったのか、悠ゆう凜りん館かんの制服姿だ。

「あいつこそ、コスプレしそうなもんなのに。普ふ通つうの格好だな」

「とりあえず、先せん輩ぱいに可か愛わいい可か愛わいいと褒ほめ称たたえられたので満足っす。じゃあ、ちっこい先せん輩ぱいに春はる太た番ばんを交代しますね」

「当番制なのかよ」

　ちょうど、氷ひ川かわがキッチンから出てきて、冷れい泉ぜんは親友となにやら話し始めた。

　雪ふ季ゆたちは、まだ戻もどってこないようだ。







「しっかし、ハルもいい度胸してるよね」

「なんの話だよ？」

　晶あき穂ほが春はる太たのそばに来て、テーブル席についた。

　その席のソファには、ギターケースが置かれている。

「このクリパに参加してる子、半分以上がハルの女じゃない？」

「人聞きの悪いことを！　そんなわけねぇだろ！」

「ああ、やっぱハルのカノジョはあたしだけ？」

「……一応、今のところはまだ表向きはそういうことになってるな」

　晶あき穂ほがカノジョであることは否定できないが、素す直なおに肯こう定ていすることも難しい。

　この複雑な関係はどこへ向かっているのか、本当にこんがらがりそうになる。

「綺き麗れいどころばっか集まってるのはガチじゃん」

「本当だよねえ。サクは、美人には不自由してないね」

「あ、美み波なみさん」

　美み波なみが春はる太たたちのそばまで来て、晶あき穂ほの正面に座った。

　テーブルに置いたトレイには飲み物と、小さなパスタが三種類載のっている。

「ここのパスタ、ガチで美う味まいね。全種類制せい覇はしときたい」

「美み波なみさん、幹事なのに全力でパーティ楽しんでますね」

「美み波なみは自分で楽しむためにやってるんだよ。楽しくもないのに、幹事なんて面めん倒どうな役目をやるわけないっしょ？」

「……聞いたか、晶あき穂ほ。こんな抜ぬけ目めない人がいる限り、俺のバイト先は安あん泰たいだよな」

「この顔と身体からだだけで、ゲームオタクなんて陥かん落らくでしょ」

　ボソボソと晶あき穂ほがつぶやく。

　実際、春はる太たたちのバイト先〝ルシータ〟には美み波なみ目当ての客は多い。

「そうだ、ちゃんと話すのははじめまして。陽向ひなた美み波なみです」

「どうも、月夜見つくよみ晶あき穂ほです」

　春はる太たも気づいていなかったが、言われてみれば晶あき穂ほと美み波なみは初対面だ。

　二人とも、〝ハルのバイト先の美人〟〝サクのちっこいカノジョ〟と、お互たがいの存在は認にん識しきしていたのだが。

「なんか、Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅバｒーなんだって？　キラが君に目をつけてたってさ」

　美み波なみは、店の隅すみっこにいる友人を指差した。

　青あお葉ばキラという黒くろ髪かみ銀メッシュの美人は、なぜかスマホであちこちを撮さつ影えい中だ。

「あの方、先見の明がありますね。是ぜ非ひ是ぜ非ひ、チャンネル登録、拡散、お願いします」

　晶あき穂ほが珍めずらしくにっこり笑って、名めい刺しを差し出した。

　春はる太たはなんだかなつかしい気持ちになってしまう。

　思えば、ショッピングモール〝エアル〟で晶あき穂ほと出会ったときに、雪ふ季ゆとともにこの名めい刺しをもらったのだ。

　それが、晶あき穂ほとの始まりだった──春はる太たが認にん識しきしている限りでは。

「いいねえ、頑がん張ばってる少女は。そうだ、サク。ウチの店もＵユ　ーＣキｕユｂーｅブにチャンネルつくってみる？　レトロゲーの実じつ況きよう配信とかやってさあ」

「そんなもん、店の売り上げに繫つながりますかね」

　もし一万人が観みてくれても、店まで来てゲームを買ってくれる人など五人もいないだろう。

「Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅブで配信してるお店って、けっこうあるよ。大人気のチャンネルもあるし。ま、店員のキャラが立ってないとダメだけど。ハルじゃ難しいかな」

「現げん役えきモデル〝青あお葉ばキラ〟が水着でゲーム実じつ況きよう……」

「こらこら、美み波なみさん。友人を利用しないように。しかも水着って」

「キラ、おっぱいもかなりあんのよねー。あれを利用しない手はないでしょ」

「美み波なみさんが水着になったらどうです？」

「やんっ♡　サクってば、美み波なみのおっぱい見たかったの？　カノジョの前で堂々としたもんだね」

「そこまで言ってないですよ！」

「あたしは寛かん容ようなので、最後はあたしのところに戻もどってきたら許しますよ」

「おまえも面めん倒どうくさくなるから、いらんこと言うなよ……」

　どうにも分が悪い。

　春はる太たが逆らえない女性の２トップは涼風すずかと美み波なみだが、その二人をも越こえる存在が晶あき穂ほかもしれない。

「美人のゲーム実じつ況きようはレッドオーシャンですけど、ワンチャンありますよ。あたしなんて、オリジナル曲メインの〝歌ってみた〟〝弾ひいてみた〟で、ほぼ勝ち目ないジャンルですから」

「勝ち目なくても、やってるんでしょ？」

「他にできることないんですよ」

　晶あき穂ほは、膝ひざにギターを乗せてじゃららーんと軽く奏かなでた。

　よく見ると、いつものエレキギターではなく、春はる太たの父も昔弾ひいていたアコースティックギターだった。

　アンプを通さず、直接音を響ひびかせるタイプのギターだ。

「今日はあたし、ジュークボックスになるつもりで来たから。なにかリクエストあったら弾ひくよ。有名な曲ならだいたいイケるかな」

「あ、じゃあアレよろしく」

　美み波なみさんが嬉うれしそうに、定番のクリスマスソングをリクエストした。

　晶あき穂ほは気軽に頷うなずき、弾ひき語がたりを始めた。

　オリジナル曲以外でも充じゆう分ぶんに上う手まい。

　春はる太たは、最近は晶あき穂ほの歌にも慣れていたが、こうしてよく知っている曲を歌われると、その上う手まさに驚おどろかされる。

「えっ……ちょっと、サク。あんたのちっこいカノジョ、メチャメチャ歌上う手まいじゃん。ゲームのＯＰも歌えそうなくらいよ？」

「ゲームにたとえなくても。いや、上う手まいんですよ、こいつ。でも、上う手まいだけじゃチャンネル登録増えないんですよね」

　春はる太たはとっくにＡＫＩＨＯチャンネルのスタッフなので、登録数は気になるところだ。

　既すでに一万は突とつ破ぱして、伸のび率りつも上がっているが、まだ充分とは言えない。

「……っと、こんな感じで。楽しんでもらえましたかね」

「おー、凄すごい凄すごい。晶あき穂ほちゃん──アッキーだね」

「ア、アッキー？」

「スパチャ投げたいくらい、よかったよ。声もよく出てるし、ギターも何気に上う手まいし」

「声は一応抑おさえましたけどね。さすがに、全力で歌ったら近所迷めい惑わくになるんで」

　それは事実だろう、と春はる太たは思った。

　晶あき穂ほが文化祭のときのように全力全開で歌ったら、窓ガラスが震ふるえて割れそうになるほどの声量なのだ。

「おおー、すっごいすっごい。やるなあ、君」

　パチパチと拍はく手しゆしながら近づいてきたのは、青あお葉ばキラだった。

「動画、撮とらしてもらった。ここ、集まってる子たち、みんなレベル高いから撮とらせてもらってるんだけどな」

　青あお葉ばキラは、ずいぶん凜り々りしいしゃべり方をする女性らしい。

「ＡＫＩＨＯちゃんだったか。君は特に凄すごいな。歌も素しろ人うとじゃないな？」

「いえ、素しろ人うとです。ただの軽音楽部部員で、歌ってみた系動画配信者ですよ」

　珍めずらしく、晶あき穂ほが謙けん遜そんしている。

「ネットで作品を好きに発表できる今、プロと素しろ人うとの垣かき根ねなんてあってないようなものだけどね。君のチャンネルは前に見たことあるんだが、生の歌はまた全然違ちがうな」

「それはどうも。でも、編集も頑がん張ばってるんですよ」

　これまた珍めずらしいことに、晶あき穂ほが編集スタッフの春はる太たを褒ほめている。

　いや、褒ほめられることは前からあったが、春はる太たをスタッフとして好きに使うためにおだてているのかと思っていた。

「うん、撮さつ影えいも編集も悪くない。悪いのはバズらせるための導線かな。今は、Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅブ自体がレッドオーシャンで、良いい動画が撮とれればバズるわけじゃないからな」

「キラのヤツはさ、モデル事務所に所属してるのよ。で、モデル兼けん事務所のスタッフでもあるらしくて」

「そうそう、美ミ波ナも何度もスカウトしてるんだが、色よい返事がもらえなくてな」

「モデルなんかやったら、ゲーム遊ぶ時間が減るでしょ！　今時のゲームは遊び尽つくすまで百時間、千時間は当たり前なのよ！」

「美み波なみさん、千時間はえげつなくやり込みすぎだと思いますよ……」

　春はる太たの場合、一番やり込んでいるＣＳ64シーロクでも五〇〇時間程度だ。

「これ、冗じよう談だんで言ってないからなあ、ミナは。モデルになれば、大好きなゲームを買う予算が潤じゆん沢たくになるのに」

「騙だまされるもんか！　モデルの給料なんてよほどの売れっ子以外はコンビニバイトのほうがずっと稼かせげるくらいだって、キラが教えてくれたんだから！」

「ちっ、余計なことを教えてしまったな」

「…………」

　この二人、見た目だけなら綺き麗れいな女子大生二人組なのにな。

　春はる太たは、夢を壊こわされた思いがした。とっくに、美み波なみには夢を壊こわされているが。

「あ、でも真面目な話だ。ウチはモデル事務所だが、昨今の時世もあるし、ＳＮＳや配信にも力を入れることになってな。有望な配信者にも声をかけてるんだ。ＡＫＩＨＯちゃん、君ならモデルにもなれるし、配信もやってるし、言うことなしだな」

「え？　スカウトですか？」

　晶あき穂ほがギターを軽く爪つま弾びきながら、首を傾かしげている。

「本気の話だ。ついでに言うなら、私は事務所の社長の孫だ。身内のコネで、スカウトの権限も与あたえられている」

「マジよ、サク」

「……美み波なみさんが言うなら本当なんだろうな」

　春はる太たは、晶あき穂ほに頷うなずいてみせる。

　モデル事務所──芸能関係のスカウトと言われると怪あやしさもかなりある。

　だが、春はる太たは美み波なみには何度となくからかわれているが、彼女のことは信しん頼らいしている。

　ルシータの店長も信しん頼らいしているからこそ、美み波なみにレジ締しめや戸と締じまりまで任せているのだ。

「今からＵユ　ーＣキｕユｂーｅブでバズるのは針の穴を通すように難しい。ただ、ＡＫＩＨＯちゃんは個人で一万の登録者を集めてる。なかなかできることじゃない。ポテンシャルは充じゆう分ぶんだろう」

「…………」

　晶あき穂ほが、ちらちらと春はる太たのほうを見てくる。

　信用していいのか、騙だまされてないか、と目だけで問いかけてきている。

　クールで超ちよう然ぜんとしている晶あき穂ほも、シリアスなビジネスの話となると、不安があるらしい。

　春はる太たに頼たよってくるのは──カレシだからか、兄だからか。

　いや、どちらだったとしても春はる太たが守ってやることに変わりはない。

「確かに、晶あき穂ほのチャンネルはじわじわ伸のびていますが、手て詰づまり感もあります。晶あき穂ほがいい曲をつくってもバズるとは限りませんし。ただ……」

「うん、疑ってかかることは必要だ。ミナの友人だからといって、信用しすぎるのも危険だしな。私が言うのもなんだが」

　ははは、とキラは軽く笑う。

　見た目の華はなやかさとは裏腹に、意外に真面目な人なのかもしれない。

「一応、キラは顔も名前も売れてるモデルでもあるし、お金預かっていきなりドロンってことはないね。そもそも、お金を要求することはないよね？」

「レッスン料とか？　ないない」

　青あお葉ばキラは笑って首を振ふる。

「契けい約やくしてもらって事務所が仕事を取ってくる、事務所はギャラの一部をありがたくいただく。配信者の場合は、事務所は他の配信者とのコラボを段取ったりとか、案件を取ってきたりすることになるかな」

「……ちょっと考えさせてもらっていいですか？」

「慎しん重ちようだな、晶あき穂ほ。でも、そうさせてもらったほうがいいな」

　春はる太たは、こくこくと頷うなずく。

「あたし、興味はあります。今後お話を聞くとき、この男も同席してもらっていいですか？」

　晶あき穂ほは春はる太たの肩かたをがしっと摑つかみ、キラの顔を見つめつつ言った。

「かまわない。ただ、契けい約やくを交かわす場合は保護者に同席してもらうがな」

「まあ、ハルも保護者みたいなもの──」

「はい、真面目なお話はこれくらいにしましょうか！　せっかくのクリパなんですし！」

　春はる太たは、慌あわてて晶あき穂ほの台詞せりふを遮さえぎる。

　油断すると、春はる太たとの血けつ縁えんを語ろうとするので危険だ。

　いや、晶あき穂ほは春はる太たが止めるのを承知で口を滑すべらせているのかもしれないが。

　それにしても──と、春はる太たはギターを爪つま弾びいている晶あき穂ほを見ながら思う。

　ただのクリスマスパーティのはずなのに、妙みような成り行きになってしまった。

　もしかすると、晶あき穂ほの将来に関わる重大な話だったのかもしれない。

　さらにもしかすると、それは春はる太た自身の将来にまで関わってくるのかも──




「再びお待たせしましたっ！」




　春はる太たの感かん慨がいは、もう一人の──今のところ表向きにはただ一人の妹の声が響ひびき、我に返ることになった。

　カウンターの奥から出てきたのは──







「どうですか、ある意味双ふた子ごコーデですね♡」

「ふ、双ふた子ごではなく従い姉と妹こですよ、私たちは」

　雪ふ季ゆはさっきと同じ、赤を基調としたミニスカメイド服姿だ。

　そして、透とう子こも同じくミニスカメイド服で、こちらの色は涼風すずかと同じ黒を基調としている。

　色いろ違ちがいというか、従い姉と妹こ同士でコーディネートを揃そろえてきたようだ。
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　ご丁てい寧ねいに髪かみ型がたまで合わせてきている。

　透とう子こはいつもポニーテールにしている長い黒くろ髪かみを背中に下ろし、サイドには編み込み。

　雪ふ季ゆのお気に入りの髪かみ型がたで合わせてきた、というわけらしい。

　その雪ふ季ゆはニコニコと嬉うれしそうにして、透とう子こと向き合い、両手のてのひらを合わせてポーズを取っている。

　元から似ている従い姉と妹この二人だが、メイクのおかげもあるのか、いつも以上にそっくりだ。

「どうや、サクラくん。メイクと髪かみでけっこう寄せられるもんやろ？」

「……涼風すずか、服を提供しただけじゃないのか」

　突とつ然ぜん、春はる太たのそばに涼風すずかが現れていた。

　彼女のほうは見た目に変わりはないが、顔にやりきった充じゆう実じつ感かんが浮うかんでいる。

「ふーちゃん、自分のメイクは上う手まいんやけど、人にメイクするのは苦手なんやって。私は学校で友達にメイクしたりしとるから」

「ふーん……」

　春はる太たは思い出す。

　そういえば、涼風すずかは中学でも周りの女子からよくオシャレの相談を受けていた。

　頭が良いいし、見た目も華はなやかな涼風すずかは女子たちの中心だったのだ。

「どうや、この仕上がり。これで、サクラくんもふーちゃんに惚ほれ直なおすで！」

「えー、これ以上お兄ちゃんに好かれちゃったら私の身体からだ、もちませんね♡」

「待て待て、雪ふ季ゆ！」

　あまりにも際きわどい台詞せりふだった。

　雪ふ季ゆと危険な関係になっているからこそ、余計に危ない。

「あ、双ふた子ごの透とう子こちゃんも好かれちゃいますかね？　それはよろしくありませんね……」

「ふ、双ふた子ごじゃないですって。あの、そろそろ着き替がえてきていいですか？」

「ダメです♡　パーティが終わるまで、それでいきましょう。涼風すずかお姉さんが衣い装しようを用意してくれて、メイクまでしてくれたんですし」

「ええぇ……」

　透とう子こは呆ぼう然ぜんとしている。

「せ、せめて、この格好をするならお店の手伝いに回らせてください。私、この状じよう況きようでお客さんに徹てつするのは我が慢まんできなくて！」

「透とう子こちゃん、変なクセありますね……」

　雪ふ季ゆも軽く驚おどろいているようだ。

　旅館の娘むすめとして十五年間生きてきた透とう子こは、接客せずにはいられないらしい。

「でも、マジ似てる。氷ひ川かわたちが気づかなかったのが不思議なくらいやね」

「元々、フーも黒くろ髪かみっすからね。フーを黒くろ髪かみに戻もどしたら、もっとそっくりかも」

　氷ひ川かわと冷れい泉ぜんが並んで立っていて、ひそひそと感想を言い合っている。

「……考えてみりゃ、透とう子こちゃんって来年からフーと同じ学校通えるんすね」

「そうやね。なんというか……いいなあ」

「…………」

　いつも無む駄だなくらいに明るい氷ひ川かわと冷れい泉ぜんが、珍めずらしくどんよりしている。

　雪ふ季ゆと透とう子こ、セットのような二人を見て、この先の未来まで垣かい間ま見みてしまったようだ。

「氷ひ川かわ、冷れい泉ぜん」

　春はる太たは、後こう輩はい二人の頭にぽんと手を置く。

「俺は、おまえら二人がずっと雪ふ季ゆの友達でいてくれたら嬉うれしいよ」

「……あくまで先せん輩ぱいの気持ちなんすね？」

「ふーたんがどう思ってるかは知らないけど、兄貴公こう認にんってことなんですね？」

「そうだ、雪ふ季ゆと氷ひ川かわと冷れい泉ぜんの三人が、どういう関係でいるかはおまえらが決めることだろ」

　春はる太たには、他人の気持ちを勝手に代弁することはできない。

　だが、この後こう輩はい二人には自分の気持ちだけでも素す直なおに伝えておくべきだった。

「雪ふ季ゆが引ひっ越こして、慣れない町で不安だったとき、氷ひ川かわと冷れい泉ぜんとのＬＩＮＥのやり取りが救いになったと思ってる。おまえたち二人には感謝してるよ」

「……毎日クリスマスならいいっすね」

　冷れい泉ぜんはニヤっと笑って。

「いつも素す直なおじゃない先せん輩ぱいが、こんなに優やさしいんすから」

「こんなのがプレゼントになるなら安いもんだな」

　春はる太たも笑って冷れい泉ぜんの頭を撫なで、ついでに氷ひ川かわの頭も撫なでてやる。

「プレゼント禁止なのに。もー、松まつ風かぜ先せん輩ぱいもいるのに気安いですねえ。ま、桜さく羽らば先せん輩ぱいなら許しますけど」

　氷ひ川かわも、まったく嫌いやがる様子はない。

　松まつ風かぜは双ふた子ごコーデの二人の周りでワイワイ騒さわいでいるし、もし春はる太たと氷ひ川かわがイチャイチャしてもまったく誤解しないだろう。

　春はる太たと氷ひ川かわの関係を誤解したところで、松まつ風かぜはなんとも思わないかもしれないが。

「とりあえず、腹も減ってきたし、氷ひ川かわの親おや父じさんたちの美う味まいメシをごちそうになるか」

「そうですね。パーティはやっぱ美お味いしい料理を食べてもらわないと」

「あー、ボクも腹減ったっす！　先せん輩ぱい、あーんで食べさせて♡」

「調子乗んな」

　春はる太たは、冷れい泉ぜんの頭を軽く突つき放はなすようにする。

　冷れい泉ぜんはあははと大笑いし、氷ひ川かわも笑え顔がおでキッチンへと料理を取りに行った。

　今日はクリスマスパーティ。

　面めん倒どうなことを考えるより、楽しむべきだろう。







　老舗しにせカフェＲＵＬＵは軽食も大変に美お味いしい。

　マスターたちは娘むすめたちの同級生、幹事の女子大生たちに自じ慢まんの料理を惜おしまず振ふる舞まってくれた。

　参加者たちは、マスターたちにお礼の言葉を忘れず、ありがたくいただいている。

　別に礼れい儀ぎをわきまえてなくても、自然に感謝の心が湧わいてくる美う味まさなのだ。

　ちなみに、参加費は徴ちよう収しゆうされているが、微び々びたる金額だったりする。

　春はる太たの見たところ、料理の材料費にもならない。学生の身にはありがたい話だ。

　ついでに、春はる太たが雪ふ季ゆと透とう子この分の参加費は支し払はらっている。

　透とう子こは遠えん慮りよしたが、そのあたりは年上男子の見み栄えなので納なつ得とくしてもらった。

「春はる太た郎ろう、これ食ったか？　ローストビーフのサンドイッチ、美う味まいぞ」

「食った食った。つーか松まつ風かぜ、高そうなもん狙ねらって食いまくってるな」

　春はる太たと松まつ風かぜは、二人でカウンターのそばに立ち、次々と料理を平らげている。

　女子軍団は、テーブルを二つ占せん拠きよして料理に舌した鼓つづみを打っているようだ。

　一人、晶あき穂ほだけはカウンターの隅すみに座り、クールにギターをかき鳴らしているが。

「違ちげぇよ、カロリー高くてボリュームたっぷりのもん選んでたら高そうな料理になってるだけだって」

「そりゃそうか」

　春はる太たも、カツサンドやカレーなどカロリーが高そうなものばかり食べている。

　普ふ通つうに注文したら、支し払はらった参加費を軽く超こえるだろう。

　氷ひ川かわ家けの両親には、後日あらためてお礼に来たほうがよさそうだ。

　幹事の美み波なみの仕事だろうが、ここにいるのはほとんど春はる太たの関係者なのだから。

「つか、松まつ風かぜ。おまえ、俺といていいのか？　わざわざ、ここのクリパに来たのは──」

「他のパーティは男おとこ臭くさいか、がっついてる女ばっかだからな」

「おまえ、凄すごいこと言うな……」

　クリスマスなのだから、お相手を求めて多少がっつくのは普ふ通つうだろう。

　春はる太たが見た限り、松まつ風かぜは涼風すずかとは挨あい拶さつ程度の会話しかしていない。

　元からこの二人はさほど親しげではなく、それでいて春はる太たには松まつ風かぜの気持ちはバレバレだ。

　親友とはいえ、わけのわからない男ではある。

「自分で言うのもなんだが、モテるからな、俺。でもガツガツ来られんのは苦手なんだよ」

「本当に自分で言うのもなんだな」

「ここにいるのは、大半が春はる太た郎ろう狙ねらいだろ？　がっつかれる心配はねぇからな」

「大変な誤解があるようだな……」

　表向きは晶あき穂ほがカノジョであり、雪ふ季ゆは妹。

　透とう子こはイトコ、氷ひ川かわと冷れい泉ぜんは後こう輩はい、美み波なみはバイト先の先せん輩ぱい、青あお葉ばキラは初対面だ。

　冬とう野のつららのことも、ほとんどなにも知らない。

　しかし、春からのことを考えると、つららのことも詳くわしく知っておくべきかもしれない。

　氷ひ川かわ涼風すずかに関しては──元カノではないはず。

　春はる太たも、がっつかれる覚えはない。

　ただ、松まつ風かぜにとっても面めん倒どうな相手が二人いるはずだ。

　中学時代から好意を持っている氷ひ川かわ涼風すずか、その妹で松まつ風かぜに好意を持つ氷ひ川かわ流る琉る。

　松まつ風かぜも、厄やつ介かいな三角関係の渦か中ちゆうにいる。

　もっとも、女性関係の厄やつ介かいさに関して、春はる太たは他の追つい随ずいを許さないが──

「あ、お兄ちゃーん」

「あれ、雪ふ季ゆ。おまえ、そっちでなにしてたんだ？」

　雪ふ季ゆがカウンターの奥、キッチンのほうからトレイを持って出てきた。

　春はる太たは妹がキッチンに行ったのはわかっていたが、ずいぶん長く出てこなかった。

「もちろん、お料理してたんですよ。やっぱり、食べるだけだと面おも白しろくなくて」

「今日くらい、食べる側に専念すりゃいいのに。それ、サンドイッチか」

　雪ふ季ゆは春はる太たの隣となりに座り、カウンターにトレイを置いた。

「お店の名物メニューを涼風すずかお姉さんに教わってつくってみたんです。松まつ風かぜさんもどうぞ」

「サンキュー、いただくよ。でも、俺は遠えん慮りよするか。あとは若いお二人で」

　松まつ風かぜはふざけて言うと、サンドイッチを一つ取ってカウンターから離はなれた。

　それから、無造作に氷ひ川かわ妹の隣となりに座り、後こう輩はいを恥はずかしがらせている。

「松まつ風かぜも、わかってるんだかわかってないんだか……ああ、俺ももらうぞ」

「はい、どうぞ♡」

　焦こげ目めのついたフランスパンで具を挟はさんだサンドイッチらしい。

　細長く刻んだタマネギがはみ出している。

「この匂においって……ん、これサバか。サバサンドってヤツだな」

「そうです♡　ＲＵＬＵでは密ひそかに人気メニューだとか」

「ふーん、注文したことなかったが美う味まいな。パンとサバが意外に合うんだな」

　春はる太たはがつがつと一つ食べ、さらにもう一つを手に取る。

「やっぱり私、食べるよりお兄ちゃんに食べてもらうほうが幸せですね」

「幸せとまで言うか。つーか、雪ふ季ゆも食べろよ」

「さっき、ひーちゃんれーちゃんたちといろいろ食べましたから。キラさんにも、パンケーキをあーんしてもらって食べました♡」

「雪ふ季ゆ、人気モデルさんになにをやらせてるんだ」

　春はる太たは、思わず苦く笑しようしてしまう。

　人見知りの激しい妹だが、キラとはあっさり打ち解けたようだ。

　あのモデルのお姉さんは、難物の雪ふ季ゆを簡単に手て懐なずけるほどコミュ力が高いのだろう。

「モデルさん……モデルさんですかー」

「ん？　なんだ、雪ふ季ゆ。モデルに憧あこがれてるのか？」

「あはは、オシャレ好き女子でモデルさんに興味ない子はいませんよ。青あお葉ばキラさんも知ってましたよ。私の部屋にいっぱいファッション雑誌とかあるでしょう？」

「ああ、あるなあ。青あお葉ばさん、雑誌に載のってるのか。すげぇな」

　春はる太たは今は雪ふ季ゆと部屋が別々だが、当たり前のように妹の部屋に出入りしている。

　最近は透とう子こがいるので頻ひん度どは下がっているが、その透とう子こも春はる太たが入ってくることは気にしていない。

「やっぱりプロはオーラが違ちがいますね。私ももっとオーラを高めないと……」

「バトル漫まん画がじゃねぇんだから」

　春はる太たは苦く笑しようしつつ、サバサンドをもぐもぐ味わって吞のみ込こむ。

「そういや、さっき青あお葉ばさんに晶あき穂ほがスカウトされてたぞ」

「あ、それも聞きました。晶あき穂ほさんはモデルじゃなくて、Ｕユ　ーＣキｕユｂーｅバｒーとしてなんですね」

「晶あき穂ほは歌がメインだからな」

　晶あき穂ほの場合、見た目の良さを利用するのはあくまでバズるためだ。

「うーん、晶あき穂ほさん、事務所のサポートが入ったらさくっと売れそうですよね」

「そんなに甘くはないと思うが……まあ、晶あき穂ほと俺の素しろ人うと二人でやるより可能性は上がるか」

「晶あき穂ほさん、そんな目立ちたがりでもないのに、どうしてＵユ　ーＣキｕユｂーｅブはそんなに熱心なんでしょう？」

「え？」

　言われてみれば、春はる太たはそこまで深く考えたことはなかった。

　晶あき穂ほは軽音楽部はあくまでヘルプで、動画配信がメインだと言っていた。

　つまり、生でステージで見せるよりネット配信のほうを重視しているということだ。

　単純に、ステージで客を集めるより配信のほうに可能性を見み出いだしたのだろうか？

「……いや、そもそも目立ちたがりだぞ、晶あき穂ほは。雪ふ季ゆも文化祭のステージ観みたよな？　あの暴れっぷりで〝目立つのはイヤ〟ってことはありえねぇだろ」

「ありえねーですね……」

　雪ふ季ゆも自分の勘かん違ちがいに気づいたようだ。

「晶あき穂ほさん、青あお葉ばさんの事務所に入るんでしょうか？」

「どうかな、すぐに決められることじゃねぇし。でも、あいつ不思議とやる気あるからなあ。青あお葉ばさんも本気みたいだし、意外とするっと入っちまいそうだ」

「そうなったら、晶あき穂ほさんは今よりもっと人気者になって、お兄ちゃんも晶あき穂ほさんを──」

　雪ふ季ゆは、形のいいあごに指をあてて、少し考え込み──

「ん？　雪ふ季ゆ、どうしたんだ？」

「お兄ちゃん、ちょっとだけいいですか？」

　雪ふ季ゆが立ち上がり、ちょいちょいと春はる太たを手招きしてきた。

　春はる太たが素す直なおにカウンターの椅い子すから下りると。

「お兄ちゃん」

「おいおい」

　ぎゅっ、とメイド服姿の妹が抱だきついてくる。

　ぐっと胸が押しつけられる感かん触しよくが伝わってきて──

「おーい、そこの兄きよう妹だいぃ！　人が見てないと思ってイチャイチャしてんじゃないっすよ！」

　テーブル席にいた冷れい泉ぜんがめざとく見つけて、ツッコミを入れてくる。

　酔よってるわけではないだろうが、今日の冷れい泉ぜんはテンションが高い。

「あれ、れーちゃんに怒おこられちゃいました。私とお兄ちゃんのイチャイチャなんて、百万回は見てるはずなのに」

「……雪ふ季ゆに、もっと自分たちともイチャつけって言いたいんじゃねぇか」

　一応、春はる太たは冷れい泉ぜんをフォローしておく。

　冷れい泉ぜんは、まだ春はる太たへの気持ちは雪ふ季ゆに隠かくしておきたいはずだ。

「なるほど、れーちゃんとの百ゆ合りプレイもいいですが、その前にやっておくことがあります」

　雪ふ季ゆは、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　それからメイド服の短いスカートを翻ひるがえし、皆みなが集まっているテーブルの前まですたすたと歩いて行った。

「あの、みなさん。楽しんでるところすみませんけど、ちょこっとだけ私の話を聞いてください！」

「…………？」

　春はる太たは首を傾かしげ、他のメンバーも同じようなリアクションを取る。

　全員の注目を集めるようなマネをするとは、雪ふ季ゆらしからぬ行動だ。

「あっ……！」

　カウンターの隅すみにいた晶あき穂ほが、突とつ然ぜん変な声を出した。

　ここまで、本当にジュークボックスになったかのようにひたすらギターを弾ひいていた手が止まっている。

「晶あき穂ほさんが、踏ふみ出だすつもりなら私も負けていられません。でも、私はまだ受験生でできることなんて限られてますからね。こんなことしか、できませんけど──」

「…………っ！」

　春はる太たは、不意にピンと来た。

　妹の──雪ふ季ゆのことなら誰だれよりもよくわかっている。

　だが、今回ばかりはもしかすると晶あき穂ほに遅おくれを取ったのかもしれない。

　いや、晶あき穂ほだからこそ春はる太たより早く気づけてしまった──




「実は私、冬とう野の雪ふ季ゆは桜さく羽らば春はる太たの実の妹じゃないんです」




　雪ふ季ゆは、きっぱりと──

　誤解の余地などまったくないほど、明確に真実を言い放った。

　しーん、と店内に沈ちん黙もくが下りてしまう。

　雪ふ季ゆと付き合いの浅い美み波なみやキラ、つららなどは「え？」「え？」と困こん惑わくの声を出し始めているが──

　冷れい泉ぜん素もと子こ、氷ひ川かわ流る琉る、氷ひ川かわ涼風すずか、松まつ風かぜ陽よう司じは明らかに動どう揺ようのあまりに固まっている。

　最初から真実を知っていた晶あき穂ほと透とう子こまで固まっているのは、まさか雪ふ季ゆがここで言うと思わなかったからだろう。

「ウチのパパとママの連れ子同士で……って、あれ？　もしかして私、タイミング間ま違ちがえました？　す、すみません、もしかしてクリパの空気壊こわしちゃいましたか！　ど、どうしましょう、お兄ちゃん……！」

「いや、そんな問題じゃねぇだろ……」

　あたふたとポンコツ感全開で慌あわて始はじめた雪ふ季ゆに、春はる太たは呆あきれた顔を見せる。

　あまりにも思い切りのいい行動を取っておいて、慌あわてられても困ってしまう。

「実は最初からここで言おうと決めてたんですけど……」

「雪ふ季ゆ、企たくらんでたのはメイド服とか双ふた子ごコーデだけじゃなかったんだな」

　いや、春はる太たには雪ふ季ゆの考えていることが理解できる。

　親友たちに隠かくし事ごとをするのも、素す直なおな雪ふ季ゆには限界だっただろうし──

　なにより雪ふ季ゆは春はる太たのカノジョになると決めている。

　自分を追い込むために、真実を明かすと決意したに違ちがいない。

　晶あき穂ほの行動が、最後の後あと押おしになったというわけだ。

「……フーと先せん輩ぱいが兄きよう妹だいじゃないって、マジっすか？」

「でも、なんか氷ひ川かわも納なつ得とくできるような……」

「うん……意外性は意外にないわ……仲のええ兄きよう妹だいの枠わく、軽く越こえとったし」

「俺、二人のことガキの頃ころから知ってんだけど……」

　やはり、中学からの付き合いのメンバーのショックが大きいようだ。

　松まつ風かぜに至っては、小学校に入る前から春はる太たと雪ふ季ゆを実の兄きよう妹だいだと思っていたのだから。

　あるいは、春はる太たと雪ふ季ゆが両親から真実を聞かされたときに匹ひつ敵てきするショックを受けているのかもしれない。

「いやいやいや！　じ、実の兄きよう妹だいじゃないって……マジっすか、先せん輩ぱい！」

「……まあな」

　今さら否定しても仕方ないだろう。

　春はる太たは、ワンテンポ置いて熱くなり始めた冷れい泉ぜんに頷うなずいてみせた。

「そ、そうなると……話が！　話が変わってきますよ先せん輩ぱい、フー！」

「そうですよね、話が変わりますよね……」

　冷れい泉ぜんが慌あわてふためくのはわかるが、それに乗じるようにして透とう子こまで目が据すわっている。

　雪ふ季ゆも二人の様子に気づいたようで──

「驚おどろかれるとは思ってましたけど……そ、そうだったんですね。余計なことに気づいてしまいました……」

　雪ふ季ゆは、そんな冷れい泉ぜんと透とう子こ、親友と従い姉と妹こを見て驚おどろいている。

　なにに気づいたのか、春はる太たも察しつつある。

　いや、冷れい泉ぜんのほうの気持ちはわかっていたが、まさか透とう子こまで本当に──

　春はる太たが驚おどろくシーンではないのに、驚おどろかずにはいられない。

　もっとも、一番不思議なことになっているのは雪ふ季ゆだろう。

　衝しよう撃げきの発言をした本人が驚おどろいているというのも、妙みような話だ──

「でも」

　と思ったら、雪ふ季ゆは気持ちを立て直したようだ。

　春はる太たの目の前で、くるくると事態が動き続けている。




「私はこの世で一番戦うことに向かない女の子ですけど、もう決めました。戦う相手がいるって気づきましたから──」




「…………」

　春はる太たは、まったく口を挟はさめない。

　目の前にいるのが一いつ緒しよに育ってきた妹とは思えなくなってきた。

　こんな決意を人前で語るような性格ではないはずだ。

　だが、現実に雪ふ季ゆは隠かくしてきた真実を親しい人たちに明かして──

　先日の晶あき穂ほへの〝宣戦布告〟だけでも意外だったのに。

　今の告白をしてしまった以上、もう後あと戻もどりはできないだろう。

「悪いけど、今はあたしのほうが一歩リードしてんだよね」
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「…………」

　晶あき穂ほのつぶやきが、春はる太たの耳に届いた。

　雪ふ季ゆにも聞こえたようで──

「私は別のコースを走ってただけです。同じコースを走れば──私が勝ちます」

　じっ……と、雪ふ季ゆは晶あき穂ほを睨にらむように見つめている。

　晶あき穂ほのリード、というのが春はる太たのカノジョになっていることなのか。

　それとも、お互たがいのポジションを奪うばい合あう戦いそのものを差しているのか。

　どちらなのか、ここで確かめるわけにもいかない。

　今の春はる太たは、晶あき穂ほよりも雪ふ季ゆのことで頭がいっぱいになってしまった。

　雪ふ季ゆは桜さく羽らば春はる太たの妹ではなく、カノジョになろうとしている──

　そして、もう引き返せないところに、踏ふみ込こんでしまった。

　だったら春はる太たも、妹の──冬とう野の雪ふ季ゆの覚かく悟ごに向き合わずに逃にげることなどできるわけがない。







「いやー、盛り上がったね、クリパ。けっこう面おも白しろかったわ」

「……そりゃよかったな」

　春はる太たは、夜道を晶あき穂ほと並んで歩いている。

　もう夜の十時を回っているので、家まで送ることにしたのだ。

　雪ふ季ゆは透とう子こと一いつ緒しよに氷ひ川かわ家けにお泊とまりすることになった。

　もちろん、冷れい泉ぜんも一いつ緒しよで、女子中学生四人は一晩語り明かすらしい。

　パジャマパーティの最大の話題がなんなのか、容易に想像がつく。

　青あお葉ばキラがタクシーで帰るというので、美み波なみと冬とう野のつららは便乗させてもらうらしい。

　松まつ風かぜはカロリー消費のため、ランニングして帰るとのことだ。

「最後の雪ふ季ゆちゃんの爆ばく弾だん発言の盛り上がりがハンパなかったしね」

「もっと変な空気になるかと思ったけどな……」

「クリスマスマジックかな。雪ふ季ゆちゃん、いいタイミングで言ったんじゃない？　マジになりすぎない空気があったっていうか」

「あいつ、そういうカンはいいんだよなあ。ただ……」

　全員、内心ではどう感じていたかわからない。

　特に何人か、強いショックを受けたようだったし、今後の行動が気になるところだ。

「ある意味、松まつ風かぜくんが一番心配じゃない？」

「おまえも鋭するどくていらっしゃるな、晶あき穂ほ」

　そのとおり、雪ふ季ゆの告白でもっとも動どう揺ようしていたのが松まつ風かぜだった。

　別な意味で動どう揺ようしていたのが冷れい泉ぜんだが、そちらは雪ふ季ゆに任せるしかない。

「松まつ風かぜくん、ランニング中に車にはねられたりしなきゃいいんだけど」

「普ふ段だんなら、車をはねそうなヤツなのにな。まあ、付き合い長いし、しゃーないか」

「幼なじみだもんね。あたしも一方的な幼なじみだから、わかるわかる」

「その斬ざん新しんな概がい念ねん、やめろ」

　晶あき穂ほは幼い頃ころ、春はる太たと雪ふ季ゆ、それに松まつ風かぜの姿を物もの陰かげから何度も見ているのだ。

「でもさ、真面目にハルと雪ふ季ゆちゃんに裏切られたと思ってんじゃない？　なんでそんな大事なことを、親友で幼なじみの自分に教えてくれなかったのかって」

「…………そのとおりだ。松まつ風かぜには話しておくべきだったか」

　春はる太たは素す直なおに認めるしかなかった。

　松まつ風かぜは、真実を聞いても春はる太たと雪ふ季ゆへの態度は変えなかっただろうし、他人に口外することも１００パーセントありえない。

「あいつ、俺と雪ふ季ゆのためだけに電車を三時間も乗のり継ついで来てくれたのにな」

　ベタベタするような関係でもないが、春はる太たが親友への気き遣づかいを欠いていたのは事実だ。

　松まつ風かぜの誠意に応えていなかった、と言ってもいい。

「謝らないとな、松まつ風かぜには。他のみんなにも」

「晶あき穂ほさんには？」

「なんでおまえに謝んだよ。晶あき穂ほは知ってただろ。つーか、おまえも隠かくし事ごとをしてたほうだろうが」

「あ、そうだった」

　晶あき穂ほは本気で忘れていたらしく、こつんと自分の頭を軽く拳こぶしで叩たたいた。

「ところで、ハルは大だい丈じよ夫うぶ？」

「今度はなんだよ？」

「もういい加減、ここ何ヶ月か衝しよう撃げき発言の連打で参ってるんじゃない？」

「その連打のうち、重たいヤツの何発かは晶あき穂ほが打ったんだよ」

「そうだっけ？」

「ふざけんな」

　トボけてるだけなのはわかっているが、春はる太たは晶あき穂ほを睨にらみつけた。

「けどさ、ハルはよかったの？　雪ふ季ゆちゃんが妹じゃないって、みんなに明かしちゃって」

「いつかは言わなきゃいけねぇことだったし。でも、雪ふ季ゆに言わせたのは情けないよな」

「今さら、ハルが情けないことなんて誰だれも気にしないよ？」

「俺が気にするんだよ！」

　遠えん慮りよのなさすぎる発言だった。

「ついでに、あたしが妹だってこともみんなに明かしちゃう？」

「……ついでに明かすにはデカすぎるんだよ、秘密が」

　春はる太たと晶あき穂ほの血が繫つながっている──こちらのほうが、事実として重いかもしれない。

　なにしろ、春はる太たと晶あき穂ほが付き合っていることは周りがみんな知っているのだ。

　恋こい人びとのような兄きよう妹だいが、血が繫つながっていなかった。

　普ふ通つうに付き合っていた恋こい人びと同士が、実は血が繫つながっていた。

　どちらも重い事実だが、春はる太たと晶あき穂ほの場合は──深い関係に至っていたのだ。

　そのことを察している者も、春はる太たと晶あき穂ほの周囲にはいるに違ちがいない。

　だからこそ、真実を明かすのはためらわれる。

　雪ふ季ゆにだけは黙だまっていられず、明かしてしまったが──それが正解だったかどうか、春はる太たには確信が持てない。

「俺と晶あき穂ほのことは、これ以上人に話すつもりはない。俺と晶あき穂ほと雪ふ季ゆ、三人が知っていればいいことじゃないか？」

「あたしも人に話すつもりはないよ。ウチの魔ま女じよとハルのお父さんは知ってるけど、あの人たちも松まつ風かぜくんとか桜さく羽らばガールズに話すこともないだろうし」

「怪あやしげなネーミングはともかく、俺たちが黙だまっていれば広がらないだろうな。雪ふ季ゆも、人に話すつもりはないだろ」

　雪ふ季ゆは春はる太たとの血けつ縁えんは自分のことだから話しただけだろう。

「ま、ハルと雪ふ季ゆちゃんの関係がバレただけで大問題か。これから荒あれるね」

「荒あれてる場合じゃねぇんだけどな、特に氷ひ川かわ以外の中学生組は」

　合格確実な氷ひ川かわ妹はともかく、雪ふ季ゆたちには受験に集中してもらいたい。

　春はる太たにとって、雪ふ季ゆの受験が大事なのは言うまでもなく、居い候そうろうしている透とう子こ、家庭教師をしている冷れい泉ぜんの合格も大変に重要だ。

「晶あき穂ほのほうはどうなんだよ。例の青あお葉ばさんからのスカウト、受けんのか？」

「さっき、お店の外で電話してたじゃん？」

「え？　ああ」

　割と長電話だったので、少し気にはなっていた。

「あれ、お母さんからだったんだよね」

「秋あき葉はさんから？　なにかあったのか？」

「最近、仕事でＵユ　ーＣキｕユｂーｅバｒーの事務所と付き合いがあるんだって。だから、あたしに紹しよう介かいしようかって話で」

「えっ、マジか」

　春はる太たは驚おどろいて足を止めた。

「今日、二つの事務所からスカウトが来たってわけか。凄すげぇな」

「どうかな」

　晶あき穂ほも立ち止まり、無表情で首を振ふった。

「両方、コネみたいなもんじゃん。つーか、お母さんのほうは完全にコネじゃん」

「コネだとしても、晶あき穂ほに可能性があるから話を通してくれるんだろ。事務所だって商売なんだから、金にならない話に首を突つっ込こまねぇよ」

「ハル、ひょっとして慰なぐさめてんの？」

「事実を言ってるだけだ」

　別に慰なぐさめるようなことでもないだろう、と春はる太たは思う。

　晶あき穂ほがひねくれて考えすぎなのだ。

「でも、ちょっと意外だよな」

「え？　なにが？」

「秋あき葉はさん、晶あき穂ほに勉強しろとか注意したり、事務所を紹しよう介かいしたりとか。けっこう世話焼きなんだな」

「……気まぐれなんだよ、魔ま女じよは。たまに母親をやってる感を出してくるんだよ」

「まったく出さないよりはいいだろ」

　気まぐれなのは晶あき穂ほも同じだろ、という言葉は吞のみ込こんだ。

　家族のことで、あまり茶化すのもよくないだろう。

「けど、マジでどうしようかなあ。ハルに決めてもらおうかな」

「判断丸投げすんな。そりゃ、相談には乗るけどな」

「さっすがお兄ちゃん」

「お兄ちゃんヤメロ」

　春はる太たは嫌いやそうに言ってから──

「つーか、マジな話をするなら、一番ガチで相談に乗ってくれるのは秋あき葉はさんだろ。音楽のことだって詳くわしいんだし」

「気が進まないけど、そうしようか。フルーツサンドもお土産みやげにもらってきたしね」

　晶あき穂ほは手に持っていた小さなビニール袋ぶくろを軽く掲かかげてみせた。

　ＲＵＬＵでつくってもらったフルーツサンドが入っているらしい。

　涼風すずかが新開発した、ビッグサイズのフルーツサンドだ。

「魔ま女じよ、最近はフルーツサンドにハマっててさ。このメガサイズのフルーツサンドでアヤツのご機き嫌げん取って、真面目な話をさせてやるか」

「モノでつらなくても真面目に話してくれるだろ……」

　娘むすめは、よほど母を信用していないようだ。

　もちろん、ただの軽口であってこの母娘おやこには他人にはわからない信しん頼らい関係がある。

　春はる太たが他人かどうかは微び妙みようなところだが。

　しばらく歩いて、月夜見つくよみ家けのアパートに到とう着ちやくした。

　春はる太たはそのまま帰るつもりだったが、晶あき穂ほに少し上がっていくように言われ、おとなしくそのとおりにした。

　クリスマスイブなのだから、晶あき穂ほにもう少し付き合うのもいいと思ったのだ。

「ま、カノジョだろうと妹だろうと、クリスマスに放置されたら可哀かわい想そう可哀かわい想そうだよね」

「自分で言うとあまり可哀かわい想そうに見えねぇな」

　軽口の応おう酬しゆうをしつつ、春はる太たたちは月夜見つくよみ家けのドア前に立った。

「あれ、鍵かぎ開いてる……お母さん、帰ってるの。もう、戸と締じまりはちゃんとしろっつってるのに。小さくて可か愛わいい年とし頃ごろの少女がいるんだからさ」

「自分で言うなっつーの。じゃあ、俺はこれで帰るよ」

　秋あき葉はがいるなら、母と娘むすめのクリスマスの邪じや魔まをすることもないだろうと思ったが──

「待った待った、お茶くらい出すから」

「……わかったよ」

　春はる太たは寒さに弱い仕様になっている。

　ＲＵＬＵからけっこうな距きよ離りをのんびり歩いてきて、身体からだがかなり冷えている。

　熱いお茶の誘ゆう惑わくには逆らえない。

「そうそう、そうこないと。つか、お母さんと事務所の話をするならハルに援えん護ご射しや撃げきしてほしいしね」

「一応、俺もＡＫＩＨＯチャンネルのスタッフだからな」

　春はる太たも話し合いに参加させてもらえるなら、そのほうがいい。

　アパートの部屋に入り、廊ろう下かを進んでリビングへ。

「ただいま、お母さん。お土産みやげあるよ」

「お邪じや魔まします、秋あき葉はさん」

　二人はリビングに入り──

　その場で立たち尽つくした。

　晶あき穂ほが「お母さん」とつぶやいたのと同時に、春はる太たは動いていた。

　リビングの真ん中にローテーブルがあり、そこに秋あき葉はが突つっ伏ぷしている。

　仕事帰りで着き替がえていないのか、スーツ姿のままで。

　だが、明らかに居い眠ねむりなどではない。

　まるでローテーブルにしがみつくような格好で、身体からだを震ふるえさせている。

　春はる太たは、秋あき葉はのそばで屈かがんで、彼女の顔を覗のぞき込こんだ。

「秋あき葉はさん！」

「……あら、春はる太たくん。こんばんは」

　秋あき葉ははわずかに顔を上げたが、その顔は信じられないほど真っ青で、汗あせびっしょりだ。

　よく見ると、ローテーブルを摑つかんでいる左手のそばに、スマホが落ちている。

「救急車、呼びます。いいですね？」

「……あ、ごめん。私、もう呼んじゃった。お騒さわがせするわね」

「そんなの、いいですから。だったら──無理に動かさないほうがいいか」

　なにが起きているのかわからないが、姿勢を変えさせるだけでも怖こわい。

　すぐに救急車が来るなら、下手なマネをしないほうがいいだろう。

「お母さん……」

「晶あき穂ほも、お帰り……クリパ、楽しかった……？」

「うん、楽しかった」

　晶あき穂ほは穏おだやかに答えて、母のそばに座り込んだ。

　それから、母の顔をじっと見つめながら──

「ねえ、ハル」

「え？」

「フルーツサンド、ハルが食べてよ。つくってもらったのに、捨てたら悪いからさ」

「おまえ、今はそんなこと──」

　春はる太たは晶あき穂ほの肩かたをがしっと摑つかんで、はっとする。

　その華きや奢しやな肩かたが小刻みに震ふるえていることに気づいた。

　晶あき穂ほの目は、まるで迷子の子供のようで──

「……わかった」

　春はる太たは晶あき穂ほの肩かたを強く摑つかんでいた手の力を緩ゆるめ、優やさしく包み込むようにする。

　今夜、晶あき穂ほの家までついてきてよかったと心から思った。

　彼女を一人でこんな状じよう況きように放り込まずに済んで、それがせめてもの慰なぐさめだと思った。

　遠くから、救急車のサイレンが聞こえてくる。

　今年のクリスマスイブは、まだまだ終わりそうにない──
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　星ほし河かわ総合病院。

　春はる太たは、どこかで聞いた覚えがあると思ったが──

「この病院……お兄ちゃんのママの親しん戚せきさんが経営してるんですよね」

「らしいな」

　クリスマスの三日後、年としの瀬せも押し迫った日。

　春はる太たは雪ふ季ゆを連れて、この病院へとやってきていた。

　名前だけは知っていたが、想像よりもはるかに立派な病院だった。

　見た目はまるで高級ホテルのようだ。

　医い療りよう技術には期待できそうだが、法外な治ちり療よう費ひを請求されそうで気軽に利用しづらい。

「親しん戚せきさんにはご挨あい拶さつしなくていいんでしょうか？」

「別にいいだろ。今日の俺は、ただの見み舞まい客だし──」

　春はる太たはすたすたと歩いて、病院のロビーへと入った。

　雪ふ季ゆも落ち着きない様子で歩きながら、ついてくる。

「山やま吹ぶき家けの人たちと関わる気はないからな。黙だまってりゃ、俺が出入りしてもバレないだろ」

「それもそうですね。私もお会いするのは怖こわいですし」

　雪ふ季ゆは頷うなずき、春はる太たも気にせずどんどん進む。

　仮に母の親しん戚せきが病院内にいても、春はる太たの顔を見たところでなにも気づかないだろう。

　もし春はる太たが母にそっくりでも、他人のそら似としか思われないはずだ。

「えーと……ああ、こっちだな」

　エレベーターで四階に上がり、廊ろう下かを進んでいく。

　あらかじめ、病室の部屋番号は教わっていた。

　外から見た以上に内部は広く、病人が迷子になるのではと心配になるくらいだ。

「でも、雪ふ季ゆ。今さらだが、無理してついてこなくていいんだぞ？」

「いえ、一いつ緒しよに行かせてください」

　雪ふ季ゆは、真面目な顔をしている。

　春はる太たはその顔を見て、それ以上はなにも言わずに一つ頷うなずいた。

「ここだな。雪ふ季ゆ、入るぞ」

「は、はい」

　春はる太たは雪ふ季ゆに確かく認にんすると、病室の前でノックをしてから中に入る。

「ああ、いらっしゃい、春はる太たくん」

「……こんにちは、秋あき葉はさん」

　そこはベッドが一つだけの個室だった。

　ベッドの上には、入院着姿の秋あき葉はが座っていた。

　艶つやのある長い黒くろ髪かみを結んで、前に垂らしている。

　地味な装よそおいでも華はなやかに見えてしまうのは、顔が美人すぎるからだろう。

「雪ふ季ゆさんもわざわざありがとう。お姉さん、可か愛わいい子のお見み舞まいは大だい歓かん迎げいよ」

「お姉さ……いえ、この前はお世話になりましたから。その……お加減、いかがですか」

　雪ふ季ゆはツッコミを入れそうになりつつも、丁てい寧ねいに言った。

　コミュ障の彼女は、少しずつ対人スキルを磨みがき上あげているようだ。

「ふふ、大だい丈じよ夫うぶよ。でも、春はる太たくんが来てくれたのは意外かも。秋あき葉はさん、感動だわ」

「そりゃ……来ますよ」

「カノジョの母親だものね。これはポイント稼かせげたわよ？」

「ええ、親を攻こう略りやくするのは重要ですね」

　春はる太たは軽口を返しつつも、少しほっとしていた。

　意外に顔色は悪くないし、特にやつれたりしている様子もない。

　三日前──

　春はる太たは倒たおれている秋あき葉はを発見したときは落ち着いていたのに、救急車に同乗して病院に着いてから怖こわくなった。

　月夜見つくよみ家けでは、晶あき穂ほの前で動じるわけにはいかない──と無意識に自分を落ち着かせていたのだろう。

　病院に着いて、長いこと待合室に晶あき穂ほと二人でいて。

　その段階になって、ようやく「秋あき葉はが倒たおれた」という事実の恐おそろしさが襲おそってきた。

　春はる太たが秋あき葉はと会ったのはほんの数回、高い寿す司しをおごってもらったとはいえ。

　別に親しくもない、むしろ親しくしてはならない人のはずだ。

　それでも、秋あき葉ははカノジョの──妹の母なのだ。

　そんな異常事態で、落ち着いていられるはずがない。

「春はる太たくん、晶あき穂ほから話は聞いてる？」

「多少は……家に帰ってすぐに倒たおれたとか」

「そう、家に着く前に道路で倒たおれなくてよかったわ。この秋あき葉はさんが、そんなみっともないマネできないもの」

「そ、そんな問題じゃないでしょう？」

「そういう問題もあるの。自力で救急車呼べたし、すぐに晶あき穂ほと春はる太たくんが来てくれたし、まだツイてたわ。コイツ、しぶといわねえ」

　秋あき葉はは心臓のあたりを押さえつつ、くすくすと笑っている。

　コイツ、というのは秋あき葉はの心臓のことらしい。

　春はる太たは、晶あき穂ほからは〝心臓発ほつ作さ〟と聞いている。

「そうだわ、ウチのちっこくて可か愛わいいのは？」

「あ、晶あき穂ほさんは中庭でお年寄りのイモン？　をしてくるって言ってました」

「慰い問もんねえ……」

　雪ふ季ゆが答えると、秋あき葉はは今度は苦く笑しようする。

　星ほし河かわ総合病院には、もちろん晶あき穂ほも一いつ緒しよに来ている。

　しかし、その晶あき穂ほは病院に入ることすらなく、春はる太たと雪ふ季ゆを先に行かせ、自分は中庭へと向かってしまったのだ。

　中庭には老人の入院患かん者じやが集まっていて、晶あき穂ほは彼らに音楽を聴きかせるらしい。

「ギター担かついでるから変だと思ったんですが。病院でギターなんて弾ひいていいんですかね？」

「音楽療りよう法ほうなんてのもあるし、いいんじゃない？」

「ロックで癒いやされますかねー……」

　世界平和をロックで歌うのだから、ありえないとは言えないが。

「ま、人と一いつ緒しよに私に会うのが嫌いやなんでしょうけど。自分がどんな顔するかわからないし、それを春はる太たくんや雪ふ季ゆさんに見られたくないんじゃない？」

「……秋あき葉はさん。その……」

「別に今すぐ死ぬわけじゃないから、そんなあらたまらなくていいわよ」

「…………」

　あっけらかんと言われると、春はる太たとしても反応に困る。

　雪ふ季ゆも隣となりで黙だまり込こんでしまっている。

　晶あき穂ほの話を聞いた限りでは、命の危険があるわけではなさそうだが──

　かといって、軽く見ていい状じよう況きようではないようだ。

　少なくとも、こうして入院しているのだから。

「えっと……個室なんですね」

「見てのとおり、仕事もしたいから。大部屋だとやりづらいでしょ？」

「お、お仕事はお休みしたほうがいいのでは……お身体からだが大事です」

「優やさしいのね、雪ふ季ゆさん。でも少しくらい、大だい丈じよ夫うぶよ」

　秋あき葉ははベッドに置いたテーブルに、ノートＰＣを載のせている。

　春はる太たは病院には無む縁えんだが、病室にもＷｉＦｉが普ふ通つうに来ているらしい。

「退院は年明けになるのよね。今のうちに年内の仕事を片付けておかないと、むしろ年明けに仕事の洪こう水ずいで死ぬわ」

「……秋あき葉はさんの会社、退院したばかりの人も労働させるほどブラックなんですか？」

「そうよ」

　ズバリ言い切られても、それも困る。

「ああ、そうだ。ちょうどＰＣがあるし。春はる太たくん、雪ふ季ゆさん、いいもの見せてあげる」

「え？」

　手招きされ、春はる太たたちはベッドのすぐ横に移動する。

　秋あき葉ははノートＰＣを少しズラして、春はる太たたちに見やすいようにしてくれた。

「えーと……これね」

　秋あき葉はがノートＰＣのタッチパッドを操作すると、メディアプレイヤーが立ち上がった。

「動画ですか？　いったいなんの──って、あっ！」

　思わず、春はる太たは声を上げてしまった。

　音量は絞しぼってあるが、個室なのでそのまま流している。

『にーちゃ、にーちゃっ♡』

「こ、これって……」

　春はる太たは、啞あ然ぜんとして画面を凝ぎよう視ししてしまう。

　映っているのは小さな子供だ。

　赤あかん坊ぼうとはいえないが、幼よう稚ち園えん児じというほど大きくもない。

　二、三歳の子供が映っている動画だった。

　ピンクの可か愛わいい服を着た女の子が「にーちゃ、にーちゃ」と嬉うれしそうに言いながら。

　もう一人の子供──白い服の男の子にじゃれついている。

　甘ったれた舌っ足らずな声で「にーちゃ」を連呼している。

　おそらく、「お兄ちゃん」を上う手まく発音できないのだろう。

『ふゆちゃん、おもいー』

『にーちゃー♡』

　男の子も、同じくらいの年ねん齢れいだろう。

　身体からだの大きさも大差ないが、女の子が男の子の背中に乗っかり、ぺしぺしと頭を叩たたいている。

「に、にーちゃ……」

　雪ふ季ゆも画面を見つめながら、ぼそっとつぶやいた。

「うーん、私は〝にーたん〟のほうが可か愛わいいと思うんだけど」

「……秋あき葉はさんの好みなんて知らないでしょう、この幼女も」

　春はる太たはツッコミを入れつつ、ちらりと横に立つ雪ふ季ゆを見た。

　確か、春はる太たと雪ふ季ゆの両親が再さい婚こんしたのは、春はる太たが三歳、雪ふ季ゆが二歳の頃ころだったという。

　この子供たちは、まさにそれくらいの年ねん齢れいだ。

「まあ、わかってると思うけれど、春はる太たくんと雪ふ季ゆさんよ」

「……こんな動画、初めて観みました」

「私も……言われてみれば、私たちって赤ちゃんの頃ころの写真とか動画、あまり見たことないかもしれません」

「そういや、そうだな」

　理由は簡単だろう。

　春はる太たたちの両親が再さい婚こんする前の、赤あかん坊ぼうの頃ころの春はる太たと雪ふ季ゆが揃そろっている写真や動画は存在しない。

　両親は春はる太たと雪ふ季ゆが実の兄きよう妹だいでないと隠かくしていたので、二人が一いつ緒しよに暮らす前の写真などはできるだけ見せないようにしていたのだろう。

　春はる太たも雪ふ季ゆも、赤あかん坊ぼうの頃ころの自分たちの単体での写真は見ているが、特に違い和わ感かんを持った覚えはない。

　そのあたり、春はる太たたちの両親は巧こう妙みようだったようだ。

「この動画はね、君たちのお父さんが撮とって、翠璃みどり先せん輩ぱいに送ったものよ」

「父さんが……」

「パパが……」

　父と春はる太たの実の母は、離り婚こんしたあともデータのやり取りくらいはしていたらしい。

「ちなみに、こんなのもあるわ」

　秋あき葉はは途と中ちゆうで再生を止め、別の動画ファイルを再生した。

　今度は──

　どうやらどこかの公園──いや、桜さく羽らば家けの近くにある児童公園だった。

　四、五歳くらいの小さな女の子が走っている。

「あっ」

　雪ふ季ゆが小さな声を上げた。

　春はる太たも同時に、それが誰だれなのかわかった。

『おにいちゃーん、ふゆちゃんもあそぶー』

『わ、ふゆちゃん、はしったらだめだって！』

　公園の入り口から走って行く女の子。

　ブランコのところにいた男の子が立ち上がる。

　男の子が心配したとおり──

　女の子は、ぽてんと転んでしまう。

『あははー、ふゆちゃん、こけちゃったー』

『ああ、ふゆちゃん、だいじょうぶ……？』

『だいじょぶー♡』

　慌あわてて駆かけ寄よった男の子が、女の子を助け起こした。

　幸い、女の子にケガはなかったようだ。

　女の子はニコニコ笑い、男の子にピースしてみせている。

「可か愛わいい子は、小さい頃ころから可か愛わいいもんなのよね。雪ふ季ゆさん、この頃ころからモテたでしょ？」

「ど、どうだったでしょう？　お兄ちゃん？」

「隙すきあらば近づこうとしてる野や郎ろうたちはいたが、俺と松まつ風かぜにビビってたからな」

　当時、近所でケンカの強さナンバー１、２が春はる太たと松まつ風かぜだった。

　春はる太たも松まつ風かぜも、小さい頃ころから明らかに他の子供より大きかった。

「そ、それにしても……昔の私、お兄ちゃんに甘えすぎてて恥はずかしいですね……」

「その辺は、今も大差なくないか？」

「は、走っても転んだりしません！　たまにしか！」

「たまに転んでるのかよ。マジで気をつけてくれ」

　春はる太たが一いつ緒しよのときは、雪ふ季ゆの安全を第一にしているが、常に見張っているわけにもいかない。

　ただ、思い返せば昔の雪ふ季ゆは、腕うでや脚あしに生傷が絶えなかった記き憶おくもある。

　今よりもっとずっと、兄にべったり甘えていた記き憶おくも──

「それより……俺の母さんがもらったデータを、なんで秋あき葉はさんが持ってるんですか？」

「ショタハルタ・メモリーズ・ディレクターズカット版よ」

「……どこで配信してるんですか、それ」

「普ふ通つうに、翠璃みどり先せん輩ぱいに頼たのんでもらったのよ。君のことには興味あったしね」

　春はる太たの映像というより、父がメインで撮さつ影えいしていたのは雪ふ季ゆのほうだろう。

　おそらく、春はる太たが映っていたところを切り出して母に送ったのではないか。

「翠璃みどり先せん輩ぱいはね、もちろん君のことをずっと思ってた。ずっと、君を連れ出して君と一いつ緒しよに暮らしたいと思ってたのよ」

「でも、俺の母は……」

「そう、入退院を繰くり返かえす身だったけどね」

「……ですよね」

「春はる太たくんが生まれた直後に離り婚こんして、そのあと何年かは身体からだを壊こわして君に会いたくても会えなかったのよ」

「母の身体からだ、そこまで悪かったんですか……」

　生みの母の情報は断だん片ぺん的にしか聞いていない。

　父もそうだが、この秋あき葉はにとっても伝えにくいような話が多いのではないか。

「お兄ちゃん……」

　雪ふ季ゆが小さくつぶやき、きゅっと春はる太たの小指だけを握にぎってきた。

　春はる太たはちらりと雪ふ季ゆを見て、「大だい丈じよ夫うぶだ」と目で語る。

「だけど、母親だからね。先せん輩ぱいは春はる太たくんに会いたくて会いたくて仕方なかったのよ」

「でも、そんな状態じゃ……」

「春はる太たくんが幼い頃ころにも、コッソリ君のところへ行こうって──実際に行動に移そうとしたことすらあったのよ」

「……動画だけじゃ我が慢まんできなかったんですか」

「いえ、会いに行くつもりだったけど、動画を観みて──あきらめたのよ」

「どうしてですか？」

　秋あき葉はは春はる太たのほうを見て、かすかに笑い──

「春はる太たくんと、雪ふ季ゆさんの姿を見てしまったから。君に子犬みたいに懐なついて、離はなれようとしない雪ふ季ゆさんを見てしまったから」

「…………っ」

　声にならない声を上げたのは、雪ふ季ゆだった。

　動画では、幼い雪ふ季ゆがブランコに座り、春はる太たが後ろから押して漕こいでやっている。

　幼い雪ふ季ゆは後ろを向いて、兄の顔をにこにこと嬉うれしそうに見ている。

「翠璃みどり先せん輩ぱいは、春はる太たくんを連れ出して自分で育てたかった。だけど、雪ふ季ゆさんから春はる太たくんを引ひき離はなせないって気づいて。あきらめたのよ」

「…………」

「春はる太たくんのところに行ったら、君を連れ出さずにはいられなくなる。翠璃みどり先せん輩ぱいはそれがわかっていたから、行かなかったのよ」

　あるいは、春はる太たが実の母と暮らす未来もあったのかもしれない。




「それじゃ……私のせいで、お兄ちゃんは本当のママと暮らせなかったんですか……？」




　雪ふ季ゆは、ぎゅうっと春はる太たの小指を握にぎり締しめてきた。

　春はる太たは、雪ふ季ゆの目が潤うるんでいることに気づく。

　幼い雪ふ季ゆの無む邪じや気きな愛情が、春はる太たと母を引ひき離はなしていた。

　母は、雪ふ季ゆのせいで実の息むす子こから引ひき離はなされたまま──死んだというのか。

「あ、あのっ！　わ、私……お、お兄ちゃんの本当の妹じゃ──」

「知ってるわ、さすがに」

「えっ……」

　雪ふ季ゆは春はる太たの小指を握にぎったまま、一歩後ろに下がってしまう。

「あなたが春はる太たくんと晶あき穂ほの妹だったら、さすがに知ってるわよ。でも、そうじゃない。当然だけど、翠璃みどりさんも知ってた」

「そ、それなら──私、実の妹でもないのに私のせいで……！」

「違ちがうわ、雪ふ季ゆさん」

「え？」

「春はる太たくんと雪ふ季ゆさんは、翠璃みどり先せん輩ぱいには実の兄きよう妹だいみたいに見えたの。だから、春はる太たくんと──雪ふ季ゆさんの幸せも願って、二人には一いつ緒しよに育ってもらいたいと思ったの。二人が仲良く育ってくれることが、自分の幸せになるって──翠璃みどり先せん輩ぱいはそう言ってたわ」

「……お兄ちゃんのママは、お兄ちゃんみたいに優やさしすぎますね」

　雪ふ季ゆは、今度は春はる太たの手をしっかりと握にぎり締しめてきた。

　よかった、と春はる太たは思う。

　母の想おもいのせいで雪ふ季ゆが傷つくことになったら──

　にわかに現実味を帯びてきた実の母という存在が、大事な雪ふ季ゆを傷つけるようなことになったら、春はる太たはどうしていいかわからなくなるところだった。

　母の願いどおり、春はる太たと雪ふ季ゆは実の兄きよう妹だいとして育ってきた。




『おにいちゃーん、ふゆちゃんおなかすきましたー♡』




　映像の中では、幼い雪ふ季ゆが幸せそうに笑っている。

　春はる太たと雪ふ季ゆ──自分たちが兄きよう妹だいだと信じて疑うことなどなかった頃ころの二人がいる。

　この姿を見て、母が自分のことよりも幼い二人のことを思ってくれた。

　春はる太たは、実の母の優やさしさに涙なみだが出そうになっている自分に気づいた。







「おっすー」

「……軽いな、晶あき穂ほ」

　がらりと病室のドアが開いて。

　入ってきたのは、晶あき穂ほだった。

　最近よく着ているスカジャンに、デニムのミニスカート、黒タイツ。

　足元は渋しぶめの茶色いブーツ。

　ついでに、トレードマークのギターケースも担かついでいる。

「ふー、歌いまくってきたよ。じいさんばあさんが放してくれなくて。お小こ遣づかい要求したら、ひと財産つくれちゃうんじゃない？」

「慰い問もんじゃなかったのか？」

　晶あき穂ほはボランティア精神に欠けているようだ。

「晶あき穂ほちゃーん、慰い問もんもいいけど、まずは私のところに来てくれないと傷ついちゃうな」

「噓うそばっか。ハルと話がしたかったんでしょ？　ハルを連れてこいってうるさかったし」

「…………」

　春はる太たは、ばっと秋あき葉はの顔を見る。

「まー、春はる太たくんと話したいことは山ほどあるからね。でも、いっぺんに話したら春はる太たくんも混乱するだろうし」

「……ですね」

　春はる太たにとって、実の母は興味深い人ではある。

　父が多くを語らない以上、もっとも母の話ができるのは秋あき葉はだろう。

　だが、一つ一つの話が濃こすぎるのも事実だ。

「あれ？　ちょっと待って、雪ふ季ゆちゃん、どこ行ったの？　魔ま女じよに意地悪された？」

「雪ふ季ゆは、喉のどが渇かわいたっつーから下のロビーに行ったよ。行いき違ちがいになったんだな」

　おそらく、雪ふ季ゆはこの病室に戻もどってくるつもりはないだろう。

　病室を出て行く雪ふ季ゆの目は、まだ潤うるんでいたからだ。

　春はる太たが実の母と暮らせなかったのは自分のせいではない、とわかったようだが感情の整理が追いつかないのだろう。

　それなら、少し待てば雪ふ季ゆは気持ちを立て直せると春はる太たは確信している。

「雪ふ季ゆさんには余計なことを話しちゃったかも。ごめんなさい、春はる太たくん」

「……いえ、ここについてくるのは雪ふ季ゆが決めたことでしたから」

　雪ふ季ゆももう公園で遊んでいた頃ころとは違ちがうのだから、彼女の意思は尊重すべきだろう。

「ただ、あまり無理をしないほうがいいですよ、秋あき葉はさん。俺もこれくらいで……」

「残念ながら、そう簡単にはくたばらないから。充じゆう分ぶん、全部話せる時間はあるわ」

「ふん、ハルもそろそろお母さんが殺しても死なないってわかってんじゃない？」

「春はる太たくん、春はる太たくん」

「はい？」

　秋あき葉はは、ニヤニヤと笑いながら晶あき穂ほを指差した。

「私が担かつぎ込こまれて容態が落ち着いたあとで、朝早くに春はる太たくんと二人で帰ったんでしょ？」

「ええ、タクシーで晶あき穂ほを家まで送りました」

　秋あき葉はが夜中に倒たおれ、朝早くに医者から「もう大だい丈じよ夫うぶ」と言われ、晶あき穂ほは一度帰宅している。

　晶あき穂ほも疲つかれ切きっていて、休ませなければならなかった。

　春はる太たは晶あき穂ほをタクシーで家まで連れ帰り、少し一いつ緒しよにいてから自宅に帰った。

「すぐに晶あき穂ほ、病院に引き返してきたのよ。それから、ずっとこの病室にいたんだから」

「お、お母さん、その話は反則じゃない!?」

　珍めずらしく、晶あき穂ほが真っ赤になって母のベッドに手をついて身を乗り出した。

　母親が心配すぎて、ずっとそばにいたらしい。

「……意外に可か愛わいいとこあるな、晶あき穂ほ」

「お、お母さんが死んだらあたしが路頭に迷うハメになるから、不安だったってだけ！」

「大だい丈じよ夫うぶよ、一応アイツ父親もいるし、晶あき穂ほが大学出るまでの学費も生活費もたっぷりあるわよ」

「そんなもん、あたしの自由にさせたら一年もたないね」

　ぷいっ、とそっぽを向く晶あき穂ほ。
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　春はる太たも彼女とは数ヶ月の付き合いだが、こんな子供っぽい顔は初めて見た。

「そ、それで、どうなの、お母さん。年明けに退院なんだよね？」

「ええ、ついでだから三が日くらいまでのんびりしてから退院するわ」

「個室の料金は馬鹿になんないからね。それくらいで出てもらわないと、あたしの学費を減らさなきゃいけなくなっちゃう」

「お、おいおい、晶あき穂ほ」

　照てれ隠かくしの憎にくまれ口ぐちはわかるが、さっきから手厳しい。

「いいのよ、春はる太たくん。さっき、雪ふ季ゆさんも言ってたけど君は優やさしいわね。晶あき穂ほと半分血が繫つながってるとは思えないわ」

「…………っ」

　春はる太たは妙みような声を出しそうになった。

　未いまだに出生の秘密を持ち出されると、驚おどろかずにはいられない。

「だいたい、この人は魔ま女じよなんだから、不死身なんだよ」

「あはは、娘むすめに魔ま女じよ呼ばわりされてる件について」

　不死身ではないにしても、高校生の娘むすめがいるにしては若すぎることは否いなめない。

「そうそう、春はる太たくん。ついでにもう一つ、小ネタを教えてあげる」

「小ネタ？」

「翠璃みどり先せん輩ぱい──君のお母さんは、私のことを〝魔ま女じよちゃん〟って呼んでたわ」

「魔ま女じよ……」

「私、制服のブラウスも黒だったし、私服は黒ずくめだったからね」

「俺の母、そんな理由で後こう輩はいを魔ま女じよ呼ばわりですか」

「まあ、私は──魔ま女じよちゃんって呼ばれるの嬉うれしかったけどね」

「……あまりいいあだ名じゃなさそうですけど」

「あだ名で呼ぶのって特別感あるじゃない？　翠璃みどり先せん輩ぱいがあだ名で呼んでた相手、私が知る限り私一人だけよ」

「本当に仲、よかったんですね」

　春はる太たがちらりと横を見ると、晶あき穂ほはつまらなそうな顔で聞いている。

　おそらく、晶あき穂ほは前に聞いたことがあるのだろう。

「そりゃそうよ。友達とか先せん輩ぱい後こう輩はいとかっていうより、仲間同士だったから」

「仲間？　軽音楽部のですか？」

　以前、秋あき葉はに見せてもらった、演奏中の若かりし母と秋あき葉はの写真を思い出す。

「それもあるけど──ああ、そうだ。大サービスでもう一つ。私と翠璃みどり先せん輩ぱいのバンド名、教えてあげようか？」

「バンド名？」

「正確にはユニット名か。ボーカルとキーボードだけじゃバンドとは言えないわね」

　秋あき葉はは、ノートＰＣを操作してから、また春はる太たに画面を見せてきた。

　前とは別の演奏中の母と秋あき葉はの写真が表示されていた。

「これよ」

　秋あき葉ははノートＰＣの液えき晶しよう画面の一部を指差した。

　二人はお揃そろいのパーカーを着ていて、その胸のあたりにロゴが入っていた。

「〝ＬＡＳＴ　ＬＥＡＦラスト・リーフ〟ですか。もしかして、これが？」

「ええ、私たちのユニット名。命名、翠璃みどり先せん輩ぱい」

「へえ、なかなかいい名前──ＬＡＳＴ　ＬＥＡＦ？」

　春はる太たは、ふと気づいた。

　余計なことに、気づいてしまった。

「最後の一葉……」

　とある短編小説のタイトルだ。

　きちんと読んだことのない人でも、こんな台詞せりふは知っているのではないか。

『あの葉っぱがすべて落ちたら私も死ぬ』

　重い病に冒おかされた画家が、窓の外に見えるツタの葉っぱを見て、こうつぶやいた。

　このツタの葉を巡めぐって、短いながらも人の生と死を描えがく切ないストーリーが展開されるわけだが……春はる太たは、以前にこの小説を読んだことがあった。

「翠璃みどり先せん輩ぱいが大だい嫌きらいだった小説から取ったのよ」

「大だい嫌きらいだったんですか……」

　春はる太たのツッコミに、秋あき葉ははくすりと笑った。

「遠くない未来に死ぬ二人は、音楽を鳴らし続けた。この音が鳴り止やんだときが、自分たちが死ぬときだって」

「…………」

「音楽こそが、私と翠璃みどり先せん輩ぱいの最後の一葉だったの」

　それは、つまり──春はる太たは言葉が出てこなかった。

「ま、私はこうしてしぶとく今も生きてるけど。あの頃ころは、本当に──私も翠璃みどり先せん輩ぱいも先が見えなかった。自分が大人になるなんて、思いもしなかったのよね」

「ほら、ハルが困ってる。お母さん、その話、ヘビーすぎるんだって」

「あはは、やっぱりまずい？　でも、春はる太たくんには聞いてほしかったのよね」

　軽音楽部で意気投合したという後こう輩はいは──

　いや、同じ運命を抱かかえていたからこそ意気投合したということか。

「身体からだが弱いのは、翠璃みどり先せん輩ぱいだけじゃなかったってわけ」

「秋あき葉はさんは……」

　春はる太たはもう気づいている。

　秋あき葉はが倒たおれたのは初めてではない──

　あるいは、倒たおれても不思議ではない身体からだだった……？

「私は心臓専門。今回、五年ぶり三回目の爆ばく発はつを迎むかえたのよ。幸い、軽かったけど」

「心臓……」

「だから、お母さんは不死身だって言ってんじゃん。不死身の魔ま女じよ……なんだよ」

　晶あき穂ほはまだそっぽを向いたまま、独り言のようにつぶやいている。

「そうね、魔ま女じよちゃんはそう簡単には死なない。けど、翠璃みどり先せん輩ぱいは──」

「……秋あき葉はさん、無理に俺の母の話をしなくても」

「私が、翠璃みどり先せん輩ぱいの話をしたいのよ。歳としを取ると昔話がしたくなるの」

　まるで歳としを感じさせない美女は、苦笑いしている。

「翠璃みどり先せん輩ぱいの場合は、どこが悪いって、どこもかしこもと言ったほうが早いわね。薬とか、ドン引きするくらい大量に飲んでたわ」

　そこまで聞いて、春はる太たははっとした。

「秋あき葉はさんが、最後に母を病院から連れ出したっていうのは──」

「悔くいを残さず死にたい。私も翠璃みどり先せん輩ぱいも、ずっとそう思って生きてきた。だから、春はる太たくんに会いたいっていう願いを他ひ人と事ごとだなんて思えるわけがない。私は、あの人の願いを叶かなえてあげたかったの。大失敗したけどね」

　くすり、と秋あき葉はは笑った。

「私も、悔くいは残したくない。ねえ、春はる太たくん」

「は、はい」

「私にとって世界で一番大切なのは、晶あき穂ほなの。こんな生意気なクソガキでもね」

「余計な付け足しがなければ、泣いちゃう台詞せりふだね」

「ね、生意気でしょ？　でも、もしもこの子の将来を見届けられなかったら、それが悔くいになる。だから、せめて」

　秋あき葉はは、ノートＰＣのフタを閉じて春はる太たの顔をじっと見た。

「兄でも彼かれ氏しでも、どっちでもいい。それは、君たち二人の問題よ。ただ、君に──晶あき穂ほをお願いしたいの」











第９話　妹はみんなで暮らしたい






「ただいま」

「ただいま、です」

　春はる太たは、雪ふ季ゆを連れて自宅に戻もどってきた。

　すぐに、リビングのほうから透とう子こがぱたぱたとやってくる。

「おかえりなさい。寒かったでしょう、熱いお茶を淹いれますね」

「ああ、ありがとう、透とう子こ」

「ありがとうございます、透とう子こちゃん」

　春はる太たと雪ふ季ゆは自室で部屋着に着き替がえ、リビングに行ってソファに座り、透とう子こが淹いれてくれたお茶をすする。

　旅館の娘むすめは、こうやって世話を焼かないと落ち着かないらしい。

「では、私はお部屋に戻もどってますので。なにかあったらお申し付けください」

「……なんか、普ふ通つうに透とう子こを働かせちまってるな。あいつ、今日は午後から塾じゆくだったか」

　春はる太たたちは朝一番で見み舞まいに行き、昼前に戻もどってきたのだ。

「私より勉強できるのに、私より勉強してますからね……」

「雪ふ季ゆも頑がん張ばってるだろ。それに、要は合格すりゃいいんだ。どっちが上とか関係ない」

　春はる太たは、ぽんぽんと雪ふ季ゆの頭を叩たたき、妹もこくりと頷うなずいた。

　雪ふ季ゆは、ずずずとお茶をすすって。

「でも、秋あき葉はさん──意外とお元気そうでよかったですね」

「晶あき穂ほもたいしたことないって言ってたが、マジだったな。つっても、軽く考えちゃダメだろうが」

　一度は倒たおれて救急車を呼ぶほどだったのだから、油断してはいけないだろう。

　元から身体からだが弱いのなら、なおさらだ。

「晶あき穂ほさん以外のお見み舞まいを断ってるって話でしたね」

「仕事関係者にも『来るな』って言ってるらしいしなあ」

　晶あき穂ほに言わせると、「魔ま女じよは弱ってるところを見せたくない」とか。

「それでも私たちを受け入れてくれたのは……お兄ちゃんが特別だからですよね」

「あの映像を見せるのも目的だったんだろ。それなら、雪ふ季ゆも一いつ緒しよじゃないとな。母親は、俺と雪ふ季ゆの幸せを願ってくれてた──らしいからな。知っておくべきなんだよ、俺も雪ふ季ゆも」

　幸せがどうこうなど、口に出すのは照れくさい。

　だが、故人が願ってくれたこと──それも生みの母の願いなのだから、照れずに口に出して確かく認にんしてもいいだろう。

「正直、この前の墓参りで母親とのことはケリをつけたつもりだった。でも、秋あき葉はさんの話を聞いておいてよかったよ」

「そう、ですね。私も……聞いてよかったです」

「秋あき葉はさん、よくわからん人だと思ってたけど、いい人だな」

「晶あき穂ほさんのママですから、いい人に決まってますよ」

「そうかな」

　その理り屈くつは、春はる太たには少しばかり納なつ得とくがいかない。

　晶あき穂ほに翻ほん弄ろうされてきた事実は動かないからだ。

「あの母娘おやこも変な関係だよな……」

　春はる太たは、秋あき葉はとの会話を思い出す──







「世界で一番大切なのは晶あき穂ほ。で、二番目って君なのよね」

「え、俺？　えーと……旦だん那なさん、いますよね？」

　まだ見ぬ晶あき穂ほの義父は、どんな人物かすら知らない。

「あいつは大切とかそういう関係性じゃないの。お互たがい、利益のために籍せきを入れたってこと。ま、たいした話じゃないし、君にはまったく関わりのないことだから気にしないで」

「…………」

　秋あき葉はとその夫は、高校生の春はる太たにはわからない複雑な関係を築いているようだ。

　もしくは、とてつもなく単純な関係か。

「も、もしそうだとしても、俺が大切っていうのは……」

「君は、私が人生でただ一人憧あこがれた女ヒトの息むす子こなのよ」

　きっぱりと、秋あき葉ははそう言い切って──

「それに、もう一つ加わったわ」

「え？」

「もしも──私に、もしものことがあったら。まあ、心臓はすぐにどうってことはないけど、いきなりバスにはねられて死ぬかもしれないし」

「それは……」

　そういうことを言ったら、春はる太ただって明日レイゼン号で川に突つっ込こんで死ぬかもしれない。

「人間、いつ死ぬかわかんないってこと。私の場合は、身体からだに爆ばく弾だんを抱かかえてる分、ちょっとだけ可能性が高いってことよ」

「お母さん、爆ばく弾だん抱かかえてるくせに、お酒飲んだりして無茶してたのも悪いよね」

「こんな娘むすめだけど、私にもしものことがあったら、春はる太たくんに任せたいのよ」

　そういえば、秋あき葉はは昔は酒飲みだったという話だった。

　しかも、春はる太たの生みの母も。

　人生の先が見えず──

　酒でも飲まないと、やっていられなかったのかもしれないが……。

「今回みたいに入院することもあるしね。晶あき穂ほのことは、君に任せるしかないでしょう？」

「……秋あき葉はさんの旦だん那なさんは頼たよれないんですね？」

「アイツはろくに家にもいないし。全然悪い男じゃないんだけどね。アイツにも事情があるのよ。悪いヤツだったら、私が叩たたき出だしてるわ」

「……なるほど」

　悪い男ではない、というのは信じられる気がする。

　その場合、晶あき穂ほはとっくに家を飛び出してるだろう。

　晶あき穂ほには、そのくらいの行動力はある。

「ちなみに、アイツはこの年末年始も仕事で海外みたいね」

「……晶あき穂ほ、ウチで預かりましょうか」

「ありがとう、話が早くて助かるわ」

　秋あき葉はは満足そうに頷うなずいた。

　春はる太たたちの見み舞まいいを受け入れてくれたのは、この話もしたかったからだろう。

「…………」

　晶あき穂ほ本人は、他ひ人と事ごとのような顔をしているが、反論はないようだ。

「ふふ、真しん太た郎ろうさん、晶あき穂ほを見てどんな顔するかしら。それが見られないのが残念ね」

「きっちり見といて、詳しよう細さいにお話ししますよ……」

　桜さく羽らば家けには、既すでに霜しも月つき透とう子こという居い候そうろうがいる。

　狭せまい家に二人も同居人が増えるのは厳しいが、どうにでもなるだろう。







　──秋あき葉はとそんな話をしてから、春はる太たは病室で長話も悪いということでお暇いとましてきた。

　帰り道、晶あき穂ほをお茶に誘さそってはみたが──

　晶あき穂ほはあまりしゃべらなかったので、ろくに会話もないまま帰ることになってしまった。

　晶あき穂ほは、あとで準備をしてから桜さく羽らば家けに来ることになっている。

　ひとまず、春はる太たたちは先に自宅に戻もどってきたわけだ。

「あ、お兄ちゃん。晶あき穂ほさん、ウチに来るんですよね？」

「ああ」

　もちろん、雪ふ季ゆとは病院のロビーで合流したので、晶あき穂ほが居い候そうろうする話は既すでに伝えている。

「晶あき穂ほさん、素す直なおにウチに来るでしょうか？　ちょっと不安になってきました……」

「あいつ、しれっと裏切るからなあ。でも、大だい丈じよ夫うぶだ」

　春はる太たは、きっぱりと言い切る。

　晶あき穂ほは桜さく羽らば家けに世話になることをよしとせず、年末年始を一人で過ごそうとする可能性は低くない。

「ほら、あれ。晶あき穂ほをウチに誘さそい込こむためにあのギターを預かってきたんだからな」

　リビングの隅すみに、ケースに入ったギターを立てかけてある。

　晶あき穂ほから人ひと質じちとして預かってきたのだ。

　かなり晶あき穂ほは嫌いやがっていたが、桜さく羽らば家けに来てもらうためには必要な措そ置ちなので、春はる太たはあえて心を鬼おににした。

「ああ、そのために……お兄ちゃん、音楽に目覚めたのかと。ギター弾ひくお兄ちゃん、かっこいいだろーなって楽しみにしてました」

「その期待には応えられそうにないな」

　残念ながら、春はる太たは勉強も運動もできるが音楽的才能には乏とぼしい。

　同じ血を分けていても、晶あき穂ほのような才能はないのだ。

「同じ血、か……」

「はい？　なんですか、お兄ちゃん？」

「〝にーちゃ〟って言ってみてくれないか？」

「にーちゃ」

　兄の言葉には特に逆らわない妹だった。

「うん、まあさすがに中三になって〝にーちゃ〟はイタいよな」

「お兄ちゃんが言わせたんですよね!?」

　春はる太たは笑って──病室で秋あき葉はに見せてもらった映像を思い出す。

「にーちゃ、にーちゃ」と嬉うれしそうに春はる太たに懐なついていた幼い雪ふ季ゆ。

　もちろん、春はる太たにもその頃ころの記き憶おくはないが──記き憶おくに残っていないほど小さい頃ころから、雪ふ季ゆは春はる太たを〝兄〟と呼んできたのだ。

　春はる太たは、じぃっと雪ふ季ゆの顔を見つめて──

「……お兄ちゃん？　私の顔、なにか変ですか？」

「いや、可か愛わいい。いつもどおりな」

「ふへへ」

　春はる太たの適当なごまかしに、変な笑い声で喜ぶ雪ふ季ゆ。

　大事な存在ではあるが、この素す直なおすぎる性格は危ないなと思いつつ。

「あ、お兄ちゃん。そんな可か愛わいい私なんですけど」

「ん？」

「クリパで、実は私も青あお葉ばキラさんにスカウトされたんです」

「え!?」

　春はる太たは、思わずソファから立ち上がる。

「モデルとして働いてみないかって」

「い、いつの間に。雪ふ季ゆ、どう答えたんだ……？」

「ただ家を出るだけでは独立したとは言えないですよね。私、ずっとお兄ちゃんたちに甘えてきましたから、その分頑がん張ばらないと」

「い、いや、雪ふ季ゆは充じゆう分ぶんに頑がん張ばってるだろ。家事をほとんど一人でやってきたんだからな」

　こんなに真面目に家事をやっている中学生など少ないだろう。

「それは家の中のことですから。私、いつまでも引っ込み思じ案あんのコミュ障ではいたくないんです。ただ、コンビニとかファミレスとかで接客ができるかっていうと……」

「……無理だな」

「そんなにきっぱり！」

　雪ふ季ゆも立ち上がり、じぃっと春はる太たを睨にらんでくる。

「だ、だから……高校に合格したら、青あお葉ばキラさんの事務所にお世話になってみようかと。私にモデルなんてできるのかわかりませんけど……やってみたいんです」

「雪ふ季ゆ……」

　雪ふ季ゆは、外見だけなら文句のつけようがない。

　モデルは見た目がいいだけでなく、いろんな服を着こなし、写真映ばえするポーズも取れなければいけないだろう。

　オシャレも自じ撮どりも極きわめている雪ふ季ゆならば、それらのスキルも問題なさそうだ。

「私、もっと頑がん張ばって──お兄ちゃんのカノジョにふさわしい女の子にならないと」

「…………」

　あのクリスマスパーティは、春はる太たの大切な少女二人の転てん換かん点になったのかもしれない。

「でも」

「なんだ？　わっ、雪ふ季ゆ？」

　雪ふ季ゆが突とつ然ぜん、春はる太たにぎゅっと抱だきついてくる。

「お兄ちゃんのママは──私とお兄ちゃんに兄きよう妹だいとして育ってほしかったんですよね」

「……兄きよう妹だいとして育っただろ」

「今の私は妹とは言えません。血の繫つながりがなくて、しかもお兄ちゃんのカノジョになろうと企たくらんでるんですから」

「それは……俺の母親がどう思っていようが関係ない。もう亡なくなってるんだし、俺と雪ふ季ゆで決めることだ」

　春はる太たは迷わずに言い切った。

　雪ふ季ゆを妹にするか、カノジョにするか、まるで決められていない。

　だが、今日聞いた山やま吹ぶき翠璃みどりの話に振ふり回まわされる必要はないと思っている。

「そうですね、お兄ちゃんのママは亡なくなってますけど──亡なくなってるからこそ、もうあの人の願いは変えられません。それに」

「それに？」

「晶あき穂ほさんのママは、お兄ちゃんのママの遺志を大事にしてます。あの人の願いを、今も受うけ継ついでる人がいるんですから……」

「だいぶ、ややこしくなってきたな。とっくにややこしすぎたのに」

「本当ですね……私、晶あき穂ほさんと戦う気だったのにやりづらくなっちゃいましたよ」

　ぎゅうっ、と雪ふ季ゆはさらに強く春はる太たに抱だきつき、胸に顔を埋うずめてきた。

「でも、私は必ず、晶あき穂ほさんからお兄ちゃんのカノジョの座を奪うばっちゃいますから」

「…………」

　春はる太たは黙だまったまま、雪ふ季ゆの身体からだを優やさしく抱だいた。

　晶あき穂ほの母の思いは無視できないが、春はる太たと雪ふ季ゆの関係は自分たちで決めることだ。

　それでも、春はる太たの母と晶あき穂ほの母の気持ちを、「関係ない」で切り捨てることは簡単ではない。

　少なくとも、この優やさしすぎる少女にとっては難しいことだろう。

　そして、春はる太たにとってはより複雑な問題になってきている。

　秋あき葉はに見せられた、遠い昔の映像。

　自分を〝にーちゃ〟と呼んで甘えてきていた小さな小さな女の子。

　春はる太たは雪ふ季ゆの望みとは逆に、強く意識してしまっていた。

　腕うでの中にいるこの少女が、妹であることを──







「雪ふ季ゆちゃん、ホントに料理上じよ手うずだね。うん、美う味まい美う味まい」

　晶あき穂ほは、もぐもぐと美お味いしそうに料理を食べている。

　さすがにギターを人ひと質じちに取られていては、晶あき穂ほも無む駄だな抵てい抗こうはできなかったようだ。

　透とう子この塾じゆくからの帰宅を待って、四人で夕食の卓たくを囲んでいる。

　残念ながら父の帰りまで待っていたら就しゆう寝しん時間になりかねないので、子供たちだけでの夕食となった。

　本日のメニューは、分厚い牛肉たっぷりの肉野菜炒いため、にんにく抜ぬきの餃ぎよ子うざ、ハムとキュウリのポテトサラダに玉子焼き、味み噌そ汁しるとボリュームたっぷりだ。

　春はる太たが育ち盛ざかりでよく食べる上に、受験生の二人も頭を使って空腹になりやすいため、最近の桜さく羽らば家けの食事は量が多い。

　それでいて、誰だれも太る様子がないのが不思議なところだ。

「ありがとうございます。晶あき穂ほさん、どんどん食べてください。多めにつくったので」

「うん、全然遠えん慮りよなんかしてないから。ハル、その玉子焼きいらないならちょうだい。これ、マジ美う味まいわ」

「いるよ、大事に取ってあるんだよ！」

「意外に食い意地張ってるね、ハル」

「それはおまえじゃないのか？」

　春はる太たと晶あき穂ほは、バチバチと火花を散らす。

　カノジョであろうと妹であろうと、好物は譲ゆずれない。

「もー、仲良く食べてください。玉子焼き、もっと多めにつくったほうがいいでしょうか」

「ウチの旅館で朝食に出してる玉子焼きも今度つくります。海え老びと椎しい茸たけと三つ葉をまぜてあって、お客様にも好評なんですよ」

「おおっ、それも美う味まそうだな。透とう子こ、マジで楽しみにしてる」

「はい、お兄さん」

　未いまだに桜さく羽らば家けの家事は、雪ふ季ゆがメインで担当していて、透とう子こもかなり手伝っている。

　もちろん春はる太たも、受験生の二人のために掃そう除じや買い物は積極的に手伝っているが。

　それでも、料理はほぼ雪ふ季ゆたちに任せっきりだ。

「そういえば、晶あき穂ほさんはお料理しないんですか？」

「あたしはギタリストだもん。指をケガでもしたら大変だから、包丁は持たないんだよ。永遠に」

「永遠に……ですか」

　雪ふ季ゆは驚おどろいているようだ。

　大おお噓うそで、つくるのがダルいからに決まっているが……。

　晶あき穂ほが音楽を口実に面めん倒どうを避さけるのはよくあることだ。

「あ、このポテサラも美う味まいね。ふんわりとろけるみたい。ハルの胃い袋ぶくろ、摑つかみにきてるよね」

「そ、そんなことはありません！」

「ああ、これはトーコちゃんがつくったんだ。やるね」

「へぇ……透とう子こちゃん、お兄ちゃんの胃い袋ぶくろキャッチを企たくらんで……？」

「ち、違ちがいます、雪ふ季ゆさん！　というか、ポテサラを任せたの、雪ふ季ゆさんですよね!?」

「ふふ、冗じよう談だんです」

　雪ふ季ゆは、過去のことを忘れるどころか、完全に透とう子こを翻ほん弄ろうしているようだ。

「つーか、晶あき穂ほは普ふ段だんなに食ってるんだ？」

「近所のやゆよ軒けんで食べるかテイクアウトが多いかな。チキン南なん蛮ばん定食は週七で食べてるね」

「毎日じゃねぇか」

「タルタルソースたっぷりで美お味いしいんだよ。ハルとも食べたことあったよね」

「あったっけか……」

　春はる太たが雪ふ季ゆと離はなれて暮らしていた時期、晶あき穂ほと夕食をともにすることが多かった。

　ラーメンや牛ぎゆう丼どん、ファストフードが多かったが、定食屋に行った記き憶おくも確かにある。

「はー、お母さんが倒たおれたおかげでこんな美お味いしいご飯がこれから毎日食べられるなんて。あの魔ま女じよも、たまには役に立つよね」

「あ、晶あき穂ほさん、そんな言い方は……」

「雪ふ季ゆ、気にすんな。こいつ、素す直なおになれないだけだから」

「お兄ちゃんが晶あき穂ほさんに意地悪いのと似てますね」

「…………」

「…………」

　素す直なおなほうの妹からの、グサリと突つき刺さすような一いち撃げきだった。

　春はる太たはもちろん、晶あき穂ほもとっさに減らず口すら出てこないようだった。

　以前に晶あき穂ほが言っていた〝雪ふ季ゆのパワーが凄すごい〟、みたいな話はまんざら冗じよう談だんでもないかもしれない。

「あ、あの？　みなさん、どうしたんですか？」

　透とう子こだけは、まだ春はる太たと晶あき穂ほが実の兄きよう妹だいだと知らない。

「いや、気にしなくていい、透とう子こ。うん、確かにこのポテサラ美う味まい。透とう子こは、さりげにサイドメニューのバリエーション多いよな」

「というか、メインは雪ふ季ゆさんの担当ですので……」

　透とう子こは家事を手伝いつつも、まだメインは任されないらしい。

　旅館で厨ちゆう房ぼうの手伝いなどもしていて、料理の腕うでは確かなのだが。

「そうですね、そろそろ透とう子こちゃんにもメインの料理をお願いしてみましょうか」

「い、いいんですか、雪ふ季ゆさん！」

　いつの間にか、従い姉と妹こ同士の二人が師し弟ていのようになっている。

「〝そうげつ〟の板長直伝の味み噌そ鍋なべ料理があるんです。寒い時期には最高です。これなら間ま違ちがいなしですよ！」

「い、いや、透とう子こ、そんなガチで料理しなくても。おまえ、受験生なんだからな？」

　しかもこの先、元日以外は冬期講習がギッシリという多た忙ぼうさだ。

　吞のん気きに秘伝の料理を披ひ露ろうしている場合ではない。

「勉強のためにも食事は重要ですよ、お兄さん。それに、もし地元の高校を受けていたら旅館の手伝いは普ふ通つうにしていたと思います。それに比べたら、お料理くらいは」

「たくましいな……」

「ハルの生活力のなさが浮うき彫ぼりになったね」

「晶あき穂ほも料理できないだろ！」

「失敬な！　掃そう除じも洗せん濯たくもできないっつーの！」

「余計ダメだろ！」

　まさか、生活力がないのは父からの遺伝なのだろうか。

　恐おそろしい想像をしてしまう春はる太ただった。

「いいじゃないですか、お兄ちゃん。私の場合は家事がいい気分転てん換かんになってるんですよね。家事を封ふうじられたらＨＰゲージ真っ赤で瀕ひん死しになります」

「私も勉強だけと言われたら、調子がおかしくなるかも。試験前でも旅館の仕事をしているのが当たり前だったので」

　一方、冬とう野のの血筋は働き者らしい。

　春はる太たは、だんだん自分がクズのような気がしてきた。

「ふむ、桜さく羽らば家けは居い心ごこ地ちよさそうだね。上げ膳ぜん据すえ膳ぜんだ」

「この居い候そうろうには、慎つつしみを要求できそうにないな」







　そんなこんなで、和なごやかに夕食は終しゆう了りよう──

　春はる太たと晶あき穂ほで食器洗いを済ませると、再び四人はリビングに集まった。

　迅じん速そくに解決するべき、重要な問題があるからだ。

「それで、部屋割りはどうすんの？」

「雪ふ季ゆの部屋に三人……は無理だよな」

　まず、当人である晶あき穂ほからの質問で議論スタート。

　桜さく羽らば家けは慎つつましい一戸建てで、部屋数は少ないのだ。

「二段ベッドがあれば、三人もなんとかいけたんですけど……難しそうですね」

「今、雪ふ季ゆさんの部屋に私と二人でいっぱいですからね……床ゆかに二人は難しそうです」

「別にずっといるわけじゃないし、あたしは廊ろう下かでもいいよ？」

「そんなわけにいくか」

　いくらなんでも、居い候そうろうを廊ろう下かに寝ねさせるわけにはいかない。

　しかも、この寒い時期にどう考えてもナシだ。

「晶あき穂ほに俺の部屋を使ってもらうしかないな。俺はリビングここのソファで寝ねるよ」

「なるほど、それは却きやつ下かとして……」

「おい、軽くスルーするなよ、雪ふ季ゆ」

「お兄ちゃんをソファなんかで寝ねかせるわけにはいきません。一家の大黒柱ですよ？」

「それは父さんだろ」

　一円も家に入れていない身で大黒柱扱あつかいはありえない。

「私的には大黒柱なんですが……あれ、お兄ちゃん。スマホ、鳴りませんでした？」

「ん？　ああ、ＬＩＮＥかな」

　春はる太たがポケットに突つっ込こんであるスマホが数回、短く振しん動どうした。

　電話なら急ぎの話かもしれないが、着信したのはメッセージだ。

「あとでいい。今はこっちの話のほうが急務だ」

　そう言ってから、春はる太たはふと気づいた。

「つーか、そうだよ。俺が父さんの部屋で寝ねればいいんじゃないか」

　父の寝しん室しつは、つい半年前まで母と二人で使っていた。

　母のベッドは処分されたが、春はる太たが寝ねるスペースくらいはあるだろう。

「あ、そうでした。お兄ちゃん、パパの部屋に全然入ってないんですね？」

「え？　ああ、そういや軽く何ヶ月も見てないような……」

　別に父の部屋に用はないので、出入りした記き憶おくがまったくない。

「パパの部屋、今はぷちゴミ屋や敷しき化かしてますよ？」

「えっ!?」

　春はる太たは慌あわてて立ち上がり、父の寝しん室しつへと向かう。

　ドアを開けると──

　すぐに閉じた。

「……大だい丈じよ夫うぶなのか、父さん。メンタルを病やんでるんじゃ……？」

　春はる太たはリビングに戻もどってきて、ソファに座り直す。

「掃そう除じ機きはかけてるから、片付けなくていいと言われてるんですよ」

「全然知らんかった」

　父の部屋はギターやベース、さらにいつ買ったのか電子ドラムまで置かれていた。

　さらに大量のＣＤやレコードまでが積み上がって層を成している。

「前、ＣＤとかレコードはかなり処分したんだよな？　あれ、どこから湧わいて出たんだ？」

「ＣＤとかレコード……！」

「おいおい、晶あき穂ほ、目を輝かがやかせるな」

　そういえば、晶あき穂ほは父と音楽の趣しゆ味みが合うんだった、と春はる太たは思い出す。

　晶あき穂ほは目の色が変わり、よだれを垂らさんばかりに興きよ味うみ津しん々しんだ。

「それは後回しだ。父さんのことだから、好きに聴きかせてくれるだろ。つーか、マジで大量にあったぞ？」

「この数ヶ月で百枚単位で買い直したりしたらしいです。中古の安物ばかりみたいですけど。お兄ちゃんには気づかれるまで黙だまっておいてくれって」

「父さん、なに考えてんだ……？」

「なんだろうねえ。ハルたちのお父さん、ストレスでもあったんじゃない？」

「…………」

　そうか、コイツか。

　春はる太たはギターを弾ひくマネをしている晶あき穂ほを見て、やっと気づいた。

　ストレスというか、メンタルが不安定になるに決まっている。

　いきなり自分の隠かくし子ごが我が家に現れ、それが息むす子この友達だったのだから。

　そういえば春はる太たは、晶あき穂ほをカノジョとしては紹しよう介かいしていない。

「離り婚こんのストレスもあるでしょうから、私はパパになにも言わなかったんですけど……」

「私の父も、母が亡なくなった直後からプラモデル作りに没ぼつ頭とうし始めて……それまでそんな趣しゆ味みはなかったのに。旅館の仕事はきちんとしていたので、誰だれも文句は言えなかったんですけど」

「……現実逃とう避ひかな」

　春はる太たは嫌いやがりつつも、父を責める気にはなれなかった。

　透とう子この父親もそうだが、大人であろうと現実を忘れたくなることはあるのだろう。

　春はる太ただって、雪ふ季ゆがいなくなったあと、学校にも行かずにゲームばかりしていたのだ。

　人のことはまったく言えない。

　とりあえず、父の部屋で寝ねるというのは物理的に不可能だった。

「仕方ありません、私とお兄ちゃんが一いつ緒しよの部屋でいいですよね♡」

　雪ふ季ゆは、にっこにこだ。

「今年の春まで一いつ緒しよだったんですし、一時的なことならパパも反対しないでしょう？」

「まあ……それが妥だ当とうだな」

　春はる太たは、雪ふ季ゆを妹だと意識し直している。

　むしろ、今なら雪ふ季ゆと同室でもなにも問題ないような気さえしてきた。

「私も居い候そうろうなので文句はないですが……晶あき穂ほ先せん輩ぱい、いいんですか？」

「いいよ。それにさ、雪ふ季ゆちゃん」

「はい？」

「お母さんのことは、お母さんのこと。あたしと戦いたいなら、いつでもどうぞ。あたしと雪ふ季ゆちゃん、どっちがカノジョで妹なのか──決めなきゃね」

「……決めましょう、晶あき穂ほさん」

　雪ふ季ゆと晶あき穂ほは、お互たがいに笑え顔がおさえ向けていて。

　まるで敵意が感じられないが、それでいて緊きん迫ぱく感かんに満ちている。

「え、妹って……えっ、えっ？」

　透とう子こが、事情が完全には吞のみ込こめないらしく、オロオロしている。

　春はる太たも透とう子こと一いつ緒しよになってうろたえたかったが、そうもいかない。

　とりあえず、部屋割りは決まったようだ。

　クリスマスが終わり、年末。

　年明けの晶あき穂ほの母親の退院まで一週間もないが、ここからは長くなりそうだ──











第10話　エピローグ






「ふー、桜さく羽らば家けじゃギターが弾ひけないのが欠点だね」

「当たり前だろ、受験生が二人もいるんだぞ」

　晶あき穂ほは夕食後、なぜか春はる太たの部屋にいる。

　キャミソールに太もも丸見えのショートパンツと、リラックスしすぎている格好で。

　しかも、当たり前のようにベッドに座ったり寝ね転ころんだりと我が物顔だ。

　雪ふ季ゆと透とう子こは、もちろん今も勉強中だ。

　もう年としの瀬せが迫せまり、のんびりはしていられない。

　春はる太たは床ゆかに置いたテーブルの上で、ノートＰＣを操作中だ。

　雪ふ季ゆの学習スケジュールは、エクセルで管理していて、それを再さい確かく認にんしているところだ。

「あ、エレキギターでもけっこう音するからな。アンプ通さなくてもダメだからな？」

「さすがにわかってるって。キーボードでも弾ひけたらなあ。あれなら音しないし」

「なんだ、晶あき穂ほはギターだけなのか。楽器やってるヤツって、基本はピアノかと思ってた」

「んなわけないじゃん。まあ、ヨソのバンドのヤリチン腐くされ金きん髪ぱつ男がすげー上品なクラシック弾ひけたりするけどね」

「おまえ、口悪すぎんぞ」

　女子中学生二人に悪あく影えい響きようが出ないか、春はる太たはだんだん本気で心配になってきた。

「うーん、ピアノか……」

「なんだ、やってみたいのか？　今からでも習えるんじゃないか？」

「人に教わるとかクッソ苦手なんだよね。ギターもほぼ独学だしさ」

「なるほど、凄すごく納なつ得とくできる」

　晶あき穂ほが素す直なおに人に教わっているところは想像がつかない。

「音出しちゃダメとなると、ハルがあたしの身体からだを奏かなでるのもダメだね」

「身体からだを奏かなでるってなんだ!?」

「わかってるくせに」

　晶あき穂ほがニヤリと笑う。

　キャミソールの胸むな元もとからは大きな胸のふくらみが、半分ほども見えていて。

　膝ひざを立てて座り、短パンの隙すき間まからピンクのパンツがちらりと覗のぞいている。

　晶あき穂ほは血けつ縁えん的てきには妹だが、気持ちの上では未いまだにクラスメイトでカノジョ──

　そんな無防備な姿を見せられてはたまらない。

「……おまえ、またそんな薄うす着ぎだけど、ウチはけっこう冷えるからちゃんと着込んどけよ」

「家の中なら全然ヘーキ。ハルにもたまにはサービスしないとね」

「なんのサービスだよ！」

　サービスになってしまっているのがまずい。

　春はる太たは、晶あき穂ほのパンチラから目を逸そらしつつ──

「ま、まあ、退たい屈くつならゲームくらいは一いつ緒しよにやってもいいぞ」

「あたし、あんまゲームしないからなあ。ハルも今はゲーム控えてるとか？」

「まったくやらないわけじゃないけどな。雪ふ季ゆも我が慢まんしてるんだから、やりにくい」

「ちなみに、去年はハルが受験生だったけど、雪ふ季ゆちゃんは？」

「めちゃめちゃ遊んでたな」

「兄貴はつらいんだねえ……」

「本気で憐あわれむなよ」

　といっても、実は春はる太たが「気にせず遊べ」と雪ふ季ゆに厳命していたのだが。

　春はる太たにしてみれば、雪ふ季ゆの「ぎゃー！」「死ぬ死ぬ死ぬ！」「やっほー、ざまぁです！」などのゲーム中の奇き声せいは心ここ地ちよいＢＧＭみたいなものだ。

「ま、ハルは気苦労も多そうだけど、プラスも多いからねえ」

「なんだよ、プラスって」

「自宅が女子三人のハーレムとか、どこのラブコメぽんこつ主人公？」

「ぽんこつで悪かったな！」

「実は、ハルは地味にスペック高いけど。身長高いし、頭も悪くないし、運動神経いいし。さすが、半分はあたしと遺伝子かぶってるだけあるね」

「俺を褒ほめてるフリして自画自賛してんな？」

　晶あき穂ほは以前、春はる太たのスペックを馬鹿にしていたが、都合良く忘れたらしい。

「つーか、あんま会話もしないほうがいいかな？」

「それはさすがに……大声で騒さわがなきゃ大だい丈じよ夫うぶだろ」

　春はる太たも、晶あき穂ほにそこまで不便を強しいるつもりはない。

「そっかー。これでも、さすがにあたしも緊きん張ちようしてるからね」

「意外に普ふ通つうなところもあるんだな……」

　なにしろ、晶あき穂ほにとって〝桜さく羽らば家け〟は特別な意味を持ちすぎている。

　緊きん張ちようするのも無理はない。

「雪ふ季ゆちゃんに寝ね首くびをかかれないか、心配で夜も眠ねむれなさそう」

「そんな心配かよ！」

「トーコちゃんも決して油断はできないね。本妻のつらいトコだよ」

「俺、何人側室いるんだ？」

「何人いるか、数えようか？」

「やめろ、やめろ」

　側室など一人もいるはずないが、具体的な数字を出されたくない。

　そんな軽口はともかく──

「でも、晶あき穂ほ。マジで遠えん慮りよしなくていいからな。ある意味……」

「あたしの家でもあるって？　さすがに図ずう々ずうしい晶あき穂ほさんでも、そこまでは思えないね」

　ははは、と晶あき穂ほは笑ってごろんとベッドに横になる。

　かと思えば──

「おっ」

「ん？　なんだ、晶あき穂ほ」

　晶あき穂ほは急に起き上がると、ベッドから下りて部屋を出て行った。

「なんだ、あいつ……？」

　春はる太たが首を傾かしげていると、一階からガチャリと鍵かぎを外す音が聞こえた。

　晶あき穂ほは階段を下りていっているようだ。

　まさか──

「お、おい、晶あき穂ほ、ちょっと待て！」

　春はる太たも慌あわてて部屋を出て、一気に階段を駆かけ下おりる。

「おまえ、よく父さんが帰ってくるのわかったな？」

「門が開く音、したから。晶あき穂ほさん、耳はめっちゃいいんだよ」

　階段を下りたところで晶あき穂ほと合流すると、彼女はニヤリと笑って言った。

　春はる太たは笑うどころではない。

　こうなるとわかってはいたが、いざこのときが来ると──

　父が玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、洗面所へ直行して手洗いうがいを済ませて廊ろう下かを歩いてくる。

「どうも、お邪じや魔ましています」

「…………っ」

　当然ながら──父は、ひょこっと現れた晶あき穂ほにびくりとする。

　それでも──

「こんばんは、晶あき穂ほちゃん」

　父はにっこり笑えみを浮うかべ、軽く頭を下げた。

　えっ、そこで笑えるのか父さん？

　春はる太たは父の冷静すぎる対応に、驚おどろかざるをえない。

「自分の家だと思ってくつろいでくれていいよ。君のお母さんから連れん絡らくもらってるからね」

「えっ!?　秋あき葉はさんから!?　父さん、いつの間に……！」

「お嬢じようさんをお預かりするんだから、親同士で連れん絡らくを取り合うのは当たり前だろう」

「そ、そりゃそうだけど……」

　だが、晶あき穂ほは〝ヨソの〟お嬢じようさんではない。

　いや、表向きはそうであっても──

　目の前にいる中年男と少女は、ほぼ確実に血が繫つながった父娘おやこなのだ。

　しかも、連れん絡らくを取り合った〝母親〟は春はる太たの父にとっては昔の浮うわ気き相手──

「晶あき穂ほちゃん、狭せまい家だから不自由もあるだろうが、困ったことがあったら春はる太たか雪ふ季ゆに遠えん慮りよなく言ってくれ。もちろん、私に言ってくれてもかまわない」

「はい、ありがとうございます。お世話になります」

　晶あき穂ほがにっこり笑って頭を下げると。

　父も笑えみを返して、自室へ入っていった。

「……意外にフツーだったな。父さんも……晶あき穂ほも」

「あたし、反はん抗こう期きもう終わったから」

「そんな問題じゃねぇだろ……」

　というか反はん抗こう期き終わってないだろう、と春はる太たは内心でツッコミを入れる。

　どう見ても晶あき穂ほは、母親に無意味にツンツンしている。

「現実はこんなもんだよ、ハル。多少はギスギスするけど、秘密なんか知らんぷりして上う手まくやってくしかないから」

「……おまえ、意外に大人だな」

「身体からだは子供、心は大人、でも実はハルに大人にされちゃった♡」

「最後の付け足しはなんだ!?」

「いやん、あたしをキズモノにしといて♡」

「おまえ、マジでキャラ変わってきてんぞ！」

　しかし、春はる太たがもっとも心配していた父と晶あき穂ほの顔合わせが──

　こんなにあっさりしたものになるとは。

　一応、二度目の対面とはいえ、二人とも大人すぎる。

　春はる太たの知らないところで、なにかあったのではと勘かんぐってしまうほどだ。

「あー………………！」

　かと思ったら、晶あき穂ほがいきなり唸うなり声を上げてしゃがみ込み、うつむいてしまう。

「ビビったー……二回目なのに、一回目より緊きん張ちようしたかも……」

「……これも晶あき穂ほのキャラじゃねぇな」

　やはり、晶あき穂ほも平気ではなかったらしい。

　既すでに父からも娘むすめと認にん識しきされた状態で会うのは、また違ちがうのだろうか。

「あたしの人生さあ、いろんなこと起きすぎじゃない？　まだ十六年しか生きてないのに、先が思いやられる」

「その泣き言も晶あき穂ほらしくないな」

「……幻げん滅めつした？」

「晶あき穂ほとの付き合いは長くなりそうだからな。このくらいで幻げん滅めつしてたら、やっていけない」

「そりゃそうだ。ハルもだいぶ達観してきたね」

「達観ね……」

　まだ悟さとりを開けるほどではないが、春はる太たの人生もいろいろ起きすぎている。

　いちいち驚おどろいていられない。

　それに、クールな晶あき穂ほの人間らしい反応を見られるのは悪くない。

「晶あき穂ほ、ちょっと外を歩くか」

「えっ？　まあ、頭冷やしたい気がするけど……」

「嫌いやというほど冷えるだろ。ただ、ちゃんと着き替がえてこいよ」

「そうだね、ちょうどいいかもしれない」

「は？　なんだ、なにか俺に話があるのか？」

　とっさに、春はる太たは身構えてしまう。

　この家で、晶あき穂ほがとんでもない爆ばく弾だん発言をしたときの衝しよう撃げきは、忘れるには早すぎる。

　春はる太たは、迂う闊かつに晶あき穂ほを誘さそったことを後こう悔かいしそうだった。







　薄うす着ぎが多い晶あき穂ほも、さすがに十二月も終わりに近づいた今、きちんと着込んでいる。

　といっても、スカジャン、デニムのミニスカート、黒タイツというおなじみの格好で、今夜はそれらに加えて上着の下にパーカーを着ているだけだ。

　マフラーや手て袋ぶくろも着けていない。寒がりの春はる太たから見れば、正気を疑うような服装だ。

「ウチの魔ま女じよとハルのお母さんとお父さんの間になにがあったか、その辺はあたしもどうでもいいんだよね。大人同士の話だし」

「なんだ、いきなり」

　春はる太たはぎょっとして、隣となりの晶あき穂ほを見つめた。

「まあ、親友同士で同じ男の子供、それも同じ年に産んでるってけっこう凄すごいけど」

「あらためて言うなよ……あんま考えないようにしてんだから」

　少なくとも、父親が妻と妻以外の女性と同時に関係を持っていたのは事実だ。

　一いつ般ぱん的てきには、褒ほめられることではないだろう。

「父親ともギクシャクしたくないって話。そんなの、あたしにはなんの得もないしね」

「居い候そうろうするんだから、変な空気にならないほうがありがたいな。受験生が二人いることだし」

「頑がん張ばるよ。ハル父ちちのほうは大だい丈じよ夫うぶそうだからね」

「何気にポーカーフェイスだよなあ、あの親おや父じは……」

　春はる太たは、父親は音楽好きという点を除けばごく平へい凡ぼんな男だと思っていた。

　だが、息むす子こが知らない顔が他にもあるのかもしれない。

「ウチの親たち、みんな変わってるのかもね。あたしやハルみたいなまともな子供が生まれたのが不思議なくらいだね」

「俺は普ふ通つうだが、晶あき穂ほがまともっつーのは図ずう々ずうしいだろ」

「あらま、優やさしくない。雪ふ季ゆちゃんは、よくひねくれずに育ったもんだね」

「俺が手塩にかけて育てたからな」

「……割とガチでそうなんだよね。子育ての本とか書いたら？」

「どうでもいい会話だな」

　春はる太たは、ふうっと白い息を吐はく。

「じゃあ、どうでもよくない話をしよっか？」

「なんだ？」

「ウチの魔ま女じよ、ハルのお母さんを連れてハルに会わせに行ったんだよね」

「秋あき葉はさん、そんな話をしてたな」

　最後の最後の部分は、細かいところまでは聞かなかったが──

　秋あき葉はが目を離はなしたところで、事故に遭あったということらしい。

　病人を連れ出すなら最大限の注意が必要で、秋あき葉ははそれを怠おこたったとも言える。

　だが、秋あき葉はは母の無理な願いを聞いてくれたのだ。

　少なくとも春はる太たは、秋あき葉はが悪いとは少しも思わない。

「もし、お母さんを許せる人間がいるなら、ハルだけかもしれない」

「……そうかな。俺がなにか言わなくても、たぶん俺の母親が責めたりしないってことは、秋あき葉はさんがよくわかってるんじゃないか？」

「なるほどね、それもそっか」

　晶あき穂ほも白い息を吐はき、かすかに笑った。

　それから二人はフラフラと歩き──

「このあたりまで来たのかな、ハルのお母さんは？」

「俺の家の近くまで行った、みたいなことも言ってたな。来てたんだろうか……」

「あたしさ、思い出したんだよね」

「え？」

「ほら、魔ま女じよが言ってたじゃん。小さい頃ころのあたしがハルのお母さんに会ったことあるって」

「あー……思い出したって、そのときのことか」

　五、六歳なら記き憶おくがあっても不思議ではない。

「そう、顔も名前も思い出せないけど、優やさしいお姉さんと会った記き憶おくはあるんだよ。会うたびにケーキとかアイスとか持ってきてくれて」

「食い物の記き憶おくじゃねぇか」

　晶あき穂ほは細くて小こ柄がらな割に、食べることが好きだ。

　幼い頃ころからそのあたりは変わらなかったようだ。

「さっき、ピアノの話したじゃん？　それで思い出したんだけど、おもちゃのちっこいピアノ──あれ持ってきて、あたしに教えてくれたんだよね」

「……そういや、バンドでもキーボードやってたんだっけ。俺の母親」

　あの優やさしそうな母が、幼い晶あき穂ほの小さな手を取って、おもちゃのピアノをぽんぽんと奏かなでている。

　春はる太たは不意に、そんな光景が目に浮うかんだ──

「ピアノはただの遊びだったけどさ、凄すごく楽しかった。楽しかったこと、思い出した」

「そうか……」

「あの人、あたしのこと、『可か愛わいい可か愛わいい』ってもの凄すごく可か愛わいがってくれたんだよね」

「……本当に、俺の代わりに晶あき穂ほを可か愛わいがってくれたんだな」

「半分はあたしと遺伝子かぶってるし」

「なんの話をしてるんだ、俺たちは……」

　考えるまでもなく、際きわどい話だ。

　山やま吹ぶき翠璃みどりは夫の浮うわ気き相手の娘むすめを可か愛わいがっていた、ということになる。

　しかもそれが実の息むす子こ、春はる太たの代わりとなると──どうにも山やま吹ぶき翠璃みどりという人の本心がわからない。

「それで、なんとなく耳に残ってるんだよね」

「なにがだ？」

「よく言ってたんだよね、そのお姉さんが。『私のハルと会ったら仲良くしてあげてね』──って」

「私の、ハル……」

　春はる太たの母は、息むす子こを〝ハル〟と呼んでいた。

　産んですぐに引ひき離はなされた息むす子こに愛あい称しようをつけていた──

「それが頭の片かた隅すみにあったのかな。あんたを、ハルって呼ぶようになったのは」

「春はる太たのあだ名なら、ハルなんて普ふ通つうすぎるくらいだろ……」

　そう言いつつも、晶あき穂ほに山やま吹ぶき翠璃みどりの影えい響きようがなかったとは限らない。

　もしも、母がつけた愛あい称しようを晶あき穂ほが受うけ継ついだのなら──

　それは、亡なくなってしまった母への慰なぐさめになるような気がした。

「そのときはもう公園で〝ハルタロー〟を見かけた後だったけど、お姉さんがハルタローの母親だってことは知らなかったんだよね」

「……まあ、わざわざ〝私が君の腹はら違ちがいの兄を産んだ母親ですよ〟なんて説明しねぇだろ」

　小さな子供に説明してもわかるかどうか──理解できても、教えないほうがいいだろう。

「しかし、次々といろんな話が出てくるもんだな」

「まったくだね。あ、その公園じゃん」

　春はる太たたちは、近所の児童公園に着いていた。

　以前、春はる太たと雪ふ季ゆが出生の秘密を知った日の夜に訪おとずれた公園だ。

　幼い日の晶あき穂ほが、春はる太たたちを初めて見た場所でもある。

「もう帰るか、さすがに公園でまったりするには寒すぎるしな」

「風か邪ぜ引いて、雪ふ季ゆちゃんトーコちゃんにうつしたら悪いね。しょうがない、帰ろ──」

　と、そのとき晶あき穂ほのほうからスマホの振しん動どう音おんが聞こえてきた。

「あ、ごめん。電話みたい」

「ああ、どうぞ」

　春はる太たが促うながすと、晶あき穂ほは公園のベンチに座って通話を始めた。

「はい、月夜見つくよみ晶あき穂ほです。はい、はい──」

「…………」

　なんだか、よそ行きの声だった。

　春はる太たは誰だれからの電話なのか気にしつつ、一つ思い出した。

　部屋割りの会議中にＬＩＮＥのメッセージが届いていたのに、まだ確かく認にんしていなかった。

　スマホを取り出し、確かく認にんすると──月夜見つくよみ秋あき葉はからだった。

「ん？　これって……」




【秋あき葉は】　［一つ、話を忘れてた］

【秋あき葉は】　［翠璃みどり先せん輩ぱい、亡なくなる前に少しだけ意識があって］

【秋あき葉は】　［最後の言葉、私が聞いた］




「…………」

　春はる太たはそれらのメッセージを目で追っていく。




【秋あき葉は】　［『可か愛わいいなあ、私のハルは』でした］

【秋あき葉は】　［君のお母さん、君のことを『ハル』って呼んでたの］

【秋あき葉は】　［翠璃みどり先せん輩ぱい、最後に春はる太たくんと会ってたみたい］




「……ハル、か。それはちょうど今、知ったところですよ」

　春はる太たはＬＩＮＥへの返信を、思わず口でつぶやいてしまう。

　そうか、母は最後に見た夢で俺と出会えたのか──

　母の最さい期ごに救いがあった──そう思えたのは幸せなことだ。

　秋あき葉はは言いにくかったのかもしれないが、教えてもらえてよかったと心から思う。

　メッセージの口調は淡たん々たんとしていたが、そこには秋あき葉はの感情が溢あふれんばかりに込こめられているように感じられた。

　本当は言い忘れたのではなく、春はる太たにどう伝えればいいか迷っていたのかもしれない──

　メッセージの他に、ファイルのＵＲＬらしきものもあった。

　ＵＲＬをタップすると、オンラインストレージのダウンロードページが開いた。

「ファイル名は……〝ｈａｒｕｔａｈｉｍｉｔｕ〟……なんだ、こりゃ？」

　拡張子を見たところ、圧縮ファイルらしい。

　スマホではなく、あとでＰＣで確かく認にんしたほうがよさそうだ。

「ん？　なんだ、まだメッセージが…………え？」

　春はる太たは、最後に表示されたそのメッセージを見て固まった。

　短いメッセージだが、つい何度も読み返ししてしまう。

「噓、だろ……」

　春はる太たは、ちらりとベンチに座る晶あき穂ほを見た。

　あちらはまだ話の最中だったが──

「はい、はい……わかりました。えーと、今すぐ行けばいいでしょうか？　なにか必要なものとか……はい、はい、それなら……はい、大だい丈じよ夫うぶです。ありがとうございます。はい、お願いします……いえ、失礼します」

　春はる太たが晶あき穂ほを眺ながめているうちに、通話は終わったようで、晶あき穂ほはスマホをスカジャンのポケットにしまった。

「……これから行くって、どこへだ？」

「うーん……」

　春はる太たの質問に、晶あき穂ほはかすかに唸うなっただけだった。

　それから、スカジャンのポケットに両手を突つっ込こんで立ち上がる。




「あたしには、お兄ちゃんだけになっちゃったな」




「おまえ、またお兄ちゃんって……俺だけって、なんだそれ？」

　春はる太たは質問してから──心臓がドクンと高鳴るのを感じた。

　晶あき穂ほの表情に変わりはない。

　しかし、かすかに──晶あき穂ほの目元に陰かげりがあった。

「予感があったのかなあ。あたしに勉強しろって言ったり、事務所を紹しよう介かいしようとしたり──考えるまでもなく、お母さんらしくなかったよね」

「予感って……晶あき穂ほ、なにがあった？」

「参ったね」

　晶あき穂ほは、引きつったような笑えみを浮うかべて──




「お母さん、死んじゃったって」




「…………っ!?」

　春はる太たが驚おどろいたのと同時に、晶あき穂ほが両手をスカジャンのポケットに突つっ込こんだまま春はる太たにぶつかるように身体からだを寄せてきた。

「死んじゃったって……死んじゃったって……ハルぅ、お母さん、死んだ……！」

「晶あき穂ほ……！」

　晶あき穂ほは身体からだを震ふるわせ、春はる太たの胸に顔を埋うずめるようにして──泣いていた。

　激しく声を上げ、春はる太たのコートの胸むな元もとで涙なみだをこぼしている。

　ここまで感情を剝むき出だしにした晶あき穂ほを、春はる太たは初めて見た──

「あんなに元気だったのに、なんで……！　あたし、あたし……お母さんいなくなったら……一人、だよ……お母さん、いなくなったら、あたし……！」

「一人じゃない」

　春はる太たは、かろうじてそれだけ言って、晶あき穂ほの身体からだを抱だき寄せた。

　何度も抱だきしめてきた、小さくて細い身体からだ。

[image: ]

　だが、今はカノジョではなく──春はる太たは〝妹〟を抱だいていた。

「俺は、おまえの兄貴だ。晶あき穂ほ、おまえは──俺の妹だ」

「ハル……お兄、ちゃん……」

　春はる太たは頷うなずき、さらに強く晶あき穂ほを抱だきしめる。

　とっさに口走ったことだが──本心だった。

　晶あき穂ほを一人になどさせられない。

　家族を失った晶あき穂ほを──晶穂も自分の妹として受け入れることをもう決めていた。

　月夜見つくよみ晶あき穂ほは、桜さく羽らば春はる太たの妹なのだ──




『晶あき穂ほも私と同じ、心臓の疾しつ患かんが遺伝してる』




　春はる太たはついさっき見た、秋あき葉はからのメッセージを思い出していた。

　月夜見つくよみ秋あき葉はからのメッセージは、彼女の〝遺ゆい言ごん〟なのだ。

　春はる太たは、秋あき葉はが最後に遺のこした言葉を、遺のこした娘むすめを守らなければならない。

　なにもかも先送りにしてきた春はる太ただったが──

　ただ一つ、今ここで決めて守るべきものを見つけ出したのだ。











あとがき






　どうも、鏡かがみ遊ゆうです。

　連続刊行だった１、２巻から少し間が空いてしまいましたが、無事に３巻をお届けできて、ほっとしております。




　その１、２巻は読者の皆みな様さまのおかげで、重版も続けてかかり、大変ありがたいです！

　初めてカクヨムさんに投とう稿こうした作品が書しよ籍せき化して、しかも重版なんて上う手まくいきすぎて怖こわいくらいですよ。思いつきで始めたような作品でしたが、まったく予想外の展開です（笑）。

　人生、なんでもやってみるもんだなとしみじみ思ってます。




　３巻の内容について。

　今巻は、晶あき穂ほのお話が動きましたね。元から重たいものを背負いすぎている子なので、動くのが怖こわくもあるんですけど。でも、重たいヒロイン、大好きなんですよね……。

　そして春はる太たの話でもありました。やはり主人公ですし、いろいろと美お味いしい目に遭あってる分、痛い目にも遭あってもらおうと思ってます。困難を乗のり越こえてこその主人公ですよね。

　もちろん、雪ふ季ゆちゃんの物語も進んでいます。ただ、雪ふ季ゆには笑え顔がおを失ってほしくないので、どうしても甘やかしてしまいますね。春はる太たのように。




　このお話は雪ふ季ゆと晶あき穂ほのダブルヒロインで、二人が中心なのは変わらないのですが、他のキャラたちも勝手に動き出しています。

　透とう子こは初登場時からは予想もできなかった可か愛わいさと押しの強さで、雪ふ季ゆにますます警けい戒かいされそうです。

　氷ひ川かわなんて最初はタダのにぎやかしで、特に動かす予定もなかったのですが、家族まで登場してきましたよ。３巻でビジュアルも登場して、さらに可か愛わいくなってしまいました。これは嬉うれしい誤算ですよ。




　その氷ひ川かわの姉で新キャラの一人、〝氷ひ川かわ涼風すずか〟はカクヨム版では〝涼すず華か〟です。

　書しよ籍せき版ではやや立場が変わったため、名前も変へん更こうしてみました。ややこしくなっただけで、僕の自己満足かもしれませんが、ご承知いただければ。

　方言ヒロインも可か愛わいくて好きなんですが、多少好みが分かれやすいかな？　とも思うので、商業作品ではちょっと出しづらいんですよね。カクヨム作品では自分の趣しゆ味みも堂々と出していきたいもんです。




　２巻後半からカクヨム版のストーリーから離はなれていて、３巻はまだカクヨム版をベースにしていますが、ルート自体は大きく分ぶん岐きしてしまったかも。

　というか、現状はカクヨム版のストックを使い果たしてますしね……この先どうなるのか、もう誰だれにもわからない。いえ、プランはあるんですよ、プランは。




　ただ、この３巻の執しつ筆ぴつと同時にカクヨム版４章も書いているのですが、書いたり消したりで悩なやんでいます。

　ぐぬぬ、書しよ籍せき化したからといってカクヨム版の読者さんを待たせるのは本意ではないのですが……もはや二作品を同時に書いてるようなもので、悩なやみも作業量も２倍で大変でした。もちろん、雪ふ季ゆや晶あき穂ほを書くのは楽しいんですけどね！

　カクヨム版４章も楽しみにお待ちいただけたら、嬉うれしいです。この３巻が世に出る頃ころにはさすがに公開されてる……といいなあ（願望）。




　そして、朗報です！　ビッグニュースですよ、お兄ちゃん！

　なんと、『妹』のコミカライズが開始予定です。既すでにお話はかなり進んでいて、この本が出る頃ころには具体的な情報が発表されてる……かも？

　コミカライズの雪ふ季ゆや晶あき穂ほも可か愛わいいので、お楽しみに！　僕も楽しみです！




　イラストの三さん九く呂ろ先生、どんどんキャラが増えてデザイン作業も大変だったかと……すみません！　ですが、氷ひ川かわ姉し妹まいもメチャクチャ可か愛わいいです！　金きん髪ぱつツインテの姉、褐かつ色しよくショートカットの妹、対照的でいいですね！　カバーのサンタ雪ふ季ゆも最高でした！

　担当さんも引き続きありがとうございます！　細かいケア、とても助かっています。

　この本の制作・出版・販はん売ばいなどに関わってくださった皆みな様さま、ありがとうございます。

　なにより、カクヨムの読者さま、そしてこの本の読者の皆みな様さまに最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできれば嬉うれしいです。





２０２２年秋　鏡遊










電子書籍特典　書き下ろし短編

『妹たちはメイド喫茶で働きたい』









「いらっしゃいませ、お兄ちゃん！」

「いらっしゃい、お兄ちゃん！」

「……ここ、妹喫茶だっけか？」

　春太はカフェＲＵＬＵに一歩入って、フリーズしてしまう。

「そんな怪しいお店やないわ！　メイド喫茶やわ！　メイド喫茶でもないわ！」

「ツッコミに忙しいな、涼風。さすが、本場の生まれだ」

「私のルーツは浪花やなくて神戸やから」

　じろりと春太を睨んできたのは、氷川涼風。

　春太の妹、雪季の親友である氷川流琉の姉で──春太にとっては中学時代の同級生でもある。

　涼風は茶髪ツインテールにメイド服という、浮かれた格好だ。

　カフェＲＵＬＵは氷川姉妹の実家が経営する店で、娘である涼風もウェイトレスとして働いている。

「もー、お兄ちゃん、いきなり涼風お姉さんと喧嘩しちゃダメですよ」

「そうだよ、喧嘩はダメだよ、お兄ちゃん」

「調子に乗ってんな、晶穂……」

　誰がお兄ちゃんだ、と晶穂にツッコミたいところだが、そうもしづらい。

「というか、雪季、晶穂、おまえらなんて格好してるんだよ……！」

　妹の雪季とカノジョの晶穂は、それぞれ茶髪ロングとピンクメッシュの入った黒髪ロングをツインテールにしている。

　それに、黒のワンピースと白のエプロンドレスという格好で──

　しかもワンピースはミニ丈で、雪季は白、晶穂は黒のニーソックスをはいている。

　絵に描いたような、ミニスカメイド妹とカノジョが誕生していた。

「今日は晶穂さんをお連れしてＲＵＬＵに来てみたんです。そしたら、涼風お姉さんがメイド服を着させてくれたので。これはお兄ちゃんに見てもらうしかないと！」

「ハルのおもろい顔を見るためなら、あたしはなんでもやるからね」

「それで呼び出されたのか、俺。いいか、雪季……悪い先輩たちを見習っちゃダメだ」

　春太は妹の肩を摑み、力強く言い聞かせる。

「おいおい、ハル。せっかく雪季ちゃんに可愛い服を着せてあげたのに」

「そうやで、サクラくん。感謝の言葉があってもええくらいやで？」

「くっ……！」

　晶穂と涼風は明らかに面白がっているが──

　ツインテール・ミニスカメイドの雪季が可愛すぎるのは事実だ。

「なあ、氷川」

「なんや？」

「写真の撮影料はいくらなんだ……？」

「ウチ、そういうお店やないで!?」

「ああ、撮るならあたしとセットだよ。雪季ちゃん単品での撮影は受け付けていません」

「なんだと……！　まあ、あとで雪季が写ってるトコだけトリミングすればいいか」

「おいこら、あたしって一応ハルのカノジョなんだけど!?」

「お、お兄ちゃんなら……私、どんな写真でもいいですよ……？」

　雪季は顔を真っ赤にして、ミニスカメイド服のスカートを持ち上げている。

　他に客がいないとはいえ、大胆──だが、雪季はパンツくらいは兄に見せ慣れている。

　それでも、この初めての衣装で恥ずかしい姿を見せるのは照れるらしい。

「こらこら、ＲＵＬＵが本格的に別の店になっとるわ。サクラくん、えらいカノジョと妹さんやなあ」

「おまえも、この状況に一枚も二枚も嚙んでるだろ」

　春太にとって、雪季は可愛い妹、晶穂は厄介なカノジョで──

　ここに、自称元カノの涼風が加わって、春太の周囲はさらにカオスが極まってきた。

「とりあえず、雪季のミニスカメイド姿は撮らせてもらうが」

「なんだかんだで、ハルも楽しんでんじゃん」

「お、お兄ちゃん、どうぞ妹でお楽しみください……」

　カオスの中に楽しみもあるのは間違いなく、春太は複雑な気分になりつつ、スマホを取り出して構えた──





































妹いもうとはカノジョにできないのに ３




【電でん子し限げん定ていSS付つき】








鏡かがみ 遊ゆう





電撃文庫





2022年11月10日　発行





ver.001





©Yu Kagami 2022





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『妹はカノジョにできないのに ３』

2022年11月10日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg
[EERNAMLI MRS SO e | (i)





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
A 3BT, TR B T3,

AR AT AT A ¥

T 102-8177 HHHRTACH X & 15 2-13-3
(8 e ] 17

[ ] 1

P2 —MCTEEVEEVWESORMSEAMET 108&EIC
EEHh—FRyb+TH1000A5% ] Z2TLEVM!

ZRTI—RFEFURLED 7 I EAL.
AEZHD/(RT—RZAALTTEELEE L,

https://kda.jp/dbn/

QLEEDRRIIERDREEEEOTRAZ L TVELEZET,

@7 r—hILEVNCZ BN BRI HREROMRFRITELV125-BETY .
@7 r—hILEVME MRICK) FERLPIFLBABHETINBIEFHVETS
OV 1ANITI AT ZRP . Bk X— LR ERICHDBBIERIFBEROTRIBICRYET .
O—EBXIEL TORVVIEN HUET .

OFFELIT ORI REEZEDH DT AERJTHSEELTILZEL,

%
&
7
7
5
|
b~
I
et
i
7
<
r
hy
%)
1

AREIA27 3 2GR IIRITT /P2 TERO ) RS NS IEL 7230 T

COWFEET717ay T EED N HEFL IRV ER A,





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
Thign s vamccamome 3

FOMRERRRLTH ) Vallks]

JoH 2 (2) LMY, 6T
DR SR FIAWIH SNz &\

ELT, KOTHELFO7 ) A=A
K =R RS
INT =V THRED 17

MENDT TR,

IMOUTO ha KANOJO ni
dckinai noni

B i
SA N/ NIVERWS S UA S A 5—,
VEDIVES, RYR—LAEBRNE
TlEETIBBEDFED.
WA AFBEIEOTHIICFERSNE YA

WU, BNEFTSNTIH [SA<B) T, &3
L<BRLLET,





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
[ Db Y
HONV-LEBHEHR P ORL2810°
NIN—2 Q] )






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
==

H—e —
o o

\ 4
B > Xy
£ sl S SN T S T Rl Sl

#— i3 3¢





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
B0

%15

%2 5

% 3 5

% 4 5

% 55

% 6 5

B7

%85

B9E

%105

013

022

048

065

086

164

188

243

268

290

Contcecants

Jo0-7

KIEBE L L@z &Y )
kI3 aRbZ REICE T ANTNS
I3t B ICBAICBY DB
B (3 Tt DAt & /5 7 )
ReGE N THTERD
KRDZDZENZE5NBL
I B IANAT R L & 1)
KEHEEREAYED
I 3 dhhuddeCB 5 U T2 1)
I¥o-7






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		Contents


		第０話　プロローグ


		第１話　妹は着々と準備を進めたい


		第２話　妹は新展開を素直に受け入れている


		第３話　妹は従姉妹に寛大になりつつある


		第４話　妹は元カノ？　の存在を知らない


		第５話　妹は黙って聞いておきたい


		第６話　妹はワクワクを抑えられない


		第７話　妹はクリスマスを楽しみたい


		第８話　妹はもっと真実を知りたい


		第９話　妹はみんなで暮らしたい


		第10話　エピローグ


		電子書籍特典　書き下ろし短編『妹たちはメイド喫茶で働きたい』


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





